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はしがき

との報告書は， r数学教育現代化K関する調査Jの結果をまとめたもので畠る。

との調査は，数学教育現代化と今後の数学教育Kついての現在の考えをきくために，郵便調査

法Kよって実施された。調査白対象は，主1'1:， r1965年(昭和40年)から， 1 973年(昭

和 48年)にかけての問1'1:，算数・数学科教育課程編成K何らかの形で携わった」方々で島丸

1 9 8 5年(昭和60年)1月に調査を実施した。

本調査には， 1 4 8名の方々から回答が得られた。 ζれらD方々からは，貴重まど意見をいた

だけただけでは左しとの調査Kついてのど助言をhただけた.T，数学教育K関する興味深い資

料をも金送bいただいた。謁杢結果の分析に骨いては，それらの方々申告名前を一切伏せさせて

いただいたが，巻末Kまとめて卦名前を畠げさせていただいた。深〈書留意を表するもので島る。

本報告番Kは，調査の1次集計結果をできるだけそのままの形で記録するようにした。それは，

一つ一つの言葉やデータ久今後の数学教育学研究のうえで，重要1注意味をもっと考えたからで

岳る。とhうのは， 己ζ1'1:示されてIi>るど意見は， 1 9 6 0年代から 1970年代Kかけての数

学教育現代化というわが鼠の現代数学教育史の中での非常1'1:大きまうね.Te>一つのf撃を拾いてい

るだけで左心今後の数学教育への賓室主示唆をも含んでいると思われるからである。

本報告書t亡率、ける分析については，時間等の制約Kょ.T， 1次集計結果をまとめるととのみと

まったが，今後， よb詳しい分析をする予定で毒る。

との調査は，昭和 59年度文部省科学研究費補助金陀よる研究「数学教育現代化時K争ける数

学科カリキュラム開発・笑施の方略Kついての調査研究J(課題番号59780298)の一部をまナ

もので畠る。

調査の遂行に畠たっては，調査にど回答をhただいた方々をはじめとして，多(e>方々のど援

助を得た。特1'1:，沢田利夫〈国立教育研究所)，橋本音彦(横浜国立大学)，淑沼花子(国立教

育研究所)の三氏からは，調査の各段階で貴重左ど助言，ど助力をいただいた。また，資料整理

等に砕いては，赤沼陽子，浅羽羽毛主安達晶子の三氏の心からのど助力をいただhた。深〈感謝

の窓を表する次第である。

1985年(昭和60年)3月

国立教育研究所

科学教育研究セY ター

数学教育研究室

長崎栄三
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要 約

本調査の目的は，わが国の数学教育現代化の実情に関する意見，現代化学習指導要領の開発・

実施Kかかわる問題点等K関する意見，金よび，今後の数学教育K関する意見を収集・整理し，

分析するととに畠る。

調査は，郵便調査法によって. 1 9 8 5年(昭和 60年)1月に実施された。対象は，わが国

の数学教育現代化K積溺告に関与した方々であT.1 4 8名の方々から回答を得た。 148名の

方々の勤務先は，小学校，中学校，高等学校，大学などKわたっている。調査の項目は，選択肢

形式の 113項目と，自由記述形式の1項目とからまっていた。

調査の結果，わが国の現代化を推進した人々は，次のよ?W:考えているととがわかった。第ー

に現在でも，何らかの形で現代化は行われて争T.今後も，もっと明確K現代化が進められて

いくべきで畠る。第二W:.現代イ出習指導要領の問題点は，数学教育の指導内容，評価， カリキュラ

ム改章。進め方，現職教育，教師，父母・社会，入学試験，マ1 コ君主どに畠った。第三W:.現

在白わが国の数学教育の課題は，数学教育の目的・意義語よび数学科カリキュラムの檎成原理を

探究するととに島る。そして，第四W:.今後の数学教育学は，数学教育学と数学の関係，数学教

育白歴史的基盤，数学教育の社会化，数学科カリキs ラムの構成原理の4点を考究するととを背

景として，数学教育，カリキュラム関誌数学教育をと bま〈環境の3つの側面から考えられる

べきで畠る。

今後の課題としては，本調査結来のよb詳しい分析をするとと，さらに，現代化を積極拭進

めた人々以外の人達の意見を収集・分析するとと左どで畠る。
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1. 調査結果の概要

『数学教育現代化K関する調査』は， 1985年(昭和 60年)1月K笑施

された。との調査は，第 I部・第E部によって構成されて$'j) ，第 I部は，

選択肢形式，第E部は，自由記述形式であった。

ととでは， ζ の調査の結果を， 3章に分けて，その概要を記述するととに

する。第 I部の結果の概要を， r 1.数学教育現代化についての現在の考え J，

第 E部の結果の概要を， r 2数学教育現代化と今後の数学教育」の標題のも

とにまとめた。さらi!:，質問の設定，形式会よび内容Kついての注釈，意見

を，まとめて， r 3.質問項目についての注釈」とした。

左長，質問項目会よび質問項目別反応率等tてついては，一括して， r 1lI. 

調査用紙骨よび調査結果等 Ji!:掲け'た。

1. 数学教育現代化についての現在の考え

一第I部の集計結果の概要一

1. 1 調査対象と質問項目

との調査の調査対象者争よび質問項目(以下，項目とも略ナ)~ついては. r ll.調査計

画・実施の概要」で詳しく述べる語むととでは，それらについて，簡単Kまとめて争〈とと

Kする。

調査対象者は，主として. r1965年(昭和40年〉から， 1 9 7 3年(昭和48年〕

にかけτの問~.わが国の算数・数学科教育課程編成に何らかの形で携わった先生方J で島

る。

調査は，郵便調査法Kよって行われ， 1 4 8名の方々から回答が得られた。それらの方々

を，数学教育現代化時の勤務学校段階BIj~ よって分け，まとめたのが表 1 で畠る。小学校が

42名と一番多(.高校37名，中学校・大学 31名，その他7名と左っている。 左1テ，以

下の分析~為、いては， との分け方を主K使った。

-1-



表 1. 数学教育現代化時の勤務学校段階別調査対象者数

現代化時!小学校 中学校 高等学校 大 学 その他|合 計
の勤務先|

対象者数 142名 3 1名 3 7名 3 1名 7名 I1 4 8名

さらV<:，講習す象者を， 1 9 8 5年1月現在の勤務学校段階別Kまとめたのが表2である。

小寺喰35名，大学34名，高校28名，中学校 18名，そり他・在し33名とまっている。

表2. 1 9 8 5年 1月現在の勤誘学校段階別調罫す象者数

現在の|小学校中学校高等学校大学その他左 し|合 計
勤務先

対象者数 135名 1 8名 28名 34名 2 2名 11名 I148名

また， 1 9 8 5年1月現在の年令別K調査対象者をまとめたりが表3である。調査対象者は

30才台から 80才台K分布して軒丸 50才台が71名と一番多(，平均年令は，約 59 

才で畠る。

表 3 年令別(1 9 8 5年1月現在〉調査対象者数

年令I30え 40え 50え 6O::t_ 7 0:::1二 80才一|合計

対象渚数I 1名 22名 71名 3 1名 2 0名 3名 I148名

調査用紙の第I部は，次の 6つの質問から構成されている。

回数学教育現代化の定義 ( 1質問項目)

回数学教育現代化の現在の状況 ( 1質問項目)

図現代イ出習指導要領改訂の原因 ( 1 4質問項目)

回現代化学習指導要領の問題点 ( 6 9質問項目〉

回現代化学習指導習領の改訂で削除された内容にヲいての考え ( 9質問項目)

国現代化学習指導要領の隠発・笑施坤教学教育にもたらした良かった点 (1 9質r~顎目)

質問項目数は，合計113項目で畠る。

調査用紙は， r ill. 1調査用紙JV<:そのまま，掲載されている。

集計・分析のためV<:，各質問項目毎草子主び各領域どとに調査対象者 14 8名の反応率また

は平均反応率を求めた。さらV<:，第I部回，回，団，図の質問項目については各反応を得
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点化L-.その平均と標準偏差を求めた。得点化は，次むようにして行った。

大賛成… 1点，賛成… 2点， どちらともいえまい… 3点，反対…4点，大反対… 5点。

ζのようにして分析された結果のうち，各質問演目別反応率，得点平均・標準偏差は，

r m.2 調査結宗21 J にすべて掲載されている。

1.2 数学教育現代化申定義と現在白状況

5つの数学教育現代化の定義の中から，調査対象者自身の考えK最も近い定義を. 1つ選

択するように，調査対象者は求められた。

それらの定義，定義番号. :;'>よび反応率を，反応率の高い願にあげると，次の通Dで畠る。

左骨，百分率は. 1 4 8名のうち，その定義を選んだ調査対象者数の割合で畠る。

。 現代化とは，集合，関数，確率まどり現代数学の概念・考え方を取bλれ，数学内容

の明確11:，単純化統合化をはかるもの。(心……………………………… ..58.1% 

0 現代化とは.v>ろhろま物事を数学的に処理すると左ができる能力を育成する ζとを

めざしたもの。 (3) ・……………………………………………一一………………・・ 14.9% 

0 現代化とは，現代数学の基本的主論理構造を教科K反映して，数学教育を構造化する

もの。 (5) ………・・……………-…・............・………………………………・・一.11.5%

o 現代化とは，現1t数学の諾概念で畠る集合，関数，確率左どを小学校，中学校，高等

学校に導入するとと。 (2) ……………………………・…・…・…・・・…・…・……..… 27% 

主主勺「集合の早期導入(1)Jを選択した調到す象者は，いま坤‘った。また，その他として，

上記5つの定義とは異まる定義を畠げた鍔歪対象者数は.18名(1 2.2 %)である。

ー約 60%の調査対象者は，現代化を，内容の明確1~. 単純化，統合化ととらえ，現代化を，

数学的処理能力の育成としたのは約 15%.現代化を，数学教育の構造化としたのは，約110

掃である。左金，その他として島げられた定義は，本節末I'C一括して掲げられている。それ

らの定義の文頭に畠げてある( J内の数字は，定義の通し番号で島丸小・中・高・大・

・他は，表1.で示した数学教育現代化時の勤務学校段階を表してhる。

次I'C.調査対象者は，各自の現代化の定義に照して. 1 9 8 5年1月現在，数学教育現代

化はどのようま状況にあるかという判断を求められた。その判断は. 4つの状況から 1つを

選択するととでまされた。現在の状況として選択された状況，状況番号」草子主び，それにつ

いての反応率を，反応率の高い煩I'C畠げると，次C通bで岳る。

。 現代化は部分的Kは後退した久一却を修正しつつ，今も続いτいる。 (2ト・ 66.9% 

0 現代化は今も続いてhる。血)…………………………………......…・………'20.9% 
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。 現代化は総呈l.-，現代化とは異在る方向K進んでいる。(司……….......... 8.1 % 

0 そもそも，最初から現代化は左かった。 (4) …………・…………・・…………“ 2.7世

わが国の数学教育現代化の現在の状況として，一部修正しつつ続いている，続いているを

合わせると，全体の約 90彊tc在る。

次tc，現代化の定義別tc，その~をの状況を選択した調査対象者の 148名K対する百分

率をまとめると，表4.の返bである。

表 4. 数学教育現代化とその現在の状況別の反応率
( 148名)

1985年 1月現在の状況
。続) ー。続) 異@進) 臼ま) 

合

い
部修正いてh 

左ん 也、
るで

て
方向いるν、 てコ

数学教育現代化の定義 しる 計
る て tc た

ω集合の早期導入 0.0% 0.0% 0.0'" 0.0唖 0.0'" 

(却現代数学の諾統念の導入 0.0 2.7 0.0 。。 2.7% 

(3) 数学的忙処理する能力の育成 7.4 6.1 0.7 0.7 14.9% 

(4) 内容の明確化，単純化，統合化 5.4 48.6 20 1.4 57.4% 

(5) 数学教脊の構造化 3.4 5.4 2.7 0.0 1 1.5% 

加)その他 4.7 4.1 2.7 0.0 11.5% 

合 計 20996669 唖 8.1% 2.0% 98.0% 

(注〉定義または状況K無答θ場合は，上表K含まれ左h。

数学的『亡処理する能力の育成，内容の明確化，単純化，統合化，数学教育の構造化，その

他tcつhては，現在の状況Kついての判断拡散らばってhる#ち現在。状況Kついての判断

は散らばっているが，現代数学の誇株主の導入の場合は，一部修正して続hているとしてい

る。前記3つの定義の場合tc，続いていると一部修正して続いているの反応率を合計すると，

内容の明確化，単純化，統合化は， 54.0%(57.4%の約 95%)，数学的K処理する能

力の育成は， 13.6%(14.9唖の約 90 % )，数学教育の構造化は， 8.8"'(11.5%の

約 75唖)と在っている。

わが国の数学教育現代化は，内容の明確化，単純化，統合化の方向に進んでいるとみられ

ている。数学的に処理する能力D育成の方向にも，同様K進んでいるが，数学教育の構造化
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の方向は，やや不十分左面もあるともみられてhるようで畠る。

数学教育現代化申定義一そり他ーと，定義についての注釈

数学教育現代化の定義ーその他ー

(定1.小) 現代数学の持つ特質をふまえて~ IJ'4司吏の算数教育の目標，内容，学習活動，

指導蓄え評価の改善を図る。

(定 2.小) 自分の考え方のすじ道を，子ども左!JK十分K表現するととができるよ D在

子どもを育τる事で畠る。

(定 3.中) 現代数学の基本的主論理構造や，基本的左概念・考え方を，初等・中等教育

の数学C指導K反挟させて，物事を数学的に処理するととができるよう左子どもを育てる

教育を行金5とするとと。

(定 4.中) 現代化とは，集合，関数，確率まどの現代数学の概念・考え方を取b入れ，

数学内容の明確化，単純化，統合化をはかるととも K，そうした概念や考え方をbaseに

して，数学教育のねらいに新しh観点を加え，数学教育の再構成(カリキュラム編成)を

はか!J，島わせて，それらのねらいと内容Kふ古わしい指導注を開発していζ5とするも

の。

(定 5.中) ⑦ユ-pリッドの幾何とOl19世紀以降の徴Z置と@戦後D涜代数学を，いか

に調和吉せ，新しい数学教育の内容t亡するか。

(定 6.高) (4)と(5)む統合化したものである。

(定 7.大) 伝統的カリキュヲム，指導内容・指導法等の徹底分析，検討白上K立って，

科学としての数学教育学を創る目的をもって，集合，関数，確率まどの現代数学の概念・

考え方を取bλれ，数学内容由明確化単純化，統合化をはかるもり。

〈定 8大) 現代化とは，現代社会の要請陀応えるよ ?K，指導内容や指導方法を改善す

るとと。

(定 9.大) 現代化とは，現代数学の基本とまる考えをふまえ，生徒の実態，反応をよく

考慮して，生徒の数理に草子ける能力を育成するとと。

〈定 10大〉 現代化とは，現代む数学や科学の発展を考慮し，社会の現代的主要請K合う

ようま数学教育を行うとと。

(定 11.大) 集合，関数，確率左どの諾概念を知識として学習させるとhうのでましと

れらを，考えを動かしてい〈媒体として，その機能を使いとますようにするととが数学教
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育の現代化とみる。

(定 12大) 現代化の「現代」は「現代書史学」の現代K結びつ〈ものとしまいで， i現」

時点K長ける最も適切左教材を，最も効果的左指導法で展開する己とを意図するととを

「現」と受けとめたい。

(定 13大) 現代化とは，現代数単の基本概念である集合，関数，線形左どを以て，小学

主主;中学校，高等学校の教材を見直して指導するとと。

(定 14.大) 上の(4)は現代化での「ねら0jをどう考えるかについての質問として答えた

ので定義としてはふ 1950年代Kアメリカを中心として，世界的K誌がった科学教育の

現代化の一部として行われた数学教育の改造逮動。

〈定 15他) (坊と(唱を合わせたものに近いと考えています。臼)は対象のとらえ方であム

ωは処忍能力として，……。

(定 16.他) 現代の数学をきずさ畠げた底K毒る数学観で数学を生成的K見て，教育K反

映させるもの。

(定 17.他 ) (3)と信)を合わせたもの。

(定 18他〉 現代化と比集会，関税確率まどの現代数学の考え方を取b入れ，数学内

容の明確化，単純fl:.統合化をはかるもの。

「一一一数学教育現代化の定義についτの注釈

〈定 19.高〕 現代化の頭初は，大体ω)の主う左考えで畠ったが現在では， (5)のようま考え

と走っている。し:かし，数学教育の現代化で毒るので，数学の現代化の考えと共1'1:，現在

並1'1:将来の個人並K社会国家の文化・生活の向上，進展K役立つよ:>1'1:，児童生徒の心理，

身体D発達K応じて考えねば左らぬと考える。

(定 20.大 ) グ λープによってそれぞれ目指すと己ろが少しずつ異まbます。上では，((4) 

とつけた) SSMCIS，フランスのものに特K顕著左ものを挙げました。

(注)左:1'>-， 己れらの他1'1:'(" ill.2調蜜結果 2.2，2.3の中Kも，定義，草子よび，注釈が若

千含まれている。例えば， 2.3 (509大〕在ど。

1.3 現代化学習指導要領申改訂@原因

現代化学習指導要領は， 1 9 7 7年(小学校，中学校)から 19 7 8年(高校)にかけて

改訂され， 1 9 8 0年から，新1..-0学習指導要領が実施された。
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現代化学習指導要領の改訂の原因と思われる 14項目について，調査対象者自身の判断を

求めた。判断は，各項目を原因とするととにつhて，大賛成賛成，どちらともいえまい，

反対，大反対の5肢のうち1つを選択するととKよって行われた。

在卦，本節以降K草子いては，次のよう左反応率KついてC規準を設けて，各項目，各領域

を考察した。

。 反応率または平均反応率のうち，賛成率(大賛成と賛成の反応率の合計)，または，

反対率(大反対と反対の反応率の合計)が， 80%以上である。

。 その他，特徴的左反応である。

改訂の原因は，数学教育fLかかわる人々の側面から， 1 4項目畠げられている#ろそれらを

6領域陀まとめ，各領境どとの平均反応率等を求めてまとめたのが，表5.で島る。

表5 現代化学習指導要債の改訂の原因・領域別平均反応率

( 1 4 8名)

平均反応率(%) 得 点
項

1. 2. 3 4. 5. 平 標

領 竣 目
大 賛 どh 反 大

準ちえ
賛 とらh 左 反 偏

数
成 成 も 対 対 均 差

1.子 ど も 7 1.4% 17.3% 39.7% 35.1% 4.8% 3.3 0.85 

2 父 母 2 1 1.5 51.0 27.7 7.8 o. 7 2.3 0.81 

3. 教 師 z 3.7 28.7 31.8 3 O. 7 3.4 3.0 0.95 

4. 数 学 者 1 10.1 41.2 31.8 14.9 1.4 2.6 0.91 

5. 数学教育学者 1 1.4 33.8 4 7.2 16.2 0.0 2.8 0.72 

6 新 間 1 14.9 47.3 25.7 8.8 1.4 2.3 0.89 

Jロ'- 計 14 4.8 28.8 35.8 25.9 3.2 2.9 

6領域のうち，賛成率または反対率久 80%を越えた領域は左い。賛成率では，父母

62.5%，新陪 62.2%，数学者 51.3帽の3領域が50%を越えている。

1 4項目を個々にみても (ill.2調査結果2.1参照)，焚成率，または，反対率が80%

を越えた項目は左い。 60%を越えたのは，次の2項目だけであ9，いずれも，賛成率であ
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る。項目，項目番号，告よぴ，賛成率は，次の通bである。

。 父母が，算数・数学の新しh内容を理解できなかった。 (8) ………………・・ 750%

0 新開が，数学教育は良〈左いと書きたてるよ?~在った。 ω ……………・ 622%

7.i:長，反対率が50%を越えたのは，次の1項目である。項目，項目番号}反対率は，次の

通bで畠る。

。 子どもが，集合，関数，確率在ど現代化による内容を理解できまかった。 (1)

…..5 0.7唖

改訂の原因については，確固とした判断は示されていまい草ち原因は，子どもや教師よbも，

その周辺~いた人々ー父母，新聞，数学者ーに畠ったと判断されているよ 5 である。

1.4 現代化学習指導要領自開発・実施昭過程て生じた問題点

197 5年K教育課程審議会C中間宮とめが出され，現代化学習指導要領の改善すべき点

が指摘された。との時期を境Kして，それ以降，現代化学習指導要領とその周辺Kついて，

様々ま問題点があげられた。ととでは，そりょうま問題点と思われる 69項目Kついτ，調

査対象者自身の判断を求めた。判断は，各演目を問題点とするととについて，大賛成，賛成，

どちらともhえまい，反対，大反対の5肢の5ち1つを選択するととによって行われた。

以下では，はじめに，項目をまとめて領演別に考察したのち，各項目別について記すとと

Kする。

69項目の問題点は，現代化数学教育論，カリキュラム開発論，数学教育をとbま〈環境

の3領域に分類されている。その領域どとの平均反応率等を，求めて，まとめたのが，表6.

である。

表 6. 現代化学習指導要領の問題点・領域別平均反応率

( 148名〉

平均反応率 ( % ) 
項

得 点

1 2. 3. 4. 5. 平 標

領 域 目
大 賛 どh 反 大

準
ちらえ左賛 反 偏数 とh

成 成 も 対 対 均 差

A 現代化数学教育論 34 5.7% 36.9% 24.5% 26.9% 5.3% 2.9 1.04 

B.カリキュラム開発論 29 8.0 44.1 30.5 15.3 1.1 2.6 0.8 9 

c.数学教育をとbま〈君競 6 17.1 52.6 24.7 5.3 0.2 2.2 O. 7 9 

d回，.. 計 69 7.7 41.3 27.0 20.2 3.1 2.7 0.98 
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各領域とその賛成率(大賛成と賛成の反応率の合計〉を，賛成率の高い願に並べると次の通

bである。

。 数学教育をと b主〈環境(C)………………………………………-・・…・・ 69.7% 

0 カリキュラム開発話 (B) ..………………・・…-…・・…............・H ・-…・・・…・ 52.1% 

O 現代化数学教育論 (A) ………………H ・H ・-……………….............42.6%

問題点は，数学教育自身から一番遠い所と思われる，数学教育をとbま〈環境にあったよう

で畠る。

次K，6 9項目の賛成率の分布を求めてまとめると，表1の遇!JK在る。左ih各項目K

対する反応率等は， m.2 調査結果2.1K一括して掲げて畠る。

賛成率は， 0 %台から 90吾台Kわたってお、!J，その平均は約 50帽で島る。

賛成率が80%以上の7項目について，項目，項目番号，小領域番号h孝子よび賛成率を賛

成率D高い原K島げると，次の通bで畠る。

。 父母は，学校の勉強が非常にむずかし〈在ったという印象をうけた。(59. B9 ) 

。…-…-…..……・ 94.6% 

o 見方・考え方を評価する方法が確立されていまかった。(33. A7 )……・ 83.8% 

0 現代化が実践に移される前K，徹底した現戦教育が左かった。(53. B7 ) 

……........……・ 83.8%

0 社会や父母K対して，現代化によって数学教育がどのようK変るうとしていたのかと

hうととのPRが不足していた。 (45. B3 ) ………….........…・…・…・…・“ 83.1% 

0 マスコミ九父母の数学教育に対する不安をあお.!Jたてた。 (69.C3)

…81.8冊

。 現代イt激材の指導効果を評価する選挙が毒hまhで畠った。(34. A7 ) 

H ・H ・......80.4%

0 マスコミが数学教育現代化Kついて，正確左 ζ とを伝え左かった。 (68.C3)

・・ 80.4% 

さらに，賛成率が70%台の 10項目を同様K岳げると，次の通bで畠る。

。 現代化。内容K関する良い教材の開発が不足しτhた。 (15.A5) …….78目 4%

。 現代化を指導する人々の中で現代化K対する考えがまちまちであった丸また，行き

すぎがあったbした。(43. B3 ) …-…..……-………・・…“““…・….......77.7画

。 教師は教科書で教えるのでは在<，教科書を教える ζ とが多かった。(57. B8) 

日…-…・・ 77.0% 

-9ー



表 1. 現代イ出習指導要領自問題点・

項目別焚成率(大賛成と賛成の合計)の分布

領 項 項目別賛成率 (唖)

目 領 域 % 平
標軍事差偏 | 竣 数 。-1ト 20-31}-41}-51}-61}-11}-8ト 90ー 均

A. 
A1 数学教育の意義・目的 1 3 1 

現 A2. 数学教育と数学 1 1 

代
A3. 数学教育現代化の定義

イ乞
1 2 

% 
数 34 A4 カリキュラム構成原理 2 1 42.6 23.46 

学
A 5. 内容

教
2 1 2 1 2 1 3 

育 A6. 指導方法 2 3 2 

論
A 1. 評価 2 

B 1. カリキュラム改革論 1 

B2 研究 1 1 2 

B. B 3. 改革連動論 1 1 2 1 

づb
B 4. 教育行政 2 2 

キ B 5. 教 科 書 1 1 

εL 唱
29 

ラ
B6 授業時間数 1 52.2 20.14 

ム B 1. 現職教育 l 1 

関
B8. 教師 3 

発

論 B9 父母・社会 1 1 T・
B10.子 E も 2 1 1 

Bll カリキュラム評価 1 

O. 01.教 育 観 2 

# 
6 02 入学試験 2 69.1 11.131 

03. マ旦コ者 2 

% 
全体 6 9 項 自 2 8 8 6 10 12 6 10 6 l 49.0 22.91 
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。 学校教育む内容が，上級学校の入学試験の内容に規定されがちであった。 (66.02)

・・・・・ 75.7'"

0 現代化の内容と現代化以前@内容との整合性が十分では左かった。 (16.A5)

........…… 75.0 % 

0 教師自身が新内容の理解にきゅうきゅうしていたため，教材研究や教具の開発まで手

がまわら左かった。(56. B8) …・.......……….......….........……………・・ 73.0'"

0 現代化が一種の流行のように左ってしまい，現代化の精神を忘れて実践を行ってしま

った。(4 4. B3 ) ・........…・…・一-…・・・….....・o ・....“......…………..…… 72.9% 

。 入学試験問題の内容の程度が高すぎた。(67. 02) ……..…..………… 72.9 % 

0 以前から畠った内容が精選され左かった。(17. A5 ) …・…...........…...72.3% 

。 教師にとって何のためK教えるのかというととの見通しがたた左かった。 (55.B8) 

………・…・ 70.3% 

賛成率が80%以上の7項目は，評価，改革連動論，現職教育，父母・社会，マ旦コ主の小

領域K属してお>t，70%台の 10項目は，内容，改革運動論，教師，入学試験の小領域に

属してhる。

反対率(大反対と反対の反応率の合計)(1)分布は， 0 %台から 70%台にわたってき訟t，

80%以上の項目比 1つも左1/>0 6 9項目中約 75%11:島える 52項目の反対率が30冊

未満で毒る。

反対率が70%以上の4項目について，その項目，項目番号，小領域番号，骨よび，反対

率を，反対率の高h原K島げると，次の通bである。

o 数学教育広大学の数学や科学のためにあると考えてhた。(4. Al )…・ 77.1 '" 

0 数学教育とは，数学を小吉〈まとめて教えたt，数学用語を教えるととだとhうふう

11:考えていた。(1. Al ) ………………………………………………………… 7 6.3画

。 数学教育現代化というのは，手法だけ現代風K取D入れて，古h内容を扱うととだと

考えていた。(10. A3 ) ……………………………・………………………… 75. 7帽

。 数学ができる一部の子どもだけを育てようと考えていた。(3. Al )……・・ 72.3% 

とれらの4項目は，数学教育の意義・ E的，数学教育現代化の定義， (1) 2つの小領域のいず

れかに属している。

~:j:，~，判断をつけかねる項目をみるために，どちらともいえまい，の反応率をみると，そ

の分布は， 0'"から 50%台にわたってお>t， 5 0 %以上K達してhるのは， 1項目で畠t，

その項目，項目番号，小領域番号，金よび， どちらともhえ左1/>，の反応率は，次の通bで
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ある。

。 帰納的推論に〈らべ，演えき的推論が重視された。 C21. A5 ) ・・……… 50.0% 

意見白散らばbが大きい項目として，得点の標準備差が1以上の5項目について，それら

の項目，項目番号，小領域番号，骨よび，標準備差を標準偏差の大きい願にあげると，次の

通bである。

。 現代数学の基礎は集合論であるから，現代化数学教育は集合論から始めるべきだと考

えていた。 C9. A3) .........….......…・…・・……・・……"…・…………..……・1.12

0 数学教育現代化というのは，現代数学を学校で教えるととだと考えてhた。 C8. A3) 

・・・・…・ 1.07 

。 数学教育の目的がはっき Dしていまかった。 C2. A1 )………………“……1. 0 3 

0 カリキュラムの内容を，まず大学で決め，次v1:願々に高枕中学校，小学校と上から

下へと配列して構成した。 C13. A4 ) …………..……・…..………………1.0 3 

0 数学と数学教育学の区別が明確ではまかった。 C6. A2) …………………1.00 

ζれらの項目は，数学教育の意義‘目的，数学教育と数学，数学教育現代化の定議，カリキ

ュラム構成原理，の4つの小領竣のいずれかに属してhる。

現代化学習指導習領D開発・実施過程附ける問題点は，数学教育の指導内容，評価，改

草返動論，現職教育，教師，父母・社会， λ学試験，マスコ主主どにあったと判断されてh

る。反面，数学教育の目的や現代化の定義K問題点があったわけでは左いとしている。しか

し，目的や定義在どKついては意見は分かれているものも畠9，今後の分析を必要としてい

る。

1.5 198日年代申学習指導要領の改訂白際に削除された内容について申考え

1 980年代の学習指導要領の改訂で削除された9項目の数学内容について，諸条件が整

ったならば，再度，指導したいかどDかというととK関して，調査対象者自身の判断を求め

た。判断は，各項目を再底指導したい内容とするととKついて，大賛成賛成，どちらと

もいえ在It>，反対，大反対，<D 5肢のうち1つを選択するととによって行われた。

9内容項目Kついての賛成率(大賛成と賛成の合計)の分布は， 40%台から 70%台に

わたってお，9， 8 0冊以上の項目はまい。 CDl. 2.調査結果21参照〉

賛成率が一番高hのは，集合(中学校)であ9，74.4%で島る。以下60骨台が，集合

と論理(高)，写像(高)，集合(小)，論理(中)， 50%台が，図形の変換の考え(中)，

40冊台が，平商幾何C公理的構成(高)，数回集合のもつ構造(中)，図形白位相的左見方
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(中〉と在っている。

主主~...，集合(小).数の集合のもつ構造(中).図形の位相的主見方(中).平面幾何の公

理的構成(高〉の4項目の得点の標準偏差は1を越えて骨9.意見が分かれているととを示

してhる。(得点の標準偏差が1以上田項目を，意見の散らばbの大きh項目とした。)

次~.各内容について，指導学校段階の対象者と，それ以外D対象者別にそれぞれ，賛成

率を算出してみた。たとえば，集合(小)については，表1.で小学校と分類された対象者42

名と，それ以外D対象者 106名とで，賛成率を算出すると，前者は. 35/42=83.3 

%.後者は.59/106=55.7%. とまる。とのようにして算出した賛成率をまとめた

り坤ミ図1で畠る。

9項目中B項目については，指導学校段階の対象者の賛成率低，それ以外の対象者の賛成

率を 10-30%上まわって骨 Þ. 当然，全体の賛成率を上まわっている。特~.小・

中学校の集合Kつhては，指導学校段階の対象者の賛成率は80%以上で畠る。

し:かしながら，高校D平面幾何の公理的構成だけは，逆にまってお.9.高校段階の対象者

の賛成率 40.5%.それ以外白対象者. 51.4 %と在っている。

学校で再度，指導したい内容Kついての，全体の確固とした考えは在hょうである坤ろ小

学校・中学校・高校のそれぞれで指導していた人たちは.11>ずれも，集合K高いウェートを

置いている。今後，多〈の人たちによる，指導内容の検討が，またれる。

1.6 現代化学習指導要領旬開発・実施がもたらした良かった点

現代化学習指導要領の開発・実施がもたらした良かった点と思われる 19項目Kつhて，

調査対象者自身の判断を求めた。判断は，各項目を良かった点とするととKつhて，大賛成，

賛成， どちらともいえな11>.反対，大反対. <1) 5肢のうち 1つを選択するととKよって行わ

れた。各項目どとの反応率を帯グラフ忙したの治三図2で畠る。 (ill.2.2.1叡環〕

賛成率(大賛成と賛成の合計)の分布は'. 2 0唖台から 80%台Kわたって金9. 8 0冊

以上<1) 2 つり項目 Kついて，項目，項目番号，賛成率を，賛成率の高い碩~畠げると，次の

通bで毒る。

o 数学教育の意義・目的を聞い直すように走った。包}………..…一一……・・ 85.8% 

O 数学科のカリキュラムの構成原理K目を向けるようKまった。 (3) ………… 80.4幅

反対率(大反対と反対の合計〉が10%を越えた項目はまい。ただいどちらともいえまい，

語ら 50%以上の項目は. 3つ畠9.それらの項目，項目番号， どちらともいえ在lr><1)反応

率を，どちらともいえ左いの反応率の高い願K畠げると，次の通bである。
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項目番号 内容

1. みんな申ため

Z 意義・目的

& カリキニ込ラム

4. I史学的考え方

E 集合

a 関書"確率，行列

1 教育慢器

8 指導法

9 評価D実践・研究

回数学的活動由評笛

日 学校由研究

12 教師と数字

13 数師と数学教育

H 設節と教材研究

15. 教師とカ')キー"ム

16. 文母四国'L>

17. 発展的忙みる
子ども

18. 数学者自協b

19. マ又ヨミ D伝逮

。 25 

反応率

50 75 

5 

4 

4 

4 

4 

(注〉

4 1.大量成

2費成

3.どちらとも
いえない

4反対

&大反対

図2. 現代化学習指導要領自開発・実施坤三数学教育Kもたらした良かった点
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。教師請も自分でカリキュラムをつ〈る5とした。伺………………………… 62.8% 

0 教育機器を使った指導が身近か左ものにまった。 (7) ………-・… ..…"… 5 0.7弾

。学校単位のカリキュラムに関する実践・研究がふえた。 ω……………・… 50.0% 

現代化学習指導要領の開発・実施は，現在に数学教育の意義・目的や数学科カリキュラ

ムの構成原理に目を向けるようにとの， よき課題を残した。しかし，学校や教師のカリキュ

ラムに関する研究活動，教育機器を使った指導在どKョいては， よい意味での変化がはっき

bと，みられまhょうで畠る。

-16ー
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2. 数学教育現代化と今後の数学教育

一第E部の集計結果の概要一

との調査の第E部一数学教育現代化と今後の数学教育について自由左記

述を求めた質問項目ーの結果を，次のよう Kしてまとめた。

第E部tて記述された考え，意見は，本章と次章I'C分けてまとめられて卦 9，

本章では，それらのうち， 1 1 2名の調査対象者の考え，意見を分析した。

1人の回答者の考え，意見が，いくつかの側面を含んでh るときは，それ

ぞれの側面どとI'C，それらの考え，意見は，分割されたうえで，集計・分析

された。

ζのようにして，細か〈分割された考え，意見は，次の標題のもと1'C8節

にまとめられた。

(1) 数学教育現代化時の状況

(2) 現代化学習指導要領とその周辺についての問題点

(3) 現代化学習指導要領の開発・実施がもたらした良かった点

ω 現代化学習指導要領の改訂

(5) 数学教育現代化の現在の状況

(6) 現在の数学教育界

(7) 数学教育現代化の今後

(8) 今後の数学教育

それぞれの節の文章は，回答された考え，意見を，できるだけ用いをがら，

まとめられた。そとで，各節の文を作成するのI'C用いられた考え，意見は，

それぞれの文末にあげた( )内の数字によって， m.2.調査結来2.2I'C掲

げである 112名の原文と対照するととができるようにした。( )内の数

字は，原文の文頭の通し番号 (1-112)1'C対応してhる。

先に述べたようI'C，本章の集計結果は，原文を分割のうえ分析されてhる

ため，原文の意を損ねる恐れが多分にあると思われる。そとで本章を，原文

を読むための一つの道標と考えていただかれでもよいと怠われる。
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2.1 数学教育現代化時四状況

[ わ訪悶学 教献化の，当悶況榔Kわ向…つ坤い吋て叩は，現代枇化附働問b地組叫吋んばばだ町1 

人々白問でも異左つてhる 。)

(1) 盛b上がった現代化

多〈の数学者，数学教育者の意見が取bλれられてはじめられた，わが国の現代化は，

一部の人々の実践・提唱ではまし都市・地方を含めて盛b上がった。現職教育が熱心K

行われ，教師連は必死忙勉強して現代化を教育K生かそうとした。とのようまととは，戦

後数学教育の大量左変化でもあった。

(均一部の人しか取b組主主かった現代化

大学附属校や一部研究熱心在学伎は，現代化を素直K受けとめたが，真剣1]11:取b組んで

いるのは，ど〈一部の教師で毒った。また，小学校11::1.'いては，算数K関係している者以

外は，傍観していた。

(3) 失望した現代化

数学教育現代化の世界の波K比して，現代化学習指導要領Kは，感動を覚える己とが少

在かった。

( 11， 23，36，40，41，52，56，103，110) 

2.2 現代化学習指導要領とその周辺について自問題点

(現代化学習指導職吋辺仰いての問題 点 を ， 調 査 用 問 問 項 目 と 帆 献 ]

化数学教育論，カリキュラム開発論，数学教育をと bま〈環境の3つに分けてまとめた。

ω現代化数学教育論

①数学教育の意義・目的

学問の教え込みに重点があ丸人間教育の視点が十分では左かった，学校では知識を

教えた坤ら知識の獲得の仕方は教えまかった。また，数学の内容のみに注目して，数学

教育とhう領域への配慮が左かった。とれらのととは，数学教育11:卦ける数学を答えを

出すととのみと考えるととKも過じる。

(53，59，96，105 ) 
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②数学・科学技術の進歩と現代化

数学が現代化したから，科学技術の進歩に遅れては左ら左いから，というととで，数

学教育の現代化が行われた。人々は，現代化と科学的進歩との関係で迷った。

( 88，105，110) 

③現代化の定義

現代化の精神を教育の中K生かそうとしたのが本筋であったが，現代化を，内容だけ

K 限った]1，用語や記号で議論した]1，内容の程度をあげたDするととと混同してしま

った。また，特別K重量しい集合を扱うととだとも思われてしまった。 ζのととは，現代

化の解釈がいるいろ畠ったととや，現代化Kよって従来の数学教育の大部分を置きかえ

てしま$';と考えられたbするととるに帰国してhるのでは左いだるうか。

(4，25，30，37，39，41，60 ) 

@ カ官キ品ラム構成

カリキュラムの構成の視点があいまhで畠った]1，小学校と中学校の関連をと]1~<

hととも畠った。

(12，45) 

⑤指導内容

現代化の内容を多〈λれすぎ，一つの内容をていねいに教える余裕もま〈まってしま

った。現代化の内容には程度が高いものもあったし，また，現代化教材と旧教材とが木

K竹をつぐきらいもあった。また，現実の世界とのつ左がbも十分では左かった。数学

的左見方・考え方は大切では岳るが，それを意識しすぎていたのでは左いか。また，数

学的左見方・考え方Kついては諸説が畠って明確では在かった。大体，現代化された教

材で数学的主見方・考え方を教えようとするのは無理だったのでは左hか。抽象化は，

具体があってとそ生きる。集合，図形D変換t亡は，それが畠ったので畠る 5か。 4吟#校

では，集合の考えを入れすき'た]1，負の数を入れたとと，高校では，写像，平面幾何の

公理的構成を入れたととK問題が毒った。

(11，37，45，49，52，53，56，60，67，83，86，88 ) 

⑥ 指導方法，評価

指導Kまずさがあった丸発見学習的指導方法の開発が伴わ左かった]1，教材・教具

・機器の開発・整備の争〈れ，評価方法の研究不足もあった。

(16，21，64) 
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⑦ わが国の伝統

現代化は，わが国の数学教育の伝統にも阻害された。伝統は，わが国自現代化を中途

半端まものにしてしまった。

(訪 カリキュラム開発論

① 研 究

( 93 J 

現代化は，長い間の実践研究や具体的方法D研究が在いまま実施された。また，国内

の文献は，概して粗製乱造で畠った。

(61， 92，99J 

②改草運動論

わが国の現代化は，欧米の現代化の形式的取b入れK終始した。また，現代化運動は，

上からの数学を下へ下るすととでもあった。現場。教師を指導する人々の力量不足もh

左めまかったし，一般人に対する宣伝も不十分であった。集合の考えま〈して算数が成

b立つのかを教えてやる手だても必要だったのでは在いか。現代化を急き'すぎたとか，

現代化が表面的Kとらえられたとかいわれるのも，運動論K帰着する面も大きいだるう。

(3，9，45，53，65，15，106，108 J 

③教育行政

新聞やマ1 コミが現代化につhて間違ったととを番いても，文部省主どは，反論も，

指摘抗議もしまかった。

( 3，63 J 

@教科}香

教科書の多くは，従来の教材に加えて新しい教材を各所K配列しただけであった。教

科書は，学習のために在ってh左かったし，また，入試問題も教科書に悪い影響を与え

ていた。

(59，69，84 J 

⑤授業時間

小学校でも，中学校でも，授業時聞が不足していた。

(49，99J 

⑥現職教育

教師の現職教育が不足していたいまた，現職教育の中味は必ずしも現場で役立つも

のでもまかった。特IC，小学校の現職教育が問題であった。文部省も現職教育IC形だけ
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しか関与しまかった。

(4，20，49，52，53，63，67，68，81，84，99) 

⑦ 教師

教師の資質Kも大きま問題が島った。教師の理解が不十分で畠った9，勉強不足も畠

った。教師ず教学の発展K伴う，十分左研究，学習を続けていたら…・・。また，教師の

保守性にも問題が畠った。さらに，小学伎の教師は，算数だけを十分研究できまかった

であろうし，中学校，高絞り教師は，受験K目を向けすぎてhた。

(17，40，52，53，72，75，79，81， 105 ) 

③ 父母

父母も，よし理解できまかった。

( 53 ) 

⑨子ども

子どもの認知構造，認知過程からの検討が不十分で畠った。また，ある内容を何のた

めに学習するのかという疑問をもっている子どももいた。高校への進学率上昇も一因で

畠るう成数学の不得手左生徒は，現代化の方向と正反対の認識を持っτいた。

(3) 数学教育をと 9~ (環境

①入学試験

(9，45，89，110 ) 

中学校，高伎の教師は，数学専門で研究も十分できた請も受験の問題をかかえてhた。

大学入試請も高校でむ研究態度を崩してしまった。

(70，83，105) 

②学習 塾

現代化による数学教育と学習塾で指導される数学で，子どもが迷ってしまった。

( 105 ) 

③ マスコミ

マZ コ者は世論を気Kしすき:しかも，現代化の精神を理解せずに，誤った，不当左

報道をした。マ1 コミは，現代化が不可能だとか，現代化とは集合，関数，確率，論理

をナマで小学校・中学校K持ち込むと考えていた。

(9，26，65，72，74，89，98 ) 
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2.3 現代化学習指導要領の開発・実施がもたらした良かヲた点

現代化は，数学教育の目的，内容等を考え左骨す機会を与えてくれた。また，集合や写像

ははっき bと内容項目Kまくとも，現在の教材K少しは根を骨ろしている。

教師Kとっても，教育力向上の機会で島った。そして，現代化運動の中で，小・中学校の

先生と大学の先生との具体的左交流が盛んKまった。

子どもも，集合や剰余系，位相には大変興味を示したL.，統合，発展の見方ができるよう

Kも在っていた。

( 18，40，41，53，67J 

2.4 現代化学習指導要領の改訂

昭和46年(1 9 7 1年)から実施された現代化学習指導要領Kついては，昭和50年

( 1 975年〉の教育課程審議会の中閉まとめで改訂の方針が示きれ，昭和55年 (1980

年)から新学習指導要領が実施されるととにまった。 ζの改言Tl'c関しても，見方は異在って

いる。

(1) 残念左改訂

授業時数を波らしたのは失敗で島った。中学校では，集合Kついての項目，類別や剰余

系が削除されたのは残念で畠る。高校t亡事、いても，三角比と三角関数を分けたとと，微分

公式の分離，二項定理が確率・統計にいったとと，そして， 7ラカルト方式の数学教育課

程，数学Iと領成別科目との内容の大きい難易差在どが問題点と在っている。

そして，改訂をしても，現代化の精神は続hてhるのだというととが明確K在ってい左

坤‘った。

(32，49，61.63，78，85，91 J 

ω是正された問題点

現代化学習指導要領の問題点は，多少は是正されたが，たとえ，改訂しても教える側と

しての阻鳴が十分で左ければまらまい。

(52，110J 

。)大した影響はまい改訂

一部の人達を除いて，改訂は島ま b深刻K受け止められてh走11>0

( 10 J 
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2.5 数学教育現代化の現在申状況

…訪問しょ5としている今 1 9 8 5年1月現…-j「一一…一一一行われはじめ4

とれKついての見方も異なっている。

(1) 現代化は続いている。

現代化の精神は，今でも，生き続けて卦t，また，各地で現代化の精神を持続し精進し

てhる先生・学校も多〈畠るのではまいか……。集合左どの用語が削除されたととで，考

え方までま〈まったように受けとられているのは残念である。数学的ま考え方は，今後も，

強調すべきである。

(5，16，17，36，46.64，72 ) 

(2) 現代化は停滞，後退してhる

現代化は停滞している。士記少左〈とも用語や記号の菌からは総呈してしまっている。

(24，39，53，82 ) 

2.6 現在の数学教育界

数学教育の研究は，現在(1 98 5年(昭和60年)1月)，停滞気床でるt，研究熱は

下降しつつある。状況は，現代化の時代よ bももっと悪〈まってhるりでは左いか。

とれらのととは，わが国の場合，学習指導要領c改訂時に研究活動が促進されるとと，小

学校での研究の難しさ，そして，カリキュラムを学校でつ〈ることの意識が現場では少まい

ととにもよるのかも知れ左い。

(12.39，40.47，50，106 ) 

2.7 数学教育現代化目今後

ω現代化の見直しを

まず，現代化を見直すととが必要で畠る。

(57，112) 

(2) つねに現代化を

現代化。精神を積極的に取b入れて，研究，教材開発を進めるべきである。現代化は，

つねK行われるべきものである。わが国の実情K応じて，手喜ち着いて現代化を考えるべき
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で畠9，地道K研究を重ねるととが必要で島る。

(3，21，28，39，41，52，63，76，86 ) 

(3) 現代化の再出発を

現代化の方向へゆb戻すとと，時間をかけて再出発をするととが必要である。現代化C

内容と指導法とそ改めるべきであ丸との方向K復権するととが必要である。

(32，44，47，107 ) 

{ゆカリキュラム論争を

数学教育全般につhての見直し浩司京められτ骨 9，目的について徹底的K洗い直し，す

ぐれた内容とすぐれた指導芳法をつ(!J出したい。今とそ，総合的主カワキュラム論争を

起としてい〈時にきている白では左いか。

(26，29，45，75 ) 

2.8 今後申数学教育

[今後の鮮教育Kついての意民数学教育学の枠組鮮教育論カリキュラム開「

数学教育をと 9l' <環境の 4つに分けてまとめた。

ω数学教育学の枠組

数学教育学を考察していくうえでC基本的左立場をまとめた。

①数学教育学と数学

現代数学的左ものの考え方とは何か，ぞれが何故必須のものと在ると考えられるのか

というとと，つま 9，数学の文化としての価値を考えるととが，まず第ーに必要で島丸

数学教育学者と数理哲学者の存在意義がそとに畠る。

数学教育は，単K数学者の養成tてあるのではまい。数学を生み出したものの究明とそ

の所産，在らび11:，そのものの反映の研究を必要としている。

(90，97，98) 

②数学教育学の歴史的基盤

今後の数学教育を考えるKは，まず，現代化が叫ばれるK至った歴史的背景を研究す

る必要があるし，さらに，ベリーの近代化の洗h直しに戻るととも必要で畠る。

(97，100) 

③数学教育の社会化

現実からの数学の概念・諾性質の抽出，さら11:，それらを使つての現実白書平拐に，数
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学教育由意義が畠る。数学教育は，今の生活K役立つζと，社会の現実的状況・資料と

関連をもたせる ζと，数学よbも数理と1t->7観点からみるととまどが必要に在って〈る。

数学教育の生活化，社会化で畠る。

(7.61.62.82.101.102.104.107) 

@数学科カリキュラムC構成

今後の数学科カザキ品ラムは，現代化で考えたととを，よ b子どもの実態K合った方

法で構成するととが大切で畠る。それは，単在るスパイラル方式K基づ〈ものでは左<.

学習効果を加味し，子どもの認識の発達K応じた体系で島9.数学C歴史的発展D順序

とは無関係でも岳る。

さら~.数学という 1 教科K止まらず，広〈他教科，さらに社会全般を見まわし，数

学，子ども，社会の3つの側面を重視していらなi>i IJぜ学校，中学校，高校の一貫性

忙も配慮する ζとが大切である。

(2)数学教育論

①目的

1)数学的考え方

(26.43.64.66.82.87.102 ) 

数学的考え方・見方，数学θ見方・考え方，数学のもつ物の考え方・見方左どであ

る。 ζ 乙Kは，現代数学D概念，現代数学の7イディス集合D考え，関数的立考え

方，位相の考えも含まれるで岳ろ D。

数学的主考え方を目的とするのは，現代数学の考え方や技法は，今後の文化の進展

や技術の開発に益々必要と左るからだけではましそれは，人間がものどとを認識し，

処理するに畠たって，きわめて重要左思考形式白中核を抽象化L-.構造化したものだ

からで畠る。

主主乃現実り世界からの数理イじ骨よび，現実の世界へ自適用，正確K内容を表現

するとと，筋道立って考え，それを表現できるとと，左ども，数学的左考え方・見方

の一つの採相であるう。

2)自ら学ぶ力

( 13.18.19.26.33.36.37.43.53.55.64.71. 

75.86.94.95.101.109) 

知識・技能の伝達から，子どもが自ら学ぶ力を育成するととにかわらねば左らまい。

子どもが" 71/1と疑問をもち，何故か左?と考え，いろいろやってみて，引き出
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された結論K喜びを感じ，叉それが応用できる態度を育てるととで畠る。

[13.15.21.33.44 ) 

めその他

さらに，数学教育の目的の問題として，形式陶冶と実質掬冶の調和，現ft数学と古

典数学C調和，学力観左どがある。現代的主視野で数学教育を考えていく必要がある。

[30.80.82) 

② 指導内容

1)内容の扱hと内容

内容の精還が必要であ.!J.基礎的・基本的事項を明確~L. それらを定着させてい

〈ととが必要である。新しい教材を導入する際Kは，それらと従来の教材との均衝を

図るととが必要で畠る。学年聞の教材の配列を見直すとと，小学校，中学校の一貫性

を考えるとと，がっちbした程度の高いすぐれた教材を設定するとと左ども大切であ

ろう。目的K沿った適切な教材開発を，いつも心がけるべきであ.!J.教材が指定され

まh ・研究されまh指導法の研究はまいとい5ととも心にとめて砕くべきだ。在志乃

現代化教材をトピック的Kとbあげるとともよいととであるう。

今後の課題として考えられる具体的左内容は，数え方と計算力，集合の考え，問題

解決，数学の歴史的在方面などである。

2)図形・幾何教育

( 2.18，19，34，42，44，47，51，61，62.69，75， 

80.88.91.102.104.112) 

図形・筏何教育比 2つの課題をもっている。一つ比図形教育Kついての小・中

・高の一貫化で島丸一つは，特忙高校幾何教育の改善である。

高校の幾何教育は，代数的傾向が強すぎたT.手法は多彩であるが何を理解させよ

うとしているかわから左いという難点をもっτ軒丸数学教育の欠陥とも評古れうる。

線形代数で7V/'ジする~せよ，ユ-:1リヲド幾何を現代風K再構成するKせよ，高

校~$-ける幾何の確立とそ急務である。

図形・幾何教育の重要性は，直観性と論理性と浩司量よく交錯している教材，それが

図形であ.!J.空間であT.教育幾何学で畠るというととるK畠る。

[ 32.35.56.58.66.77.91) 

3)小学校・中学校・高校の内容

小学校の内容~ついては，精選し左ければ左ら左It>L.基礎的知識・技能の重視
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小学校・中学校の一貫性についても考えねばまら左V>o現在の計算技能中心D指導K

は疑問が畠る。

中学校の内容については基本的知識・技能を重視し左ければまら左い。現在の内

容が旧制中学校の数学の焼き直しで島丸何らかの対策が必要である。方程式，不等

式の解集合とV>7考え，グラフを点集合とみるとと，位相の考えまどは指導したい。

高校の内容ILヨhては，一般教養としての数学教育白内容の検討が必要で畠9，生

徒の実態と指導内容の程度の調和を求めなければまら左い。

(32，35，52，75，79，86，87，91 J 

③指導方法

1)指導方法とその工夫

今後の数学教育は，内容だけではまし指導方法の現代化も進めてhかねば左らま

い。指導方法に関する研究を伴わ左い現代化は，身体あって精神左しだから。

指導方法ILついτは，次のよ 71.i:提案をしたい。毅師D考えで選択した内容や問題

を扱う時間の設定，小学校高学年IL草子ける専科信U<D導入，範例学習の試み，教具・手

作業の重視左ど。

(l，3，19，38，82，85，101，102，106J 

2)コY ピュータと数学教育

コy ピュータの急速在発達は，数学教育K大主主影響を与えそうで畠る。コンピュ

一久パソコンの位置づけをどうするか。とれに関連して，教育工学的指導，小学校

.中学校に骨ける計算技能と電卓との関係Kついての研究も急がれる。

(35，48，64，101，102，107，112 J 

3)個人差K応ずる指導

数学の理解の仕方は，子どもによって個人差が大き V>， そとで，少左くとも，中学

校・高伎の段階で，現在の学習内容をすべての生徒に履習吉せまければ走らまいとい

うととに疑問を感ずる人も多いのではまいだる5か。そとで，実施面での多様化，た

とえば，個別指導・小集団指導，教育機器の活用，能力別学緩，進路別学級を考える

ととも必要で毒ろ5。さらに，複線型カりキュラムも必要ではまいか。

(3) カリキュラム開発論

① カリキa ラムの改革

(31， 38，64，69，73，79，87，94 J 

数学教育1L:I>'v>て対象とまる初等数学は，つねK数学の進歩IL照らして考え返しつつ，
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カリキ晶ラムを組んでいか左ければ左ら左い。そとで~ 20年周期位での改草が必要で

あろう。しかし，そのようま改革は，静かK行うもので畠bたい。

(38，111) 

② 研 究

研究すべき課題を明確!c1-，研究成果が現場の中K十分生かされるととが必要である。

例えぼ，数学教育を学校で実施するととの意義や効果を研究課題とするのもよい。研究

比現場での芽ばえを育て，地域に即したカリキュラムを構成する方向K進めるもので

あbたい。数学教育学の研究として，数学者，心理学者，教育学者，教育工学まどの研

究者が一体と在って進める組織が畠るとよh。

(2，25，50，62，98，100 ) 

③ 教育行政

学習指導要領の拘束をゆるめた9，それを廃止し，都道府県Kまかせるととも考えて

よい。教科番検定についても，もっと自由主記述を認めた丸検定を都道府県Kまかせ

てもよい。授業時数をもっと多くすべきであ丸特!C，中学校についての再考が必要で

畠る。 1学級の児童・生徒数は， 30名を限度としたい。

(8，32，33，35，38，49，98，107 ) 

@教科書

現在の教科書は味気まししかも，函ー化している。多様主教科書が出るようKした

い。例えば，学力が中程度以下の生徒に関しては，教科書を厚〈するととも必要左ので

は在hか。

(85，107) 

⑤教師教育

教育は，教師の力Kまっととろ坤ちたきい。教師養成の改善が，語られるゆえんである。

そとで，教育系の大学を充実吉せるととが必要と在る。数学古え勉強していれば，算数

・数学は教えられるという考えは改めるべきであJJ，現場と密着した講義が求められて

いる。また，数学教育学C学位や学位論文の発表がもっと多〈左 t，算数・数学教材研

究の講義が大学白講義らしい内容をもっととも求められている。

(3，14，54，94，100 ) 

⑥現職教育

Eの時代でも，現職教育が大切で畠る。例えば，コ y ピュータや教育機器!cついての

現職教育も必要で畠る50 (6，22，28，44，61) 
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⑦教師

子ども忙勉強を強いるよ t，教師がもっと勉強するととが大切。教師の資質向上が必

要で畠t，教師の研修・研究活動が望まれる。教師が数学の本質を子どもに伝えてい左

いと思われるととも，教師の勉強の必要性白一因で島る。教師が，自分で考えたt，子

どもの試行錯誤をゆったbした気持で見守ってhられるだけの，時間的，精神的左ゆと

bもほしh。

(3，14，15，16，38，59，79 J 

③ 父母

父母は，自分の子ども中心K考えがちまので，それにふbまわされ左hょうKしたい。

( 74 J 

⑨子ども

中学生の生活意書昆学問K対する考え方に問題が岳るのではまいか。数学教育は，わ

が国の子どもの実態KNPしτたてられまければ走ら左h。

(4) 数学教育をと bま〈環境

①入学試験

(27，47，88J 

数学教育D思想が，入学試験K<だかれている現実が事る。まず，教師が受験数学か

ら訣別するととが必要で畠る。主た，制度的主面として，入試科目から数学を除くとか，

年度Kょっτ入試科目を変えるとか，また，入試選抜の多様化左 Eの改善が必要で島る。

(38，39，54，69 J 
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五質問項目についての注釈

本調査の質問設定b よび質問項目の内容等Kついて，多〈の注釈，意見が

示されていた。

それらは，本調査Kついての制約，限界を表しているだけでをし数学教

育の本質，数学教育現代化につhての考えをも表している。それらの注釈，

意見等は，主K第 I部の質問項目 K直接書き込まれていたが，第E部自由記

述欄tても容かれていた。それらを質問項目毎K整理し，通し番号(501-u87)

をふして， ill.2. 調査結果 2.3 1'(まとめた。

すべてで， 1 8 7個の注釈が見hだされたが，それらは，概ね，次の 3種

類K分けられる。

(1) 質問項目の妥当性，信頼性Kついての意見

質問項目の文の形式，選択肢の意味，質問内容の適切さをどK関連す

る意見である。今後，反応の結果とも照らし合わせて，項目の再検討が

望まれる。

(均 質問項目設定Kついての意見

質問項目設定の背景1'(，すでに何らかの数学教育観が暗黙のうちにあ

る。どのよう左数学教育観K立っかを明確Kしたうえでの項目設定が望

まれる。

(3) 内容についての意見・注釈

質問項目についての背景を説明した t，項目の文章を修正しているも

のである。項目の再検討の際1'(，それらを考慮する ζ とが望まれる。た

だし， との意見・注釈は，数学教育現代化の理解を首長めるうえでも，貴

重左ものである。

それぞれの意見・注釈は，次の通bである。
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五1 質問項目白妥当性，信頼性について申意見

各質問項目。妥当性，信額性につhての指摘をまとめると，概礼次の通bで毒る。( ) 

内は原文の番号を表している。

。 学校問での差が畠る質問がある0(502，506，507，511)

。 客観的認識か主観的判断か畠いまh左質問が畠る。(511 ) 

。 解答者白見解か苦手答者。観察した印象か，畠いまいま質問がある。(503 ) 

。 r教師は…」と"'9とき，自分自実践で考えるのか，一般の設師の実践について考え

るの坤~あhまh左質問が畠る。(501 ) 

。 選択肢が適合しまい質問が畠る。(505，507，511) 

。 現代化カリキュヨムによるのか，他によるのか，不明左質問が畠る。(504 ) 

。 使われている用語があhまh左質問が畠る。(509) 

。 二重の質問が畠る。 (511，512) 

5.2 質問項目設定について申意見

1977&j三 1 9 7 8年の改訂で削除された内容に関する質問〈第I部 5)の項目設定K

つhて，次のよ 9:1):指摘が畠った。

。 とのよ 5まとらえ方でやる走ら失敗を重ねるのみ。「数学」の輪切bを脱して「教科

数学」の新構成を行うととが前録。(666 ) 

5.5 内容についての意見・注釈

1 50以上の意見・注釈が見い出されたが，それらは，一括して， ill.2 謁査結果2.3 i'C 

掲げて畠る。各項目の背景等につhて，興味深い記述を読みとるととができる。 (509)か

ら(687)までの意見・注釈が，とれにあたる。
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4. まとめと今後の課題

とれまでの結果を通して，わが国の数学教育現代化を推進した人々の考え

方として，概ね，次のととがhえそうである。

(1) 数学教育の現代化の定義は，い〈っかあるが，その中から 1っとると

すれば，集合・関数・確率左どの現代数学の概念・考え方を取b入れ，

数学内容の明確化，単純化，統合化をはかるものを現代化の定義とする

であろう。

(幼 わが国の数学教育現代化は，その方向を修正しつつ，または，そのま

ま，現在も続いている。

(3) 現代化学習指導要領の改訂の原因としては，確固とした考えKは念つ

ていまいが，父母，新聞，数学者I'Cあ bそうである。

(4) 現代化学習指導要領の問題点というのは，数学教育の内部ょ bも，む

しろ，数学教育をと bま〈環境， カリキュラム開発の方略の方Kあbそ

うである。

個別的Kみると，数学教育の内容，評価，カリキュラム改草の進め方，

現職教育，教師，父母・社会，入学試験，マ旦コミに問題があった。

(5) 今後，再度，指導したい内容Kついては，確固とした考えには左って

い左いが，小学校，中学校，高校とも，集合が一番I'Cあげられそうであ

る。

(6) 現代化学習指導要領の開発・実施がもたらした良かった点としては，

数学教育の意義・目的やカリキュラム構成原理Kついての反省を 5左が

したととである。

(7) 数学教育現代化と今後の数学教育Kついては，次の 8つの観点からま

とめるととができそうである。数学教育現代化時の状況，現代化学習指

導要領とその周辺についての問題点，現代化学湾指導要領の開発・実施

がもたらした良かった点，現代化学習指導要領の改訂，数学教育現代化

の現在の状況，現在の数学教育界，数学教育現代化の今後，今後の数学
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教育。

特I'C，今後の数学教育については，数学教育学の枠組，数学教育論，

カリキュラム開発論，数学教育をと bま〈環境の 4つの立場からみると

とができそうである。

本調査の今後の課題は，第一I'C，本調査結果をさらK研究団体別，年代別，

学校段階別に分析するとと，草子よび，現代化の定義左ど記述吉れた部分をよ

b詳し〈分析するとと，第二I'C，本調査結果の分析を生かして，他の層の人

々，たとえば，一般の教師，子どもをどの意見を収集するとと，第三I'C，本

調査結果を，わが国の数学教育現代化というよ b大き左背景の中に置〈ため

に必要左，諸研究を進めるとと，そして，第四I'C，今後の数学教育のために

まされた多くの提言を具体化して0(ととである。
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:rr.調査計画・実施の概要

『数学教育現代化に関する調査』は. r数学教育現代化時f'Cなける数学科

カリキュラム開発・実施の方略Kついての調査研究」の一部を左すものであ

る。

との調査研究は，数学科カリキュラムの開発・実施の方略を. 1960年代

・1970年代を中心とした数学教育現代化を一つの事例として研究するとと

もf'C，あわぜて，数学教育現代化時の数学教育界の動きを記録し，それらを

もとf'C，今後の数学教育の方向Kついての展望を得るととにある。

本調査は，特f'C，数学教育現代化K積極的K携わった方々の意見・考え方

を収集・分析するととをめざして争丸質問項目は，現代化K対ナる評価の

様相を呈しているが，それは，本調査の意図するととろでは左い。数学教育

現代化の評価は，まだ，多〈の時間と探究を必要として骨]J.本調査の結果

が，いつの日か，そのようを探究の一つの対象と走れば幸いである。

本調査を計画するに当た]J.多くの方々のど意見，著書，論文等を参考K

した。計箇全般にわたって参考とした.主主，著書・論文は次の通bである。

松田信行.戦後日本の数学教育.明治図書. 1981年 2月. 182 p. 

文部省線.カリキュラム開発の課題.カリキュラム開発K関する国際セミ

ナ一報告書.文部省.昭和 50年 5月. 322 p. 

渡辺正八. r続算数教育変遷の主流に沿って.J 算数・数学の研究.大日

本図書.第253号~第 271号. 昭和58年 1月~昭和 59年 9月.

Griffiths. H.B. & Howson. A.G..Mathematics: Society and 

Curricula. Cambridge Universi ty Press. 1974. 423 p. 

Howson， A.G.. Keitel. C. & Kilpatric. J..Curriculumdevel-

opment in mathematics. Cambridge Universi ty 

Pre s s. 1981. 288 p. 
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1. 調査の目的

ζの調査D目的は，

わが国C数学教育現代化の実情K関する意見，

現代化学習指導要領の開発・実施同誌かわる問題点等に関する意見，

争.tび，

今後の数学数育K関する意見，

を，収集・整理し，分析するととに畠る。

2. 調査の 方 法

2.1 調査 対象

調査対象は， r1965年(昭和40年〉から， 1 9 7 3年(昭和48年)にかけての間

に算数・数学科教育課程編成K何らかの形で携わった」人々とした。

上記の定義K畠てはまる人々を，次回方法Kよって特定した。

(1) 算数・数学科教育課程，つま 9，現代化学習指導要領K積圏枕影響を与えたと思われ

る研究団体として，次の3団体を考える。

ω 日本数学教育会数学科教育課程研究委員会

(y) 日本数学教育会各地区数学科教育課程研究委員会

(z) 教員養成学部教官研究集会数学教育部会

(劫調査対象として，上記3団体Kよる次の著書・論文に記載されている著者・研究団体メ

Y パーとする。

ω 日本数学教育会編. r数学教育の現代化J(培風館， 1966.2)，r現代の数学教育J

Vリーズ(培風館)5冊" r集合とその指導」をはじめとする指導Vリーズ(明治図書)

30冊。

(y) 日本数学教育会各地区数学科教育課程研究委員会から，次の3地区争よび，その研

究成呆を選んだ。

回数教教課研東北地区委員会C岩手斑J.

「小・中・高一貫した関数指導J(1967.10)

日数教教諜研大阪地区委員会.

「新しい概念KついτJ(1972.3)
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九州地区教育課程研究委員会.

「数学科教育課程試案J(九州数学教育会情報.第74号'.1969.7)

(z) 教員養成学部教官研究集会数学教育部会 i;算数・数学教育の研究J(金子書房.

1966.3) 

とのようにして，特定された調査対象者数は 356名IL達した。謂査対象者を研究団体・

学校段階jjlJILまとめたのが，表8.である。

表 8. 研究団体・学校段階別調置す象者数

研究団体 学校段階 全対象者数 郵便(発a送)数 回答 者数 b 

( b ) 一a× 100 

(x) 学 校 4 9名 3 1名 24名 77.4% 

学本数日科数学教育 委員会 中 学 校 43 27 22 81.5 

高等学校 5 5 37 2 8 75.7 

教育会・課程研究 大 学 33 2 4 1 7 7 0.8 

そ の 他 1 2 6 5 83.3 

ω 日 学 校 48 1 7 1 5 88.2 

本数数学岩手( i 
中 学 校 1 1 3 2 6 6.7 

学科教 . 

教育課育大 高等学校 2 9 8 7 87.5 

会程厚
大

会室会 丸

学 5 5 5 100. 0 

地担
そ の 世也 4 3 区 2 66.7 

学 校 20 3 2 66.7 
(z) 
教教数 中 学 校
員 官 学

2 0 8 6 75.0 

養研教
高等学校 z 2 

成究育
1 5 0.0 

学 集 部
部会会 大 学 2 0 1 1 9 81.8 

. 
そ の 他 5 。 。

その他 高小学等校学校・中学校・ 3 3 1 0 O. 0 

jロh 計 356名 188名 148名 78.7% 

-36ー



在草子，調査対象者の5ち若干名が， (x)， (y)， (z)の 2つ以上K重複してhたが， (x， 

y)， (x， z)の場合は(玄)， (y， z)の場合は (z)とした。また，学校段階は，先K列

挙した著書・論文の中でD著者名に付されていた勤務先から決定された。表1.で述べた学校

段階は， 己れK当たる。

表8の郵便発送数とは， 356名の金調査対象者の5ち，住所を特定でさえ調査対象数を

表している。その他というのは， X， y， Zのいずれにも属さ左い若干名の方々を表している。

回答者数は， 148名で喜久郵便発送対象者数 188名の約80%11:達して$-9，非常

に高h回答率とまった。また，研究団体別にみると， (玄)9 6名， (y) 3 1名， (z)18 

名，そD他3名と走っている。

2.2 質問項目白構成

質問項目は，第I部と第E部の2部構成Kまって金9，第I部は，数学教育現代化の定義，

現代化学習指導要領の問題点左どについて選択肢形式で質問して卦9，第E部は，数学教育

現代化争よび今後の数学教育について自由記述形式で質問している。

(1) 第 I部の質問

①数学教育現代化の定義

数学教育現代化を語るとき，その意味は何か，その定義は何かを明確Kする必要が毒

るとり考えのもと1'1:，本演目は設定された。各定義の原文は，次の通bである。

1)r:現代化といっても，例えば， SMSG左どにみられるように，現代数学の基礎概念

で畠る，集合の用語や記号という内容を早期K指導する方針をさけ，従来からの「数

学的左考え方Jの育成をよD徹底させる方向で受けとめている。J(中島健三.教育学

講座11 ~手数・数学教育の理論と構造.学習研究社. 1980.1. p.153.) 

2)f現代化とともに強調されてきてhる学力は，いろいろま物事を数学的K処理できる

よ5にする能力で畠るといってよい。J(和田義信.教育事典.小学館.昭和41年 4

月. p.149.) 

3)f1968年の学習指導要領には，集合，関数，その他の現代数学の概念・考え方が

取 bλれられた。しかし，とれらは現代化の主たるねらhで畠る明瞭化，単純化，統

合化の実を上げるよbも，内容の多様化を生じさせるよう在感を与え，種々の問題を

投げかけている。J(杉山告茂.教育学大事典.第一法規.昭和 53年7且. 3巻

p.496.) 

4)f現代化は，現代数学の基本的左論理構造を教科に反映させて，算数・数学を構造化
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しようというねらいをもってhる。J(中谷太郎 教育事典.小学館，昭和41年 4月.

p.149.) 

②数学教育現代化の現在の状況

数学教育現代化の現在の状況をどのよ 5K:みるかというととが，数学教育現伏化草子よ

び今後の数学教育を考究する土台K在るとり考えのもとに，本項目は設定された。

との項目 Kついては，沢田利夫編. i数学教育の研究K関する蕃礎調査」報告書〈国

立教育研究所.1985.3)の数学教育現代化K関する質問の調査結果を参考Kした。

③現代化学習指導要領の改訂の原因

カリキ品ラム改革については，種々の見解があるが， ととでは，次の考えのもとに本

項目が設定された。カリキュラムは，カリキュラムの内部K:何らかの欠陥が見hだされ

たとき，または，社会の変化・進歩，数学を含む諸科学等の進歩Kよって，カリキュラ

ムとそれらの問K何らか白ずれが見hだされたときK:，改草される。

己とで，初等・中等教育行政の立場からみたわが国の数学教育現代化の流れをまとめ

たの語ら表9.である。現代化学習指導要領が実施されてから，教育課程審議会K諮問

( 1 973年〉されるまでの期間は，高々 3年であった。とすると，数学を含む諸科学

の進歩が原因であるというととは左いで吾ろう。つま t，改訂が，カリキュラム開発者

の積極的在意志Kよるものではまかったのでは左いだろうか。そとで，急激左社会変イじ

または，カワキュラム内部の欠陥によって，子ども，父母，教師左eK:，好ましくない

変化がみられ，それが原因と在って，改訂Kむかつた，という仮説のもとK:，質問項目

が作成された。

@現代化学習指導要領の開発・実施の退程で生じた問題点

教育課程審議会の中閉まとめ(1 975年10月)以降， i現代化の失敗」まどとい

うスローガンのもとに現代化学習指導要領叫びその周辺K関して，数多〈の払う題点

があげられるようにまった。数学科カリキュラム開発・実施の過程で生じた問題点は，

カワキ品ラム開発主体者が.ttどとるとする数学教育論，カリキュラム開発の方略だけ

ではましその背景K畠る文化，社会白特徴をも，浮き彫TK:するという考えD もとK:，

本項目は設定された。そとで， 1 9 7 5年をめどにして，それ以後，出宮れた文献左ど

から，それらの問題点をできるだけ収集し，分類・整理したのち，標題をつけ，領域ど

とKまとめた。 ζの文献調査の結果をもとK:，本項目は作成された。

各質問項目は，現代仕君主学教育論 (A)，カリキュラム開発議 (B)，数学教育をとb

まく環境(C)の3領域のいずれかに属している。ととでは，数学科カ習キュラムの開
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表 9. 初等・中等教育行政の立場からみた数学教育現代化K関する略年表

年 小学校 中学校 高等学校

1965年昭和40年 I6月教育課程審議会・
諮問

6月教育課程審議会・
諮問

1966 41 

1967 42 

1968 43 

1969 44 

1970 45 

1971 46 

1972 47 

1973 48 

1974 49 

1975 50 

1976 51 

1977 52 

1978 53 

1979 54 

1980 55 

1981 56 

1982 57 

7月教育課程審議会・
中間まとめ

10月教育課程審議会・答申
5月現代化学習指導要鏡菜
7月現代化学習指導要領

告示

4月現代化学習指導要領
笑施

1月教育課程審議会・
中間まとめ

6月家事務濯審議会・答申
12月現代化学習指導要普藻
4月現代化学習指導要領

告示

4月現代イ昨習指導要領
実施

4月教育課程審議会・
諮問

3月教育課程審議会・
中間まとめ

9月教育課程審議会・答申
5月現代化学習指導要領

案
10月現代化学習指導要領

告示

4月現代化学習指導要領

11月教育課程審議会・諮問(小・中・高とも)・実施

10月教育課程審議会・中閉まとめ(小・中・高とも〉

10月教育課程審議会・審議のまとめ(小・中・高とも)
12月教育詩程審議会・答申(小・中・高とも)

6月改訂学習指導要領案け 6月改訂学習指導要領案
7月時I学習指導要領告示:I 7月時1学習指導要領告示

4月改訂学習指導要領
実施

4月改訂学習指導要領
実施
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6月改訂学習指導要領案
8月諜学習指導要領

4月改訂学習指導要領
実施



発・実施は， ζれらの3領域が有機的K結びついて行われるという考えをとっている。

しかも，それらの領域拡，いくつかの小領裁に分けられている。領域(ム B，C)， 

小領域 (Al，A2，…) ，質問項目の関係は，次の通bで毒る。ただし，( )内は，

質問項目:番号。

A.現代化数学教育論…… 34質問項目

Al 数学教育の意義・目的…・・ (1)，(2)，(3)，(4)，(5)

A2 数学教育と数学…"(6)，(7)

A3. 数学教育現代化の定義…-・ (8)， (9) ， (10) 

A4 カリキュラム構成原理…… (11)， (12) ， (13) 

A5. 内容…… OO ， D~ ， (I~ ， (m ， 0~ ，~，~， ~I) ，(~，

(23) ， (24) ， (25) 

A6. 指導方法…・・・ (26)， (27) ， (28) ， (29) ， (30) ， (31) ， (32) 

A7 評価…・・ (33)， (34) 

B.カリキュラム改草論……29質問項目

BI. カリキュラム改革論…… (36)

B2. 研 究…・・・ (37)， (38) ， (39) ， (40) 

B 3. 改革運動論…… (41)， (42) ， (43) ， (44) ， (45) 

B4. 教育行政…・・ (46)，(47) ， (48) ， (49) 

B 5. 教科書…・・ (50)， (51) 

B6. 授業時間数…… (52)

B 7. 現職教育…… (53)， (54) 

B8 教師…… (55)， (56) ， (57) 

B9 父母・社会…-・(臼)， (59) 

B10. 子ども一…(60)， (61) ， (62) ， (63) 

Bll. カリキュラム評価-… (35)

C.数学教育をと bま〈環境……6質問項目

CI. 教育観…・・ (64)， (65) 

口2. 入学試験…… (6の， (67) 

C3 マ1 コミ…・..(68) ， (69) 

上記の 69質問項目のうち，評価K関する 3項目(33，34，35)を除主，殆んどは，

文献謂査から得られた問題点をもとKして作成された。
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本質問項目作成のために参考とした文献は，次の通bで畠る。いずれも，わが国の数

学教育現代化研究に欠かせまいとJ息われるので，列記するととKする。

単行本

古藤 怜縞.教職数学γ リーズ，実践繍2，数学科!Cl"ける学習指導.共立出版.

1982.3. pp.38-52 

斉藤正彦，民瀬健，森毅編数学セ主ナー増刊，シy ポジウム数学 1，数学と教育.

日本評論社. 1980.4. pp.93-134 

イ中田紀夫，昔村啓.教職数学Vリーズ，実践穏 5，数学科での教材開発 共立出版.

1982.6. pp.5ー 7.

理数教育センター縞 東京理科大学理数教育セYターシ明ーズ①I~ 8 0年代の数学教育

ー現代化のゆ〈えー.エース出版. 1983.10. pp.90-127. 

大学紀要，学会誌

阿部浩一.現代化のすすめ.大阪教育大学数学教室数学教育研免 6号'. 1976.3. 

pp.79-98. 

梅津清二.数学教育の「現代化」の発展のためK 渡刻氏の「私見」を読んで.日本

の科学者， 11(6). 1976.6. pp.294-296 

坂田 註，吉広俊三数学教育D現代化と今後り課題岡山大学教育学部研究集録.48

1978.3. pp.1-11. 

左古悦匙数学教育現代化再考.西日本数学教育学会数学教育学研究紀喪. 10. 

1984.3. pp.34-37. 

平林一栄，岩崎秀樹.<:集合〉の台頭と挫折ー数学教育現代化巡動の反省.広島大学教

育学部紀要第1琢 26. 1977. pp.185-195. 

若槻実.わが国数学教育現代化とその問題点.長崎大学教育学部教育科学研究報告.

23. 1976.3. pp.149-158. 

渡利千波.数学教育の現代化Kついての私見.日本の科学者. 11(1). 1976.1. 

pp.20-22 
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一般雑誌

小平邦彦.数学教育を歪めるもの(集合論や電阜の導入は子どもを生体実験しているよ

う左ものだ).文芸春秋. 53(8). 1975.8. pp.128-132 

広中平祐，小平邦彦，井深大.文化勲章と集合論のあいた文芸春秋. 54(1). 

1976.1. pp.350-358 

教育雑誌(特集号のみ〉

( 1 ) 教育科学算数教育. i現代化」観再考.明治図書:. j幅239. 19n.4. 

( 2 ) 教育科学数学教育. i現代化J観再考.明治図書.必218. 1978.4. 

( 3 ) 教育科学数学教育.現代化再構築を検討する.明治図守.J幅258. 1981. 5. 

(4) 現代教育科学.数学教育の現代化はまぜ失敗したか.明治図書.J幅305

1982.4. 

以下K記述する論文は，上記4特集号のいずれかに掲載されて金丸それらを(1 )， 

( 2 )左どと略して表した。

阿部浩一.現代化が失敗であったのか，現代化K失敗したのか. (4). pp.54-59. 

安藤洋美. i現代化」観再考ー畠る歴史的回顧 ( 1 ). P p. 5-12. 

石田忠男.算数・数学教育の現代化はまぜ失敗したか. (4). pp.5-23. 

伊藤説朗 「現代化」は目下進行中. (4). pp.36-41 

伊藤武.現代化返動拡失敗であったか. (1). pp.21-28. 

大木正大.指導計函の改善と授業の充実を. (2). pp.46-52. 

大野清四郎.指導要領Kみられる現代化の前進的修正.. (2). p p. 7 5-81. 

岡崎梅治.~足場のうけとめと子どもの変容. (4). pp.81-86 

岡田棒雄.現代化再構築の課題. (3). pp.14-21 

川口 廷.現代化のねらいと現代的まものの見方・考え方. (2). P p. 5-1 3. 

菊池乙夫.現場と子どもの認識を忘れた「現代化J. (4). pp.87-92 

銀林活.失敗したのは文部省版現代化Kすぎまい. (4). pp.42-47 

小林敢次郎.育て伸ばしていきたい現代化の考え. (4). pp.75-80. 

柴田録治.アメリカK軒ける算数・数学教育の現代化運動ーまぜ失敗した昔、さいきん

の問題解決の動向をふまえてー. (4). pp.60-68 
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杉岡司馬.現代化の再考'. (1). pp.37-44. 

竹内罰郎.子どもの生きざまを変える算数教育. (4). pp.69-74. 

中島健三現代化とは何か'. (1). pp.45-54. 

原弘道.教育的左現代化の推進をめざして. (2) . P p. 3 0-3 7. 

広岡亮l¥t.現代化の発展的立継承を. (4). pp.30-35 

広川滑降創造的人間の育成を. (3). pp.66-71. 

訟岡元久.転機I'C立つ数学教育. (2). pp.38-45 

松田信行. r現代化」は主ぜ煩いたのか. (1). pp.70ー 77.

松原元一二現代化とその功罪. (1). pp.78.-85 

丸山哲郎.教室から出発し教室へ帰る現代化運動. (2). pp.68-74. 

村岡武彦現代化の原点Kもどろう. (1). pp.86-96. 

森毅.いまとそ現代化を ( 2). pp.22-29. 

矢野健太郎.算数・数学教育現代化の精神'. (2). p p. 14-21 

山崎県L 自主的左現代化と生徒白活発化をめざして. (2). pp・82-88.

検地滑.船頭のh左h箱船だったか. (4). pp.48-53 

音村啓.数学教育の現代化を立τま骨そう. (2). pp.60-67. 

告村啓.現代化を過去のものとして21世紀C数学教育を. (3). pp.22-29. 

⑤ 1 980年代の学習指導要領c改訂の際医削除された内容Kついての考え

1 980年代の学習指導要領の改訂では，前回の改訂(1 9 7 0年代)で新し〈導入

された内容の多〈が，削除された。削除Kついての議論は，数学教育界ではあまb活発

にはみられなかったようだ。約10年間の実践を経た今，それらの内容Kついて，再度，

点検する必要が島るとの考えのもとに，本項目は設定された。ただし.rもし，良い教材

の開発，指導法の工夫まどJとhった，カリキュラム開発・実施のうえで必要ま諸条件

が整ったらという前提をつけた5えで，各内容を考える ζととした。

⑥ 現代化学習指導要領の開発・実施がもたらした良かった点

一つのカリキ品ラムの開発・実施は，当然功罪両面をもって左され， しかも，その

功罪についての考察請ろ研究対象としてDカリキュラムの性格を浮き彫.!:J~亡するとD考

えのもとに本項目は設定された。その影響は，短期的左ものから長期的主もDにかけ

て種々あると思われる。ととでは，笑施中のみK見られた良かった点(それは必ずしも

現在Kは続いていまいかも知れ左いが).から，現在の方K大き在影響を与えている点

までを含めた。とれらの 19<1>質問項目は，問題点と向様在枠組で分類されている。分
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類Kつhてはill.2 調査結呆2.1の中K詳しくあげてある。

(2) 第五部の質問

数学教育現代化草子主び今後の数学教育についての自由主意見を収集・分析するととが，

それらの探究についτの新しい視点を与えて〈れるととK在るというだけでは左し数学

教育現代化に実際に携わった人々の回顧骨よび先見をそのま古記録したものが，数学教育

研究の食重在資料Kも在る， とい5考えのもとに，本項目は設定された。

3. 調査の実施及び計画の処理

本調査研究Kついては. 1 98 3年(昭和58年)1 1月K研究計函がたてられた筑 1984

年(昭和59年)4月から関連文献の収集左どがはじめられた。

ζの調査の質問項目作成のためり作業は. 1 9 8 4年7月からはじめられ. 1 2月K質問項

目の第1次案が作成された。内容Kついての検討が重ねられた後. 1 9 8 5年(昭和60年)

1 月 K最終案が決定され，調査用紙の印刷~かかった。

同時K並行して，調査対象。纏定作業を行ったが，約 15年前の名簿等をもとK現住所を授

すの比大変在困難がとも在った。

調査は郵便調査法Kよって行われた。 1月14 臼~.住所を確定できた対象者に一斉~.調

査用紙を郵送した。調査用紙を受けとった一人の対象者から，電話で，調査の中の質問K一部

不明確主点があるとの指摘を受けたの訪ち 1月11日で毒った。その自の夕方，調査用紙を郵

送した全員~.薬害で本調査むすべての質問項目は，調査対象者自身の考えを，きいていると

いう旨を伝えた。その後，約 10名の方々から，同様の主旨の電話を受けた。

回答が記入された調査用紙は. 1月11日から，国立教育研究所K到着しはじめた。本報告

書に含めた 148名の回答は，その後. 1ク月半の問に送られてきたもので畠9.3月1日ま

で~.国立教育研究所K到着したものを含めた。

回答用紙は. 1 次集計の対象とする前Kテエソク吉れ，回答のしかた等~不明確左点がある

場合Kは，手紙で連絡をと 9.再度，記入をふ、顔いするとともあった。

その後，回答者名を伏し℃コード化し，第I部，第E部，別々K集計された。
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E 調査用紙会よび調査結果等

本調査1'1:関する，次の資料をととKまとめて掲載する。

1.調査用紙

2. 調査結果

2.1 第 I部の集計結果

2.2 第 E部の集計結果

2.3 質問項目 K対ナる注釈の集計結果

3. 回答者名
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1. ~眉査用紙

本調査で使用した調査用紙を，そのまま，掲載する。

NIE民汽ME/8501 複製を禁ずる

数学教育現代化に 関する調杢

お覇い

国立教育研究所

数学教育研究室

長崎栄三

との鍔査の目的は，わが国の数学教育現代化の実情と， r現代化」学習指導要

領の開発・実施にかかわる問題点に関する広範函の意見を求め，それらを分析す

るとと K<bl!ます。

との調査は，文部省よ b昭和 59年度科学研究費補助金の交付を受けた「数学

教育現代化時K長ける数学科カリキュラム開発・実施の方絡についての調査研究J

E奨励研究 (A)，課題番号 59780298，研究代表者 長崎栄三〕の一部をなす

ものです。

調査の内容は，第 l部と第E部K分かれて金 9，第 11却は，数学教育現代化K

ついて選択肢形式で台答えいただ〈ものです。質問は数学教育現代化の定義，現

在の状況， r現代化」学習指導要領の改訂の原因，問題点，削除内容，良かった

点にフいての項目から走って長Dます。

第 E部は.数学教育現代化b よび今後の数学教育について，現在の卦考えを，

ど自由に卦答えいただくものです。

今回の調査の対象は，昭和 40年 (1965年〕から，昭和 48年 (1973年〉

にかけての問K，算数・数学科教育課程編成に何らかの形で携わョた先生方の中

から選ばせていただきました。

ど多忙の主>9該K恐縮K存じますが，よろしくど協力のほど争原いいたします。

各質問K骨答えKなった後，同封の返送用封筒をど使用に走って，本調査用紙

を，下記の期日

昭和 60年 (1985年) 1月 31日(木)

までKど投函いただければ幸いです。

骨名前

勤務先
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次の各々I'Cついて，あてはまるものを 1つ選んで，その番号をOで囲んでくだ

さい。

a 現在の勤務先

1小学校 2中学校 3.高等学校 4.}C学 5敦育行政機関(研究所在含む〉

6 そD他 7.~ t.. 

b. 昭和 45年 (1970年)4月1日の勤務先

1.小学校 2.中学校 3高等学校 4大学 5教育行政機関(研究所を含む〉

6.そ自他

C. 現在の年令

1. 30才台 2 40才台 3. 50才台 4. 60才台 旦 70才台

6. 80才台 7. 90才台

d.性別

1.男 2女

本調査では，算数・数学教育を数学教育，児童・生徒を子どもとして調査項目

を作成して$'j)ますので，台答えをいただ〈方々の立場で，それぞれを適当にな

読み分け〈だ吉 v>o

左長，調査結果がまとまり次第，調査報告書を作成し，品、答えをいただいた方

々に送らせていただくとともI'C.何らかの形で結果を公表する予定でどざいます。

主た，卒、答えをいただく方の金名前のど記入を金額v>v>たしましたが，個々の

卦答えl吃対する骨名前は公表いたしません。

ζの調査Kついての晶、問合せは，下，;cf<: $'願いいたします。

〒153 東京都目黒区下目黒 6-5 -22 

国立教育研究所科学教育研究セ Y ター

数学教育研究室 長崎栄三

電話 03ー 714-0111 内線 251
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第 I部( ) 

1 次の各々はイ数学教育現代化の「定設jとJ思われるものをあげたものです。

あまたのb考えK一番近い項目を 1つ選んでその選択肢の番号をOで囲んで

〈ださh。

(1) 現代化とは，現代数学の基本概念である集合の用語や記号という内容を

小学校の早期から指導するとと。

{到 現代化とは，現代数学の諸概念である集合，関数，確率左どを小学校，

中学校，高等学校に導入すること。

(3) ;晃代化とは，いろいろ左物事を数学的K処理するととができる能力を育

成する己とをめざしたもの。

{の 現代化とは，集合，関数，確率などの現代数学の概念・考え方を取P入

れ，数学内容の明確化，単純化，統合化をはかるもの。

(劫 現代化とは，現代数学の基本的念論理構造を教科K反映して，数学教育

を構造化するもの。

l紛 その他(1)-(5)以外の定義を，あ左たど自身が金持ちでしたらおp書き<;乞

さい。

1 

2. 次の各々は， r数学教育現代化の現在の状況Jとして考えられるものをあげ

たものです。数学教育現代化に関するあまたの定義からみると，現在はどのよう

うま状況にあ Dますか。

あなたの晶、考えK一番近いものを 1つ選んでその選択肢の番号をOで箇んで
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2 

• 

〈ださい。

(1) 現代化は今も続いている。

(2) 現代化は部分的Kは後退したが，一部を修正しつつ，今も続いてhる。

(3) 現代化は後退し，現代化とは異なる方向K進んでいる。

(剖 そもそも，最初から現代化は左かった。

3. 次の各々は， r現代化』学習指導要領(1970年代実施}が，現在の学習指

導要領 (1980年代)i'C改訂される際i'C， r改訂をう在がす原因Jとなったと

思われるものを子ども，父母，教師，そして数学教育にかかわるその他の人々

の側面から述べたものです。

各項目 Kついて

1. 大賛成

2. 賛成

3. どちらともいえない

4. 反対

5 大反対

として，それぞれの選択肢の番号をOで囲んでください。

(1) 子どもが，集合，関数，篠率左ど現代化K よる内容を理解でき友かった。

1.大賛成 Z賛成 Zどちらともいえ在い 4反対 旦大反対

(2) 子どもの計算力が落ちた。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえま'" 4.反対 5.大反対

(3) 子どもの算数・数学の学力がさがった。

1ニた賛底 Z費成 旦どちらともいえ立い 4反対 E大反対
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{喧 算数・数学ぎらいの子どもがふえた。

1.大質成 Z賛成 主どちらともいえ在い 4反対 5;大反対

(5) 高校Kいっても，分裁の計算すらできまい子どもがでてきた。

1;大賛成 Z賛成 主どちらともいえ在い 4.反対 S大反対

(6) 授業の内容を理解し左い子どもがふえた。

1;大賛成 Z賛成 al:ちらともいえ在い 4反対 5;大反対

(句塾に通う子どもがふえた。

1.大質成 1賛成 旦どちらともいえ左h 4.反対 E大反対

(8) 父母が，算数・数学の新しい内容を理解でき左かった。

1.大賛成 1賛成 aどちらともいえない 4、反対 5大反対

但) 数学教育1'1:不安や不満をもっ父母がふえた。

1.大賛成 1賛成 aどちらともいえ左h 4反対 5;大反対

ao 教師請え現代化による内容を教えに〈かった。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともhえ在い 4反対 5;大反対

ω 数学教育が良〈まい方向Kむかいつつあると感じる教師がふえた。

1;大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在い 4反対 5式反対

ω 著名左数学者が，数学教育の内容，と<1'1:現代化による内容を良くまいと

主援するよう K在った。

1ょた質成 立質成 3.どちらともいえ在い 4反対 E大反対

ω 現代化が実施されるK従lr>，数学教育学者の現代化K対する考えの不一致

が拡大された。

1;大賛成 Z賛成 aどちらともいえ左い 4..反対 旦式反対
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、

争

ω 新聞が，数学教育は良〈ないと書きたてるよう Kなった。

1;大賛成 Z賛成 aどちらともhえまい 4反対 S.大反対

4. 次の各々は. r現代化J学習指導要領の改訂の発端とまった教育課程審議会

の中間まとめ{昭和 50年 10月)以降K:.述べられた「現代化指導要領の問題

点」と恩われるものを，現代化数学教育論，カリキ 3・ラム開発論，そして，数

学教育をと bま〈環境の 3つの側面から述べたものです。

各項目Kついて

1. 大賛成

2. 賛成

3. どちらともいえ在い

4. 反対

5. 大反対

として，それぞれの選択肢の番号をOで掴んで〈ださい。

(1) 数学教育とは，数学を小さ〈まとめて教えた 9.数学用語を教えるととだ

というふう K考えていた。

1.大賛成 主賛成 aどちらともいえ左い 4反対 5;大反対

(2) 数学教育の目的がはっき bしてい左かった。

1大賛成 主賛成 旦どちらともい4在い 4.反対 S.大反対

(司 数学ができる一部の子どもだけを育てようと考えていた。

1式賛成 Z賛成 3どちらともいえ在い 4以i<J 5大反対

悦) 数学教育は，大学の数学や科学のためlてあると考えていた。

1;大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在い 4.反対 E大反対

(5) 数学教育は，数学の臼常生活K急、ける'JUH性という側商を無視していた。

1.大賛成 Z賛成 主どちらともいえ左'" 4.反対 S.大反対
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(6) 数学と数学教育学の区別が明確では在かった。

1.大質成 Z質成 3.どちらともいえ在い 4反対 旦大反対

(匂 現代数学の概念の解説'は行われたが，それらが教育でもつ意味老いについ

ては，あま b語られまかった。

1大賛成 Z賛成 3.どちらともいえ在い 4.反対 旦大反対

(8) 数学教育現代化というのは，現代数学を学校で教えるととだと考えていた。

1.大賛成 1質成 aどちらともいえ在It> 4.反対 5;大反対

但) 現代数学の基礎は集合論であるから，現代化数学教育は集合論から始める

べきだと考えていた。

1大賛成 Z賛成 旦どちらともいえ左い 4反対 旦!大反対

ω 数学教育現代化というのは，手法だけ現代風K取b入れて，古い内容を扱

うととだと考えていた。

5 

1大賛成 主賛成 aどちらともいえ左It> 4.反対 5大反対

ω・スパイラノレ方式(同じ内容がいくつかの学年ででて〈るが，その内容の採

さと詳しさが学年が進むKつれて増す )VCよって，カリキュラムを構成した。

1:大賛成 主賛成 旦どちらともいえ在い 4反対 阜大反対

ω 数学科のカリキュラムは，数学の歴史的発展のl原序K従って構成されるべ

きまのに，その乙とを無視して，数学内容を配列した。

1:大賛成 Z賛成 3.どちらともいえ在い 4反対 5大反対

ω カリキュラムの内容を，まず大学で決め，次にi原々 K高校，中学校，小学

校と上から下へと配列して構成した。

1:大賛成 主賛成 aどちらともいえ在い 4反対 E大反対

ω 現代化の内容を欲ばbすぎて，それら自身のなかでさえ，自己矛盾が起きていた。

1.大費成 Z賛成 aどちらともいえ左It> 4.反対 旦大反対
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6 

車時 現代化の内容K関する良い教材の開発が不足していた。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえ左い 4反対 E大反対

4時 現代化の内容と現代化以前の内容との整合性が十分ではまかった。

1大質成 Z質成 1どちらともいえ在い 4反対 早大反対

~1) 以前からあった内容が特選されなかった。

1.大賛成 1費成 旦どちらともいえまh 4反対 阜大反対

4母 数学的を考え方の意味があいまいだった。

1;大賛成 Z質成 旦どちらともいえ在い 4反対 旦大反対

4司 見方・考え方1'1:関する内容と知識・技能的左内容とが混同されるととがあ

った。

1:大賛成 Z賛成 1どちらともいえ左h 4.反対 5.*反対

伺 抽象的左概念を急hで導入した。

1:大質成 Z賛成 3.どちらともいえない 4反対 5.*反対

ω 帰納的推論1'1:<らベ，演えさ的推論が重視された。

1.大賛成 Z質成 aどちらともいえ主い 4.反対 E大反対

伺 現代化教材は，骨もしろ〈左(，子どもに知的満足感を与え左かった。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在い 4反対 5.大反対

('!3) 考え方や概念の指導K重点が置かれたため，技術函での計算練習在どを十

分K行わなかった。

1次賛成 Z費成 aどちらともいえまい 4反対 阜大反対

ω 電卓を導入するととによって，計算練習を軽視した。

1:大費成 Z質成 主どちらともいえ在い 4反対 旦大反対
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舗 数学を応用するというととがあま b王寺えられなかった。

1;大費成 Z賛成 aどちらともいえまい 4反対 旦大反対

紛 指導法の原理の追求が足D左かった。

1.大賛成 立賛成 aどちらともいえ在い 4.反対 豆大反対

例考え方の育成を強調するあまj)，形式的な指導K降った。

1.大費成 Z賛成 aどちらともhえま'" 4.反対 阜大反対

偶 計算指導のよう左技能の指導と比べて，数学的左見方・考え方の指導は図

草壁志のに，見方・考え方の指導を強調したので，指導法の弱点が浮き上った。

L大究成 Z賛成 aどちらともいえない 4.反対 5;大反対

偶 発見的指導法の重要性は指摘されていたが，その具体策が左かった。

1.大賛成 Z賛成 3どちらともhえまい 4反対 5.大反対

(3;) 早くから論理的左扱いをする傾向があった。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえ左h 4.反対 旦大反対

ω 現代化の内容を行き過ぎて深〈教えてしまった。

1.大賛成 Z賛成 3.どちらともいえ左い 4.反対 5;大反対

伺 教具・教材・機器が整備されていなかった。

1:.大賛成 1賛成 aどちらともいえ左い 4.反対 E大反対

倒 見方・考え方を評価する方法が確立されていまかった。

L大揮を成 Z賛成 aどちらとも加えない 4.反対 旦大反対

例 現代化教材の指導効果を評価する基準があいまいであった。

1大質成 Z賛成 3どちらともいえ左い 4反対 日大反対

-54-

7 



8 

車時 現代化以前の内容・指導法と比べて，現代化の内容・指導法の方が効呆が

あるというととを示す方法がなかった。

1大賞成 Z費成 旦どちらともいえ左い 4反対 旦大反対

。暗 小学校・中学校の数学科カリキュラムは，明自在欠陥が左い限b変えるべ

きでは左いのに変えた。

1.*焚成 Z賛成 aどちらともいえ左い 4反対 旦大反対

開 現代化K関する理論的な研究が十分K行われ左かった。

1.*賛成 Z焚成 主どちらともいえない 4反対 5.大反対

側 現代化数学の内容の研究K没頭し，すべての生徒がよくわかるよう左指導

の研究をする余裕が設かった。

1:大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在'" 4.反対 旦大反対

関 Vデイヰス[個人が学習可能左状態にある，という心理的条件}を主とし

た数学の心理学的研究が不十分であった。

l大賛成 Z賛成 3.どちらともいえ立い 4反対 E大反対

。0) 実験が行われたのは，主K大学付属枝だけであj)， Aの意味での実験がな

かった。

1.大賛成 Z賛成 3どちらともいえ左い 4反対 E大反対

ω 欧米諸国の現代化運動K大き左影響を受けた結果，現実[屯行われていた日

本の数学教育の謀、題とは関係の左いととろから出発した。

1.大賛成 主賛成 aどちらともいえ左'" 4.反対 5.大反対

縄 文部省指導型であった。

1.*賛成 主賛成 3.どちらともいえ在'" 4.反対 旦大反対
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締 現代化を指導する人々の中で現代化I'C対する考えがまちまちであった!J，

また，行きすぎがあったbした。

1次質成 Z賛成 1どちらともいえ左い 4反対 5.大反対

ω 現代化が一種の流行のよう K左ョてしまい，現代化の精神を忘れて実践を

行ってしまった。

L大賛成 主賛成 主どちらともいえ在い 4反対 旦大反対

制 社会や父母に対して，現代化Kよって数学教育がどのように変ろうとして

いたのかというととのPRが不足していた。

1.大賛成 主賛成 主どちらともいえ在い 4.反対 5;大反対

例 学習指導要領が法的拘束力をもっていた。

1;大賛成 Z賛成 旦どちらともいえ在い 4反対 E大反対

例学習指導要債の表現がわか!JI'C(かった。

1.大賛成 Z賛成 3どちらともいえ左1，0 4.反対 阜大反対

倒 教科書検定Kよって，教科書の若者の意図が逸らなかった。

1.大賛成 立賛成 3どちらともいえ左い 4.反対 5大反対

例 文部省宇教育委員会が作製した指導資料が有効K活用吉れ左かった。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともhえ左1，0 4反対 旦大反対

駒) 教科書の教材やその扱われ方が十分では在かった。

1;大賛成 Z賛成 3どちらともいえ在い 4反対 E式反対

9 

(司 教師が，むずかしい内容を多〈含んだ教科書を好むので，その好みKあう

ような教科書がつ〈られた。

1;大賛成 Z賛成 主どちらともいえまい 4反対 s;大反対
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同 現代化の内容が増えた分だけ実質的な授業時間が波少してしまった。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在v> 4.反対 旦大反対

伺 現代化が実践に移される前f'(，徹底した現職教育が在かった。

1.大賛成 Z賛成 主どちらともhえ在い 4反対 旦大反対

鈎 地方K走ればまるほど現職教育を通して改訂の趣旨や内容が誇張される傾

向があった。

1次賛成 Z賛成 3.1:ちらともhえ在い 4反対 旦大反対

制 教師にとって何のためκ教えるのかという己との見通しがたたなかった。

1次賛成 Z賛成 aどちらともいえ在い 4反対 5.大反対

同 教師自身が新内容の理解Kきゅうきゅうとしてhたため，教材研究や教具

の開発まで手がまわら左かった。

1:大賞成 Z賛成 aどちらともいえ左い 4.反対 E大反対

初 教師は教科寄で教えるのではまし教科書を教えるととが多かった。

1:大賛成 主賛成 aどちらともいえ在い 4反対 E大反対

綿 一般の人々は，数学の価値を納得しなかョた。

1.大賛成 Z質成 3.どちらともhえ左い 4反対 E大反対

同 父母は，学校の勉強が非常Kむずかし〈在ったという印象をうけた。

1.大賛成 主質成 aどちらともいえ在い 4反対 E大反対

!Dl 子どもたちにとって，何のための学習左のかという必然性が左かった。

1.:i<;賛成 Z賛成 aどちらともいえない 4反対 5.大反対

(母 子どもの発達段階を無視してしまった。

1:大賛成 Z賛成 旦どちらともいえ左い 4反対 E大反対
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伺 子どもの奥味・関心を無視し，学習意欲を減少させた。

1.大費成 主賛成 主どちらともいえ左い 4反対 旦大反対

伺 少数の子どもしか授業K参加でき左かった。

1.大賞成 Z賛成 aどちらともいえない 4反対 E大反対

約 すべての子どもが算数・数学を理解する己とが必要だと，一般に，思われ

るよう t亡をョてきた。

1.*焚成 Z賛成 且どちらともいえ左い 4反対 E大反対

15) 教育は，国家が一方的に与えるだけではなし父母や子どもがともに考え

ていくものであると，一般iC，思われるよう K左ってきた。

1:大質成 Z賛成 aどちらともいえまい 4反対 5.大反対

倒 学校教育の内容が，上級学校の入学試験の内容K規定されがちであった。

L大質成 Z費成 aどちらともいえ在い 4.反対 5:大反対

納 入学試験問題{特に一部私立高校)の内容の程度が高すぎた。

1.大質成 Z質成 3.どちらともいえ在い 4.反対 E大反対

制 マ1 コミが数学教育現代1tiCついて，正確左ととを伝えなかョた。

1大質成 Z賛成 3.どちらともいえ左い 4反対 5大反対

伺 マスコミが，父母の数学教育tて対する不安をあ骨 Pたてた。

1式賛成 Z賛成 aどちらともいえ左い 4反対 E式反対

5. 次の各々は，昭和 52年・ 53年の学習指導要領(小・中・高)の改訂で削除

古れた算数・数学の内容です。

もし，良い教材の開発，指導法の工夫まどといった条件が皇室ったとした左ら

ば，再度，学校で指導したい内容があ bますでしょうか。各項目について

L 大賛成

2 賛成
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、

6. 

， 

3 どちらともいえない

4. 反対

5. 大反対

として，それぞれの選択肢の番号をOで囲んで〈ださい。

大 貸 どとえ 反
大反対賛成 ちら もま

成 いい 対

(1) 集 合 {小} 1 z 3 4 5 

(2) 集 合 {中) 1 2 3・ 4 5 

(8) 論 理 {中] 1 2 3 4 5 

{引数の集合のもつ構造{中) 1 2 3 4 5 

(司 図形の変換の考え {中) 1 2 3 4 5 

(6) 図形の位相的な見方{中} 1 2 3 4 5 

(7) 写 像 {高} 1 2 3 4 5 

(8) 集合と論理 (高) 1 2 3 4 5 

(勃平面幾何の公理的構成(i高} 1 2 3 4 5 

次の各々は， 「現代化」学習指導要領の開発・実施が，数学教育にもたらした

「良かった点Jと思われるものを，数学教育論，カリキユラム開発給，そして，数

学教育をと bまく環境の 3つの側面から述べたものです。

各項目について，

L 大貸成

2. 賛成

8. どちらともいえ在い

4 反対

5. 大反対

として，それぞれの選択肢の番号をOで囲んで〈ださい。

。)数学教育は，一部のできる子どものためにだけあるのでは左いという考え

Kまったe

1.大賛成 立質成 旦どちらともいえ在い 4反対 E大反対
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(2) 数学教育の意義・目的を問い直すようにまった。

1.大賛成 立質成 aどちらともいえ在い 4反対 阜大反対

(3) 数学科のカリキュラムの構成原理K目を向けるよう Kなった。

1.:大賛成 主賛成 aどちらともいえ在'" 4反対 阜大反対

(4) 数学的在考え方 Kついての実践・研究が蓄積された。

1大賛成 Z賛成 主どちらともいえまい 4反対 日大反対

(5) 集合という言葉が，日常的K使われるよう K在った。

1大賛成 Z賛成 Zどちらともいえ在い 4反対 E大反対

(6) 関数，確率，行列在どが，カリキ&ラムの中で，その位置を確保した。

1.大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在'" 4.反対 5大反対

(7) 教育機器を使った指導が身近か左ものに在った。

1.大賛成 Z賛成 3.どちらともいえ左い 4反対 E大反対

(8) 発見学習の強調Kよ!J，子どもの立場Kたった指導法の改普ーをう左がした。

1大賛成 主賓成 3どちらともいえ左い 4反対 E式反対

何) 評価についての実践・研究が多〈在った。

1;大賛成 Z賛成 3どちらともいえ在い 4反対 E大反対

ω 数学教育でめざしている数学的活動Kついての評価方法を見いだす必要性

が認められてきた。

1;大賛成 主賛成 3.どちらともいえ在'" 4.反対 5:大反対

ω 学校単位のカリキュラムIt:関する笑践・研究がふえた。

1:大質成 Z賛成 aどちらと苦いえ在い 4反対 旦式反対
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鈎教師が，新しい数学を勉強した。

1.大質成 主賛成 aどちらともいえ在'" 4.反対 旦大反対

同教師が，数学教育に関する知識を新しくしようとした。

l'大賛成 Z賛成 aどちらともいえ在'" 4.反対 S大反対

制 重土師が，自分の問題点をもって，教材研究を行った。

1.:1<:質成 Z賛成 aどちらともいえ在い 4反対 阜大反対

事時 教師が，自分でカリキュラムをつ〈ろうとした。

1式賛成 主賓成 aどちらともいえ左い 4.反対 5大反対

~$ 父母が，数学教育に関心をもつよう K在った。

1大賛成 Z賛成 3.どちらともhえ左'" 4.反対 旦大反対

初 子どもが，数学を固定的Kみるのではま〈発展的Kみるよう K在った。

1.大賛成 Z賛成 主どちらともいえない 4反対 S大反対

ω ょh多〈の数学者が，数学教育K関心をもつように在った。

1大賛成 Z賛成 主どちらともいえ立い 4反対 5，大反対

側 マスコ主が，数学教育K関する内容を多〈伝えるように在った。

1:大賛成 Z賛成 3どちらともいえない 4反対 旦大反幻
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第五部 ( 

7. r数学教育現代化」骨よぴ，今後の数学教育(小・中・高)について，長考

えのことがあ Dましたら，品、書き〈ださい。

第 l部は，選択放形式であ 9.先生のど意見を多々反映でさまい函もあった

かと存じます。ど自由K骨書きいただけたら幸いです。

(ど協力あ bがとうどざいました。)
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、

2. 調査結果

回収された調査用紙に記述されていた，殆んどすべての回答を整理して，

まとめた。

1) 第 I部の集計結呆のうち，質問項目別反応率は，調査対象数 148名K

対する百分率である。 100%から反応率の合計を引いたものは，無答，

その他の割合を表す。得点の平均・標準備差とは，大賛成 1点，賛成2点，

どちらともいえ左い 3点，反対4点，大反対5点と数値化したうえで，そ

の項目への全反応数の平均等を求めたもので，無答，その他は除hて算出

した。

2) 第E部の集計結果は，調査用紙第E部K記述されていた回答のうち，112

名の回答を，原則として，原文のまま掲げたものである。ただし，回答者

個人Kかかわる事柄は，原文の意を損ね左い限]11'C卦いて，最小限，削除

した。文頭の( )内の記号は，回答者の通し番号骨よび現代化当時の勤務

先を示し，文末の( )内は，現在の勤務先を示している。

3) 質問項目 K対する注釈り集計結果は，調査用紙の各質問項B長よび第E

部K記述されていた，延べ 187個の注釈を，原則として，原文のまま掲

げたものである。ただし，回答者個人Kかかわる事柄は，原文の意を損ね

まい限]11'C草子hて，最小限，削除した。回答t亡記されてhた数学者，数学

教育学者，マスコミ関係者等の氏名は，それらがもっ数学教育I'C;l;'ける重

要性を考慮して，そのまま記載した。文章買の( )内の記号は，回答の通

し番号 (501-687);l;'よびその回答者の現代化当時の勤務先を示して

いる。左;l;'，番号が呉まっても必ずしも別の回答者であるとは限ら左い。

文末の( )内の数字は，それぞれの注釈を書いた回答者の反応を示す。

つま]1， 1.大賛成， 2賛成， 3.どちらとも hえ左It>， 4.反対， 5.大反対，

9.無答，その他。また，Jj' ~内は，回答者I'Cよって修正された文であ]1，

修正箇所在下線で示した。
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2.1 第 I部の集計結果ー質問項目反応率と得点の平均・標準偏差一

回数学教育現代化の定義

第 I部1. 148名

定義番号 定

1 集合の早期導λ

2 現代数学の諸概念の導λ

義

3 数学的医処理する能力D育成

4 内容D明確化，単純化，統合化

5 数学教育の構造化

6 そ の他

図数学教育現代化の現在の状況

第 I部 2. 148名

状況番号 現在の状況

1 続hている

2 一部修正して続いている

3 異在る方向K進んでいる

4 在かった

-64ー

反応率(%)

0.0% 

2.7 

14.9 

5 8.1 

1 1. 5 

12.2 

反応率(唖〉

20.9 % 

66.9 

8.1 

2.7 



図現代化学習指導要領の改訂の原因

第 I部3. 1 4 8名

項

目
1. 
大

番
領 竣

賛
号

成

反

2. 
賛

成

応 率 (冊)

3 4. 
どい 反

ちらえ左

とい
も 対

1 0.7q6182562919648.0 96 

2 0.7 14.9 37.2 39.2 

3 0.7 5.4 44.6 4 3.2 

4 1. 子 ど も 2.0 1 2.2 4 4.6 33.1 

5 1.4 1 5.5 47.3 29.1 

6 2.0 28.4 31.8 32.4 

7 2.7 26.4 43.2 20.9 

8 16.2 58.8 14.2 8.1 
2 父 母

9 6.8 43.2 41.2 7.4 

10 7.4 49.3 20.9 1 8.2 
3. 教 師

11 0.0 8.1 42‘6 43.2 

12 4. 数 モ品子 者 10.1 41.2 31.8 14.9 

13 5 数学教育学者 1.4 3 3.8 47.3 16.2 

14 6. 新 同 14.9 47.3 25.7 8.8 
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得 点

5. 平 標
大

準

反 偏

対 均 差

事
2.7 3.3 0.8 3 

6.8 3.4 0.84 

4.7 3.5 o. 7 0 

6.8 3.3 也85

4.7 3.2 0.8 1 

2.7 3.1 0.90 

5.4 3.0 0.90 

0.7 2.2 0.82 

0.7 2.5 0.76 

2.0 2.6 0.95 

4.7 3.5 o. 7 1 

1.4 2.6 0.91 

0.0 2.8 0.72 

1.4 2.3 0.89 



囚現代化学習指導要債の問題点

第 I部 4. 148名

項

目

番
領 域

号

1 

2 

A1.数学教育の意義・
3 

目的

4 

5 

6 

A2. 数学教育と数学

7 

8 

A3 数学教育現代化の
9 

定義

10 

11 

A4 カリキュラム構成
12 

原理

13 

14 

u 

16 

17 A5 内 :& 

18 

19 

反 応

1. 2 
大 賛

賛

成 成

0.7事 10.8 事

3.4 23.6 

0.7 6.8 

1.4 9.5 

1.4 18.2 

4.1 3 8.5 

10.1 54.7 

4.1 17.6 

3.4 20.9 

1.4 2.7 

2.7 48.6 

0.7 12.2 

3.4 14.9 

4.7 3 3.8 

1 2.2 66.2 

8.8 66.2 

11.5 60.8 

8.8 47.3 

8.1 54.1 

-66-

率 (唖) 得 点

3 4 5. 平 標
どい 反 大

ちらえま
2事

反 偏
とい
も 対 対 均 差

8.8f6520fS24.3 F 3.9 0.92 

1 1. 5 52.7 7.4 3.4 1.03 

18.9 60.1 1 22 3.8 。.77

1 1.5 56.8 20.3 3.9 0.90 

30.4 43.9 5.4 3.3 0.88 

23.0 29.1 4.1 2.9 1.00 

1 5.5 182 0.0 2.4 0.91 

16.9 46.6 14.2 3.5 1.07 

1 6.2 39.9 19.6 3.5 1.12 

1 8.9 61.5 1 4.2 3.9 0.74 

29.7 17.6 1.4 2.7 0.8 4 

34.5 43.9 8.1 3.5 0.84 

25.7 40.5 15.5 3.5 1.03 

35.8 22.3 2目。 2.8 0.90 

14.9 6.1 0.7 2目2 0.74 

18.2 6.1 O. 7 2.2 0.72 

18.2 8.8 0.0 2.2 0.77 

2 3.0 20.3 。.7 2.6 0.93 

18.9 17.6 0.7 2.5 且90



項
反 応 率 (冊) 得 点

自
1 2 3. 4 5. 平 標
大 賛 どい 反 大

番
小 領 域 ちえ 君喜

賛 ら在 反 偏
号 とい

成 成 も 対 対 均 差

20 12.i' 4 4.6~事 2 6.4事 16.2 事 0.7 事 2.5 0.93 

21 2.0 25.7 50.0 20.9 1.4 2.9 0.77 

22 4.1 1 5.5 31.1 39.9 8.8 3.3 0.98 

23 A5. 内 m官h 3.4 34.5 37.2 230 2.0 2.9 0.88 

24 2.0 1 2.8 34.5 41.9 8.8 3.4 0.89 

25 3.4 37.2 35.8 2 2.3 0.7 2.8 0.85 

26 1，5.5 54.1 20.9 8.8 0.7 2.3 0.8 5 

27 4.7 39.2 3 3.1 19.6 2.0 2.7 0.90 

28 7.4 46.6 2 6.4 16.9 0.0 2.5 0.87 

29 A6. 指導方法 8.8 59.5 18.9 12.8 。。 2.4 0.81 

30 4.7 50.0 31.8 13.5 0.0 2.5 0.78 

31 5.4 44.6 27.7 20.9 O. 7 2.7 0.89 

32 3.4 45.3 3 9.9 10.1 1.4 2.6 0.77 

33 14.2 69.6 14.2 1.4 0.7 2.0 0.63 
A 7. 評 価

34 10.8 69.6 15.5 2.7 0.7 2.1 0.65 

35 Bll. カPキュラム評価 3.4 50.7 31.8 1 1.5 1.4 2.6 0.79 

36 B 1. カリキュラム改草論 2.7 1 4.2 29.1 48.0 4.7 3.4 0.89 

37 7.4 60.1 20.3 1 0.8 0.7 2.4 0.80 

38 6.8 48.0 25.7 16.2 2.7 2.6 0.93 
B2 研 究

39 9.5 58.1 24.3 6.8 0.7 2.3 0.76 

40 6.1 4 1.2 26.4 23.0 2.7 2.7 0.97 
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演
反 応 率 ($) 待 点

目
1 2 3. 4. 5. 平 標
大 賛 どい 反 大

番
小 領 域

ちらえ在
準

賛 反 偏
号 とい

成 成 も 対 対 均 差

$ % 唖 唱
41 7.4 37.2 33.8 19.6 1.4 2.7 0.91 

42 6.8 29.7 35.1 25.7 1.4 2.8 0.93 

43 :83 改草逮動論 12.2 65.5 16.9 4.7 。。 2.1 0.68 

44 15.5 57.4 20.3 5.4 。。 2.2 0.75 

45 1 6.9 66.2 14.2 2.0 0.0 2.0 0.63 

46 4.7 38.5 33.1 203 2.7 2.8 0.92 

47 2.7 24.3 42.6 2 8.4 1.4 3.0 0.83 
:8 4. 教育行政

48 5.4 19.6 45.9 26.4 1.4 3.0 0.86 

49 2.7 42.6 46.6 6.1 0.7 2.6 0.68 

50 4.1 53.4 3 7.2 5.4 0.0 2.4 0.66 
:8 5. 教 科 書

51 4.1 26.4 43.9 24.3 0.7 2.9 0.83 

52 :8 6. 授業時間数 4.1 33.8 4 1.2 1 8.2 0.7 2.8 0.82 

53 21.6 622 11.5 4.1 0.0 2.0 0.70 

:8 7. 現職教育

54 10.1 31.1 48.6 8.1 o. 7 2.6 0.81 

55 10.8 59.5 18.9 10.1 0.0 2.3 0.79 

56 :88 教 師 10.8 62.2 20.9 6.1 0.0 2.2 。.71
57 13.5 63.5 18.9 2.7 0.0 2.1 0.65 

58 5.4 39.9 43.9 7.4 0.7 2.6 0.74 

:89 父母・社会

59 20.3 74.3 4.7 0.7 0.0 1.9 且51

60 8.1 45.9 31.1 1 4.9 0.0 2.5 0.84 

:810.子 ど も

61 5.4 29.1 41.2 20.9 1.4 2.8 0.87 
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項
反 応 率 (冊) 得 点

目
I 2. 3. 4. 5. 平 標
大 賛 どい 反 大領 域

ちらえ左
準

番
賛 反

号 とh
偏

成 成 も 対 対 均 差

2.75623056392唖 31.8 % % 
62 3.4 3.1 0.88 

B10.子 E も

63 2.0 21.6 37.2 35.1 3.4 3.2 0.87 

64 3.4 52.0 36.5 8.1 。。 2.5 0.69 
01 教 育 観

65 3.4 486 40.5 6.1 O. 7 2.5 0.69 

66 13.5 6 2.2 16.9 68 0.7 2.2 0.77 
02. 入学試験

67 24.3 48.6 20.9 6.1 0.0 2.1 0.83 

68 27.0 53.4 16.9 2.7 0.0 
202  03. マスコ主

69 31.1 50.7 16.2 2.0 0.0 1.9 
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国学校で再度，指導したい内容

第 I部 5. 148名

項

自
内 容

番

号

1 集 合(小)

2 集 合(中〉

3 論 理(中)

4 数の集合のもつ構造(中〉

5 図形の変換の考え(中)

6 図形の位相的左見方(中〉

7 写 像(高)

8 集合と論理(高)

9 平面幾何の公理的構成(高)

反 応

1. 2 
大 賛

焚

成 成

% % 
23.6 39.9 

26.4 48.0 

1 5.5 45.3 

1 3.5 33ι 

1 4.2 38.5 

1 2.2 29目1

16.2 48.0 

18.2 48.6 

1 6.9 31.8 
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率 (唖) 得 点

3. 4. 5. 平 標
どい 反 大

ちとらえh 左

準

反 偏

も 対 対 均 差

% % 4島
14.9 12.2 2.7 2.3 1.06 

11.5 4.7 1.4 2.0 0.87 

20.3 8.1 1.4 2.3 0.90 

25.7 13.5 3.4 2.5 1.04 

25.0 11.5 2.0 2.4 0.97 

25.0 20.9 4.1 2.7 1.09 

16.2 7.4 0.7 2.2 0.86 

1 6.2 4.1 1.4 2.1 。.83
21.6 15.5 2.7 2.5 1.08 



， 

-屯

国現代化学習指導要領の開発・実施が数学教育にもたらした良かった点

第 I部6. 1 4 8名

項
反 応 率 (唖)

自
1 2 3. 4. 5. 
大 賛 どい 反 大

番
領 域

ちらえ左賛 反
号 とh

成 成 も 対 対

1 10.8#45.9#34.5 # 7.4% 0.7事

A1.数学教育の目的

2 15.5 70.3 1 1. 5 2.0 0.0 

3 A2. カリキュラム構成
11.5 68.9 15.5 3.4 。.0

原理

4 6.8 62目8 25.0 4.7 。.0
5 A3. 内 n廿~ 1 1.5 62.8 23.6 1.4 0.0 

6 8.1 63.5 25.7 2.0 0.0 

7 4.7 36.5 50.7 7.4 0.0 

A4. 指導方法

8 8.1 48.0 331 8.8 0.7 

9 6.1 46.6 38.5 6.1 。。
A5. 評 価

1日 1 3.5 5 4.1 27.0 4.1 。。
11 B1 研 究 2.7 3 9.2 50.0 6.8 0.0 

12 14.2 60.1 2 3.6 0.7 0.0 

13 11.5 66.9 1 8.9 1.4 0.0 

B2 教 師

14 8.1 40.5 47.3 2.0 0.0 

15 3.4 22.3 62.8 虫5 0.0 

16 B3 父 母 2.7 58.1 3 5.1 20 0.7 

17 B 4. 子 ど も 3.4 43.9 43.2 6.8 1.4 

18 C 1.数 学 者 7.4 67.6 2 0.3 2.7 0.7 

19 C 2. マ 1 コミ 2.0 61.5 29.7 3.4 2.0 
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得 点

平 標

準

偏

均 差

2町4 0.8 1 

2.0 0.59 

2.1 0.63 

2.3 0.66 

2.1 0.62 

2.2 0.61 

2.6 0.69 

2.5 0.79 

2.5 O. 7 1 

2.2 O. 7 3 

2.6 0.65 

2.1 0.63 

2.1 0.59 

2.4 0.67 

2.8 0.65 

2.4 0.61 

2.6 0.73 

2.2 0.64 

2.4 0.69 



2.2 第瓦部の集計結果ー数学教育現代化と今後の数学教育→

( 1.小〕 学校教育の中では，畠る概念を理解吉ぜるために，定義的K説明する方法をとる場

合が多い。しかし，概念の定義化は，概念よb更11:高次の定義づけで説明するととに左るので，

子ども(小・中・高生)にとっては，単に記憶に頼るよ b方法が左〈まる可能性が高いのでは

まかろうか。 R.R.スナY プのhう，数学学習の原理を十分吟味した上で，とれを教育現場で

活用するととに心掛けるととが必要であると恩われる。念のため.""クY プのいう原理をかh

つまんで示すととにする。

『数学教育は，環境から直接学ぶ己とがで主左hので，えだ教師を通じて間接的K学習でき

るだけである。そのため，子どもは，最善の場合でも，教師K大きく依存するととにま9.

綾悪の場合は，一生を通じて，数学への縫悪や恐怖を受けつけかね左いのである。(数学

教育をよ〈するも悪くするも，教師の責任ではまいか1)第一原理:ある個人がもってい

る概念よb高次の概念は，単tLrととほ」で説明するだけでは理解でき左h。唯一の方法

は，教師が，子どもに最適左範例を数多〈示すととで畠る。一帰納ー第二原理:上K

示した最適宜範例は，ある概念で畠るから， ζれらの概念丸すでK子ども K形成ずみで

畠るととが確認されるべきである。』

高次の概念を定義で説明するととは，教師Kとっては，手聞のかからまい方法であるが，子ど

もKは理解され11:<い。とれが，子どもの挫折感K結びついてい〈のである。(最適ま範例を

用意できる教師の育成と研究が大切で島る。)r現代化」とても，導入が必ずしも誤bでは左

いとhえよ 5。子どもが，範例を過して確実に理解する方法が，全国の教師によって行われる

とhう前提があればのととで畠る。教師の責任は重大である。

〈大学)

( 2小〕 今後の数学教育Kついて-(1洋習指導11:ついて小・中の一貫性を考え，現在の中

学 2年程度の内容Kとどめてはどうか。②今後は，子どもの学び方や個を生かした指導の研究

が盛んにまると思うが，特K小学校では，算数を主としτ研究していまい教師が大勢hるとと

を念頭11:金主，新しい教材や指導法の研究が現場の中K十分生かされるようt亡したい。

(小学校〉

( 3.小J<現代化Kついて>r集合は消えたJ.r集合よ，さようまら」左どとhう見出し

をつけるマスコさに，文部省在 Eは，金〈反論してh左h。訂正するべきである。現代化の精

神は，とれからも最長いにいかしていか在ければまら左い。現場の教師たちを指導する立場に

あった人たち(指導主事，大学の教官在ど)の不勉強，力量不足も，軌道修正左どと言われる
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ようにまった原因由1つである。く己れからの数学教育Kつhて>教員養成課程に譲歩ける教材

研究の講義内容坤ち現場と密着してh走h。大学の教官請も現場を知ら左h。意識を変える必

要が畠る。数学古え勉強させれば，算数・数学は教えられるという考えを改めるべきで畠る。

教員養成の段階で，演習をしっかbとやらせる必要があるが，指導者が不足している。現場を

よ〈知っている指導者の養成地号室まれる。現職のベテラ Y教師を活用するとよい。公文式まど

のようf'C，技能先行でよしとする風潮f'C，歯どめがかけられ左hのは図る。塾f'C:t>ける先走b

も同様で岳る。 bさえ切れ在h原因の 1つf'C，教師の力量不足が畠るととは否めまい。教員C

資質向上が望まれる。小学校高学年にお、ける専科制の導入も 1つり方主主である 50

(中学校)

( 4.小〕 すべてKわたって，用語ほど物事を左右する恐しいものは左hと思う。ととでもそ

の用語のむずかしさが感じられ発展を阻害してhると感ずる。“現代化"といってもその解釈

がいろいろ畠るようf'C，その言葉のもつ意味を捉え易くして，改善在b改訂をするととが必要

とみる。 hわば“わかった気"でいた丸 “わかったよう左ふ9.をして終わってしまう場合

が多h。“集合"f'Cしても同様でざる。「以前，それをと 91t>れた。その後，その扱hが抽象

的忙走Dナ吉，かえって混乱するのでとbのぞいた。とhっても，It>わゆる“集合の考え"や，

その考えによるものの見方は残してある。 Jといわれても，その解釈の度合いがあいまいで毒

った9，不明で畠ったbして，結局は逆もどbしてしまう。それも“集合"と“集合の考え"

の意味畠hが不明確左為とみられる。まととf'CW歩的左意見K終わっ允が，小生を含めて，小

学校白現職教育はむずかしし不明確左ままだと，折角めはえたよい方向もすべて総監してし

まう恐しさを感ずるととをいいたかった。

〈小学校)

( 5小3 諸外国や大学の教授や現場の研究家(先進的左〉の流れK事室 b左右する ζと在(，

自分む地域，子供に恩を向けて，充分な実態調査の上f'Cplanを立て，少ま〈とも，学校・地

域が組織化され，カリキュラムの plan.do. seeのステフプを潜突に推進してい〈べきで，

批判が出て(それも一部の学者やジャーナリ 1 トの先導で〉路線が変更されたとい5ととは，

不満である。でも各地で現代化の精神を持続G，目標K向かつて精進している先生，学校は多

々あると，信じています。

(小学校)

( 6小〕 新しい概念やとれまでと異在る内容や方法が生じた時，現場の教師f'C伝達する方法

や，全体についての現職教育の在b方f'C留意するととが大切であるとd患います。

(柑喰)
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( 7.小〕 身辺に起とる問題をよbよく解決するととと関連して，児童自身K数学的在勤怠や

原理法則まどに気づかせ，それを使って"'<ととのよさを認識させてhくととるに，算数教育

の意義が毒ると思う。

(小学校〕

( 8.小〕 算数・数学の授業時数をもっと多〈すべきではまいか。考え方・技能の習得Kかけ

る時間が不足がちまので，畠ぷはちとらずの結果に終わったのでは在かろうか?

(小学校〕

( 9.小〕 ①「数学教育の現代化」の真意K根ざさ左かったら，数学教育は，流行歌の一節に

あるようま「水にただよう浮草JI'1:化してしまうであろう。いわば“根無し草"である。問題

比 “数学的考え方'で代表されるよう11:，集合・関数・確率・論理をナマで小・中学校に持

ちとむのだとした一部教師，そのようK理解したマ旦コミの煽9<1)あったζ とは，残念左がら

否めまい。(一部の数学者Kもあった。〉②然L-，現K，中2・中 3の関数の学習で， r増加

率を何のためK学習するのかJを疑問K思っている生徒もいる。③昭和53年の学習指導要領

改訂K際し， r小学校の算数教育から集合がまく左った」と報じたNHKや新聞の無定見さK

は島きれる。集合の考えまくして算数が成b立つのかを教えてやる手だても必要だったのでは

まいか。

(そり他)

( 1 Q.小〕 一部の数学教育研究者及び実践研究者を除いてあま b深刻』ては受け止めてい在h問

題では左いだろうか。学習内容の精選・統合等，一連の動きの中での改訂とみている場合が多

しとの為K数学教育を根底からゆb動かすようま変化が生じたとは考えられまい。骨ちとほ

しの現象と学習内容の関連は大きいKはちがい在h坤ちとの問題はそれだけではすままい内容

のものであるう。

(小学校)

( 11小〕 数学教育の現代化が叫ばれてから久しh請ちとのととKついて真剣1]1'1:取bくんでい

るのは，算数・数学教育に興味をもっ，ど〈一部の教師である。現場で毎日算数を指導してい

る教師の大部分は無関心で，ただ教科舎の通b学習させているt亡すぎないようで畠る。つま 9，

熱心主教師はどうしても理論的K研究を進めがちで島るので，一般の教師はつhていけ左いと

いうととも，原因だと恩う(一般の教師が無関心に在るととの。)また，熱心ま教師も， r現

代とはJ，r数学的左考え方とは」とい5ととについての考えもまちまちまととろが見うけら

れる。「数学的左考え方とは何か」といったときも，諸説が島って明確で左"'0できれば，r数

学的左考え方J，r算数・数学教育の現代化JとhったととKつhて，一般の教師Kも理解で
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、

きるよ 5左「解説書」が島ればよいと，思5。とれも一つに決めるととは困難とは思うが， rー

ヲの方向としてつかめる」といったものでよいと忍5。

(小学校)

C 12.小〕 ①小・中の関連がと]l11:(い。②小学校の場合，算数教育の問題点の追求宝で11:は

hたらまい。学校単位で考えると，人的構成K左右される。③教材開発・指導計函・評価と進

歩発達をつみかさねるのが，学校全体として思うようにhか左h。

(小学校〕

C 13小〕 数学教育む現代化は，今後とも必要まととで島る。小学校の算数数育で育てたい子

どもの姿を次のようKとらえた11>0 r日常の事象を数理的Kとらえ，自ら問題を見つけ，数学

的左考え方を用いて，よbよ〈解釈するととK価値を見出す子どもdそのためには，知識・技

能の伝達に終始した今までの授業から，学ぶ力を育τる授業へと革新されていかまければ左ら

在い。

〈小学校)

C 14.小〕 児童・生徒K勉強を強いるよ]l，教師がもっと勉強するととが大切だと思う。どん

主制度も，どん左カリキュラムも，どんま教科書も，教師の扱い方でよくも悪〈もなると思う。

現在，日本の算数・数学教育は，欲を言えば主 bが左いが，かまb自由にできるよ 511:在って

いると思われる。教師一人一人がもっと子どもをJtI1:愛し，何をどのよ 511:教えたらよいかを

考えて指導すべきだと思う。その為には，教育系の大学を充実吉せ，特別母校に卦いては，

人柄を重んじた優秀主教師を作るよ 511:すべきだと思れそうすれば，現代化が益々生きて〈

ると，思5。

(小学校)

C 15小〕 現代化の戸のある前から， (文部省教科番背表紙以降)小学校現場では考えられて

いたt.."実践研究も吉れていた。①どうしても「 ζの教材K取b組みたいJと子どもが思うよ

5左，即弘その必然性を感じさせるよう左，広い意味でD環境づ(]lo (g漸し〈発見できた

事の喜びが，子どもの中に濡主上がるよう左指導法。③その新し〈身についた事が，次K適用

できるようま，次への続け方の研究。@以上①②③の考え方を通して指導できるよう在カリキ

ュラム構成の研究と，特11:，導入部分の指導法の研究。現代化Kあたっては， (1)上記の前から

の考え方位変えるべきではないと思う。 (2)更11:， ζれにつけ加えて，子どもり考え方の数学的

筋道を教師曲三(j)如何K巾広〈予想して授業に望むか。 ωど5子どもの中から引き出t.." QI~そ

れをど5よbよい，集約された数学用語へと導いてやるか，が大切である。 (3)従って，どとま

でも教師が自分で考え，開発してい〈ものでま〈ては走らま11>t.."との教師の態度=現代化だ

-75ー



と思う。 (4)子Eも杭 7ν?と疑問をもち，何故か左?と考え，いろいろとやってみて，引き

出された結論に喜びを感じ，叉それが応用できる事の期待が持てるよ 5ま指導ζそ，大切で島

る。

(在し)

( 16小) <I激学教育の現代化は，現代数学の概念，考え方を活かして数学教育を再検討し，

内容。明確化，統合化等をほかるもので畠るとみて，今後もその精神は金主続けていくものと

考える。②ただ，それらの教材化の工夫の不足や，発見学習的指導方法の開発が伴わ左かった

きらいがあるので，そのよう在学習指導のソフト函での開発地主今後望まれる。@瀞K，生涯

教育をめざした自己教育力の育成が強調され，自主的問題解決能力の養成が，課題としてタロ

-:X7ソプされてくると，それに対応できる教師の力量の向上が必要条件に在って〈る。@入

試左どの現代数学教育のカリキュラムK対する束縛は， r臨教審」がある程度解決の方向を見

出していくで畠るう7から，その結論を待つとして，数学教育の定義・目的・内容等の理解や，

教材化や，指導方法の工夫在どの地味主教師の研修・研究活動が大It>K望まれるととるである。

〈小学校)

( 17田小〕 数学教育の現代化は，方向をまちがったのでも，よ〈左かったDでも左hと確信し

ています。数学的主考え方の育成を重視したととは，大変よかったととで，今後も強調すべき

ととと考えます。えだ，教師K最も大きま問題点が事ったと私は思います。算数・数学K奥味

のある教師は，そのためによ〈教材研究をし，指導法を工央したので，子どもたちも数学が好

き左子がふえ，効果があがbました。ととるが，そうで左h教師は，教材研究をしていまhた

め，そのよ吉がわからず，現在でも，旧態hぜん，知識・技能を教えζむ指導をしている。教

師の資質が問題で畠ったと思います。中学校・高校の教師の研究〔指導法・教材〉が不十分で，

受験の方に多〈目を向けすぎτhたように，日数教の発表内容や発表量(重量加のようす〕等か

ら感じます。

(小学校)

( 18.小3 。社会の進展にとも左って 21世紀K生きる子どもを育てるため，現代数学の新し

い概念を積櫛告に取bλれたカリキュラムの再構成成小学校から必要で畠ふさらにとのカ

リキュラムを本当に子どもたちのものにするための問題解決の学習を中核Kした，新しい指導

法の開発と，その日常化が望まれる。。過去の現代化。活動の中で，小・中学校の先生と大学

の先生とり具体的左交流が盛んに左った。

(小学校)
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、

( 19.小〕 現代数学φ概念や考え方を大事にした算数・数学教育は，今後一層着実tc積み上げ

られまければまらまhと考えます。そのための適切ま教材の開発と指導法の工夫が肝要と存じ

ます。

(小学校〕

( 20.小〕 小学校1'<::1>'11>ては，全教科を担当して11>(ため，すべての教科についての教材，指

導法の研究をすすめまければまbません。現代化@ょう左大き左変革をしてい〈ときKは，で

きるだけ時間をかけて現職教育を実施するととが大切です。現代化に対していちばん抵抗した

のはわれわれ担任教師だったと患います。それは，現代化tc対する不安と自信D左さがたちど

まらせたのです。すべて白教師をもう一度現職教育してい〈時間と費用をかけてhくべきだと

思います。

(小学校〉

( 21.小〕 数学教育の現代化を小学校段階から，集合・関数・確率そのものを教えるとうけと

め，理解が困難だという声が畠がってきた。複雑に在ってきた数学の内容を，平明に，明確に

l.-，組みかえて，筋四すっき b通っーたものにするととが，茨代化だと受けとめてhた。 Eの観

点からすれば，現代化はもっともっと争し進めていか左ければまら在hと考えている。学習を

意欲的tcl.-，自ら学びとる態度。育成と相まって指導すべきであるのtc，内容が先走lJ， その

袈tc畠る大事左概念が血けてhえようである。との点を反省して，とれからも現代化の考えを

大事K していきたいと考えてhる。指導のまずさを現代化K転稼してマ1 コ ~tc使乗した点は

許古れまい。「数学的主考えJCD育成を重視するまらば，きっと現代化の概念を導入し左けれ

ばまら左〈まるだる5。

(小学校)

( 22小〕 どの時代でも現職教育の重要性は変わらまい#ち現代化。波の消長をみると，現場

教員の保守性が痛感されます。定期的ま現職数育tcよる変掌がいつも最も望まれるととだと思

います。

(小学校〉

( 23小〕 数学K関係しτ hる者は，現代化を真剣K受け止めようとし，他は，傍観していた

傾向が畠った。マ旦コミから保護者が開きかじった一面だけが，教育界K流れ込み，相当かき

まわされた感じもします。

(小学校)

( 24.小) rゆとbと充実Jをねらhとする新教育課程の出現のため，せっか〈茅ばえた算数

・数学教育の現代化が後退した事は，残念である。(小学校)
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( 25.小) r数学教育の現代化Jというととれ数学教育内容の程度をあげるととと混同され

はしまかったか。己白混乱が，かえって現代化への芽をつんでしまったように思九今後，現

場での茅ばえをじっく bと育τていく方向へ進ませたい。

(まし)

[ 26.小〕 数学教育現代化の精神を理解してh左いマ1 コしまた，数学教育のわかっていま

い数学者等によって，現代化が衡是させられたととは裁に遺憾で畠る。未来からの呼びかけに

とたえるための新しい算数・数学教育の創造を考えたとき，現代化で考えたととを，よb子ど

もの実態K合った方法を工夫するととによって，むしる今まで以上I'C積極的Kとb入れてい〈

必要が事ると考える。特1'1:，算数・数学教育の人間形成に呆たす役割を考えると，集合の考え

や関数的左見方，考え方まどを大">1'1:役立て左ければ左らまいと思う。次期学習指導要領c改

訂K際し，根本的K考え宣1..-，事とで失敗した左と残念がる己との主いよ久す〈れた内容と

すぐれた指導方法を英知を集めてつo出したいもので畠る。

〈その他〉

( 27.小〕 流行や一部白人逮の考えに従うのではま〈て，日本の児童の実態K即した，算数・

数学教育であったらと考えている。

(小学校)

( 28小〕 数学教育の現代化は，今後も進められるべきものと考える。指導する教師の理解を

深める研修を，併せて進めるととが必要である。

(その他)

( 29.小〕 算数・数学教育の見直しの必要を痛感してhます。 ζれを追求するととが，数学教

育の現代イとにつ在がるものと思います。しからば，何を，どう見直すのか。とれを洗うととだ

と，思う。

(小学校)

( 30.小〕 数学教育の現代化をどのように考えるか，人によって大変左ちがいがあるが，現代

化を，内容だけK限るのは問題である。現代化されるのは，数学教育の目標，指導法，環境左

c，子どもの算数教育K関する事項がすべて現代化され左いと，何等，意味を左吉在い。現代

化=数学的内容とまる点が大主主問題点で畠る。次1'1:，算数でねらう学力とは何をさすのかが

問題である。過去の工うに，計算能力を中心とした力を学力と称ナるのかというととである。

上の現代化とも関連して，今後ねらう学力とは，どん主力をさすのか，考え左ければ左らまh

で畠ろう。とれKよって，新しい学力観を形成してい〈必要が畠る。

(小学校〉
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( 31.中〕 少ま〈とも，中・高校の段階で，現在の学習内容をすべての生徒K履習させ左けれ

ば走らまいというととK大きな疑問を感じています。父母の要求が，多分K画一的にまつτい

るので，生徒の選択に任せる余地が非常Kせま〈左って金丸とのため，真に創造性を持った

生徒が育た左〈まっているのでは左いかと思います。もっと，もっと，学校や教締坤ち多様左

対応ができるようにまら左ければ左ら在いと信じて長bます。

(その他)

( 32.中〕 任湧行学習指導要領の原案で，集合Kつhての項目が岳ったのが，最終案で文部省

側の意向で削除された，畠のときの原案の程度まで戻すのが妥当と思われる。②現行では，現

代化的左記述を検定の段階で削除しすぎたのではまhか。学習指導要領の枠内でも，もっと自

由左記述を認めてよいのではまいか。@次期改訂では，現代化。方向へもっとゆb戻すのがよ

hと思う。@小学校の指導内容をもう少し精選するのがよh。現在では，不消化のまま，中学

校へ進む子どもが多すぎる。⑤図形教育についての，小・中・高一貫したヵ qキュラムをもっ

と研究するのがよh。

(中学校)

( 33.中〕 ①教科指導時数を増す。そして生徒請もできるよ 5にまるまで，徹底した指導が

できるようにする。②成就感を持たせるまで，指導できるよう Kするととが大切。③考え方を

伸ばす指導を重視してい〈ととも必要。

(中学校)

( 34.中〕 内容の精還を在金一層行って，重点的左ものにしぼっていくととが大切で，学年聞

の教材の配列を再編成した方がよい。

(中学校)

( 35中〕 図形教育K長ける小・中・高の一貫化を図bたい。小11::l:>ける計算技能中心の指導

K疑問を感ずる。中の指導時数の増加を図bたい。中K告ける指導内容を基本的事項・考え方

K限定したh。高11::l:>ける生徒の笑径と指導内容の程度を調和させたい。小・中11::1>'ける計算

技能と電車との関係をはっき bさせたい。

(中学校〉

( 36中〕 数学教育現代化。気速は，一部の人々の実践・提唱ではまし都市・地方を含めて

盛b上がbました。当時の全国的K盛b上がった，実践研究の熱っぽい雰箇気は，多〈の人々

が経験されたととでし主う。昭和50年の指導要領改訂の際11:も，現代化の方向，精神は変わ

って金bません。指導項目でみれば，集合算のようなもり，変換，位相の考え，1i; 1:が削除さ

れた，そのととを見て現代化が否定されたと考えるDは性急ではないでしょうか。「数学とh
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5勉強は，畠るバターYを学習し，そのバター;/~畠てはめていきさえすれば，正解が得られ

るのだJ. í そ~It>~バター y在学習させるの坤教学数育左のだ」というようま誤った考え方

を正してい〈ととが大切左のではまいでしょうか。

(高等学校〉

( 37.中〕 “数学教育現代化"というととば坤主主として強調されてしまって特別K難しh集

合を扱わねば在ら品目かと教師が思h込んだ面があった。従って，記号とか図で示す方法を主

として教えてしまって，集合を作つての順序立てとか統一的主見方をするという本質的まとと

が忘れ勝ちで畠った。とれからは，数学の見方，考え方も多面的K取b入れねばまら由ので，

現代化は大切と思5。物事の本質を教えるーととは，先づ表面的のととをしっかbつかんで内容

を深める必要が畠るので，容易には進歩しまい。手数をかけて効果をねらうべきです。小学校

の授業で， リンゴ・ナv・バナナ等の集合は分類できるが，それを抽象化するとき#王子供等

Kは難しく思われる。子供。実態に則しての抽象化幸先生は工夫すべきだと思う。中学校でも，

集合といえば，結び，交わbの記号を入れれば主hとhう考えに走b易いので，記号はあとで

もよいが，よく具体例を示して，子供がまっとくしたととるで記号を考えても争そくはまい@

(左し)

( 38.中〕 ①「教育は静かに行うもの」。特K義務教育のカリキ品ラム改善K関しては，強く

そ白ように思hます。②指導要領~も b込tr指導内容は，ぎb 官b の線まで精選し，時間数を

たっぷ b とる。指導内容にも bζまれた内容は，すべての生徒地境全~身Kつけ左ければ在ら

左hものとして，正規の授業時間内で完全K身Kつけさせる主で，ゆっ 0.きっちb指導で

きるようKする。@激節の考えで選択した内容や問題を扱う時間を置 (0 1クラスの生徒数は

30名を限度といとれK複数の教師があれば一局よい。個別や小集団で. <::. (1)指導の徹底を

はかると同時~.その集団K応じた内容や問題を与えて，ゆっく b考えさせる。教師には，生

徒の試行錯誤を，ゆったbした気持ちで見守っていられるだけの，時間的左ゆとbが持てるよ

うに，生徒には，自力で発見し，解決したという喜びと充実感を味わわせるよう Kしたいので

す。現在，少しでもそのよう左時間を{確保するベ〈苦闘中です久一年のととるで苦労してh

ます。問題解決の時間を作ればよいのだ左と言われれば，それだけのととまのかもしれません

坤弘④塾や入試による影響をとb除きたい。完全にとb除くといラのは無理在額いとは思いま

す九例えば，入試の科目から数学を除〈とか，年度によって都立高校の入試科目を変えるま

どといった考え方は，論外でし X~か。塾童業( ? )発展ぶbのすさまじさは，限をみはるば

かDです。そうして，生徒を，その家族の経済的左負担をそとに追い込んでhったもとKは，

我々中学校教師Kも大主主責任が畠るのではまいかと思うと，やbきれ左h気持ちでhっぽい
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4、

です。何とかしまければとは思い続けています科思ったと争bできま〈て，もどかし吉のみ

つのbます。

(中学校)

( 39中〕 ①数学教育が学問としての数学や社会の要求K影響されるととは必然ですから，そ

の意味で常K現代化は行われるべきものだと忍hます。②現代化措宥われたか，後退したのか

の問題を，いわゆる現代数学の諸概念K関連する用語や記号(内容)が用いられたかどうかで

議論しているようK思われます。③「用語や記号J左どの点からみれば，現行学習指導要領は

前の学習指導要領よ9，いわゆる現代化の内容は少左〈まってhるととは事実ですから，後退

していると11>7ととは確かでしょう。@ととるが，後退してhるかどうかが問題に在るのは，

一方で，用語や記号を用い在〈ても現代化するととができるという前提が畠るようK恩われま

す。しかし" 1:の前提の内容は，人Kよって異まるかと思います。したがって結局①の問題に

帰着するのではまいかと思います。@カリキュラムは，本来その学校でつ〈るべきものです請も

現在ではその意識が現場では少左hよ7tL恩われます。⑥数学教育の理想論詰ら 「入試JtL(

だかれている現実が，まんとか左らまいものかと思hます。それには，世論を変える以外K主

いと思います靖弘

(中学校〉

( 40.中J a:現代化実施前から，都内の数学教師の研究熱は非常K高まったととは云えよ 5。

ζのととは，戦後教育の大き在変化と見たい。②現代化は，様々ま要素から，表面上失敗した

よう K去われているが， 1:れは，教育者の資質向上が伴わまかったととを忘れては走ら左h。

@現行教育課程とまって，折悪しし学校の荒れが目立ち，かつての現代化の前半の如き研究

熱は下降しつつ畠るのは，どうみたらよhのか。@荒れて失左ったものは多い。現代化C運動

は， とれまでK左い教師D教育力向上の機会で畠ったと反省している。

(中学校)

( 41.中〕 現代化をとb入れるのに急ぎすぎた橡hが畠る。しかし，それでも教師逮は必死K

勉強して教育K生かそ5とした科研究左かばで引っ込んでしまったように思う。「現代化」

とい5用語Kとらわれて.島っちとっちがふbまわされたという感が左hでも左い。しかし，

実際K授業をしてみて，集合や剰余系，位相Kは生徒も大変興味を示したl..，統合，発展@見

方ができるよ 7tLまってきたのも事実で畠る。「現代化Jそのものを指導するのでましそ白

精神を教育D中K生かそうとしたのが本筋であ9，とれをもっとしっかbとらえるべきで畠っ

た。今後左〈走ったからよしとか短ら〈的にとらえるととまし地道K研究を重ねてよh函を

教育の中K生かそうとする研究が必要と息九 (中学校)
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( 42.中〕 指導法の研究ばかbやっている人が増えたのは残念。指導法比教材との関連で考

えるべきで，教材の指定され左Ir>，研究され左い指導法はまh。指導法をやる人~，教材観を

必ず，悶〈ととにしたい。教師。一人ょがj)~左 b やすい。

(中学校)

( 43中〕 数学教育現代化は，小学校でも，数学のもつ物の考え方，見方を育てる必要が畠る。

そのためKも，現代数学の基礎をかみ〈だhて，わかbやすく(教材の精選を〉して，小学校

算数をはじめ，中・高校にも入れるべきと思う。今後の数学教育は， 2 0世紀K発展した数学

の内容を整理して， (体系的~)し:かも，児童の心理K毒った教材を開発して，再編成される

べきではまいかと思九現代の数学教育は.， 1 9世紀までの数学の内容を教え，指導している

感じがする。

〈小学校〉

( 44.中〕 修正した現代化の方向K数学科教育を進めたい。 40年代の現代化の内容を集合論

的，統計学的側面から筋を通して， しっかbした骨格をつ〈って，精選した細身の(スマート

左〉数学科教育の構造化をはかDたい。そのため，①指導内容の基礎・基本の明感化。②基礎

的・基本的技能の習得の徹底。~完職教育(必ずしも，数学教育を研錯した教師が教えるので

なh現況から)の実施，まどが，自ら数学を学ぶ児童，生徒の育成K必要左要因では左いでし

.t ?か。

(中学校〉

( 45.中〕 確かに，現代化Kは多〈の問題が畠った。例えば， 0現代化で導入された内容の中

にその学年，学校で扱うには，程度の高すぎる内容があった。。カリキュラム編成の視点が

島いまhであった。「現代化の内容と伝統的ま内容は，はっき b区別1.-，その扱いも変える。J

「集合，関数，変換とhった視点で，全カリキュラムを統合的に再編成する。」などとhった

はっき bした方針はましその中間的在もので，混乱をまね〈一因K左ったと思う。。生徒の

認知構造，認知の過程といった点からの検討が不十分で，内容とその考え方だけが先行してし

まった。。それまでの，日本の研究者，現場の教師の様々ま研究が生かされず，欧米の動きK

全面的!'co乗るうとしてしまった。 ete.しかし，現代化のめざしたもののよさを考えるとき，

上記のよ 5 在失点を改善し，何を残1.-，何を変え，何を削除してIr>(ベきまのか。特~，数学

教育の根本tてかかわる点を中心~，多くの議宣言と実践的主研究が畠るべきで事った1.-，充分在

時間をかけるべきで畠ったと思う。改めて，今，総合的在カリキュラム論争を起としていく時

にきていると思う。

(大学〉
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( 46中〕 数学教育現代化む考え方は，今回の学習指導要領に引き継がれているのK，r築合J

まどの用語坤ろ表面上，削除されたととで，考え方まで在〈まったよう K受けとられているの

は残念で畠る。

〈その他)

( 47中〕 外国K比べτ数学の力があるといわれている我が国弘 ζのままでは，早晩，末席

K追いやられるK途h左h。学力低下は，教材内容や指導法よbも，中学生の生活意識，学問

K対ナる考え方Kよるもので畠る。がっちbした程度の高いすぐれた教材を設定し，学力の維

持をはかる必要が畠る。「現代化」は間違いでは左かった。時間をかけ，再出発すべきである

と考える。現在，数学教育の研究は，まととK停滞気味であJJ，ど己へ行っても活気がまh。

とれは，高主を望む姿勢が失われたからで畠る。計努力低下を骨それる余JJ，程度の低h数学

内容に甘んじていれば，日本の科学技術は絶望である。どうか「現代化の義務」を推進して，

「数学教育」の輝かしい前進をはかられるととを期待する。

(中学校)

( 48中〕 今後C数学教育K，現代化教材の見直しが必要で左いかと考えているひと bです。

それは，コンピュータ教育K関わbがあるからです。勿論，コ y ピュータを教えるためK数学

教育があるわけではあbません曲三今日 ζれ程K進歩したハイテタを無視して， 2 1世紀の数

学教育は考えられまhと思われます。 o昭和40年代と現代とでは，コ y ピュータの進歩とい

5点で，情勢が遣うと患います。そζで，現代化教材を見通し，カリキュラムを作るとき，過

去の反省のもと，次の点を留意し，現代化の対応を考えては，と思っています。①左ぜ現代化

教材が必要かというととを，コ y ピュータ原理，並びK数学的考え方の，社会的=ーズよb根

拠を明らかにして長〈とと(抽象的でま<)。②教材として教育にもるからには，条件が必要

で畠るので，現場の実験授業のつみ重ねから，教え易いものKして，導入をはかるとと。

(中学校・高等学校)

( 49.中) 7 0年代の数学教育の現代化Kは大賛成で，それを推進，実践したひとbとして，

次の 80年代の改訂は，マスコ主 Kたた#通れたもので，きわめて残念であったと思っています。

しかし， 70年代の内容についても，現代化の内容を多〈λれすぎえ丸時間不足，教師の現

職数育ましの実情:， IJ4敬へ「集合の考え」以上の内容をとbλれたとと等から，消化不良現

象を起ζ して#ったのは事実で，中学校での十分ま時間配当と，若干高度の現代化内容の削除

と，教師の現職教育が十分K行われτ hればと，今でも残念に思ってhます。更に前回，今

回と，二固とも小学校の現代化の内容Kは不満をもってhる。一例を畠げると，①前回，集合

。考えを入れすき'充。負の数も同様である。わかる，できるとhうととふ必要で畠るとは，

-83ー



別むととと考えたい。②今回，立式左ど無意味と思う。いずれにせよ，中学校は週5時間の時

間数確保を強調したい。

〈その他)

( 50中7 日:本の場合，指導要領の改訂時K研究活動が促進されるととず鴇色です(とのとと

はやむを得まいとして)。現代化の際Kは，無理K導入して，無理K廃棄したという印象が強

いので，そう左らまいよう左研究・実践遊程を考え左ければ左bません。今後は，その時のよ

5左J急在主主改変は辛かろうと思うのですが，研究すべき課題を明確iL!.-，その実績D上K改善

を加えていくととが必要でし主う。もうその時期f亡まってhると思うのですが……。

〈大学)

( 51中〕 算数・数学授業の構成にあたっては，基礎的・基本的事演を十分定着させ，活性化

するととが肝要で畠る。そとで， 1つの題材(5-6時間のものから， 10-15時間位のも

のまで島る)を1つのモジュールと考え，それを展開するのに，その内容を基礎的・基本的主

内容と応用的・発展的ま内容とK区分する。選礎的・基本的主内容につhては， r基礎的左概

念や原理・法則の理解K関する学習〈つ(j)だす学習)J， r基礎的主知識の習得や基礎的主

技能の習熟を重視する学習(ねb畠げる学習)J， r基礎的左数学的技能を反復練習した!J，

習慣化をはかる学習((j)かえす学習)J <D 3つの段階K類型化する。応用的，発展的左内容

については， iよ〈精選され，多面的K思考できる教材を車i!f7IJiLした範f71J方式による学習(ひ

きのばす学習)Jを展開する ζ とを盛んK提唱しています。

(その他)

( 52中J 1 9 7 0年代の「現代化」学習指導要領は，戦後初めての質的ま変化をもたらした

もの-e，大学附属校や一部研究熱心在学校では， 1 9 6 0年代から着実K研究を積み重ねてき

たため，素直に受けとめたが，大多数の学校では，指導要領が示されるん 2年前位からあわ

てて勉強し出したというのが実情だった。 hろいろ左現職教育勝座が急いで持たれたが，中味

は必ずしも現場で役立つものでは左かったし，何とhっても当時の教師(特K中学校以降)の

頭の固さが，円滑左現代化。導入の妨げにまったと思'01 9 8 0年代の現在の学習指導要領

で，多少問題点が是正されたと思う杭マスコ主等で「集合よ古よ 5左ら」というようま取b

上げ方をされたととも畠って，大きく「現代化J首後退したと受けとめた先輩教師が多かった

と思う。叉， 1 9 70年代の教科書は，旧教材と現代化。教材と久木K竹をつ〈・主らいもあ

!J， 教師も十分消化しきれ左かったと思う。(しかし，現在の教師は当時と比べて相当入れか

わっておi'"1>，現行指導要領の中で積極的に扱い，さらK現代化の精神を積覆的t亡とb入れる研

究，教材開発を進めていきたいと考えてhる。方程式，不等式の解集合とい5考え，グラフを

-84-



‘、

‘-

• 

点の集合とみる等，子どもの理解をたすけ，統一的f'C見させるのによい教材等，良h面まで除

きすぎたl議じが島るので，今とそ定着するよ 5左内容を増していきたいものである。もちろん，

多〈の現場教師の安易左考え，研究不熱心，保守性の打破が前提として必要であるが……。

(中学校〉

( 53中〕 数学教育現代化の現在の状況について，学習指導要領作成者としては，現代化は今

も続いているという考えをもっていると思5地王子ャーナリズムでは現代化は終ったとみてい

るで畠ろう。私は停滞していると思っている。「現代化J学習指導要領の改訂の原因Kついて

は，改訂をうまがす要因は種々畠る。現代化内容については，子どもは理解できなかったとh

うととはまい。一部白先輩の教師の理解が十分で左かった己と.それにもまして，父母がよ〈

理解でき左かったζ と，その上，文化勲章受章者， NHK，朝日新聞まどの，数学の権威とジ

ャーナリズムにかきまわされ，それK対して，文部省，数学教育者が十分説得できまかったと

とが一つの大きま要因では左かったかと患います。現代化指導要領の問題点については，日本

の数学教育の内的問題点を打開する視点から行ったとい5ょbも，文部省白欧米の現代化。形

式的取b入れK終始した方が大であった。つま丸日本の子どもをどのように伸ばすか，とh

うよ bも，国家の要請(一部のエリート養成)む方が大で畠った。また，現場の教師の下から

の盛b上がbも，一部θオピエオY リ_"，'_ f'Cよって行われた白で， r現代数学の教育化」の

援が畠った。そして，現実の世界とのつまがbが十分ではなし学問の教えとみK重点があ]1，

人間教育の視点が十分で左かったと反省させられる。「現代化J学習指導婆領の良かった点に

つhて。現代化時代は，教師はよ〈勉強したとJ曹~?o (現在はまたしまくなっτしまった坤l，，)

また，数学教育について，目的，内容等，考えま告す機会と在った。数学教育現代化bよび，

今後の数学教育Kついて，急激左改革は，教師の現職教育が徹底でさまh以上困難で島]1，現

代化は一世代遅れるで毒ろう。しかし，早晩，現代化は再び軌道f'C乗せねば左らぬ。その折，

現実の世界からの数理化，金主び，現実の世界への適用を図るととも考え，教材開発してい〈

ととが大切で事ると思う。

(大学)

( 54，中〕 数学教育現代化だけで左(，将来いるいるま改革K遭遇するととと恩いますが，教

師はそれらを表面的にだけしかとらえられまいζと語ζ 基本的ま問題だと思います。日本人の

体質左のか，畠るいは教員養成の問題であるかもしれませんが，最終的には入試の存在Kプテ

当たると思います。その存在が，上K述べた基本的左問題への関心を薄れさせているのでは左

いでし主 5か。

(大学)
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( 55中〕 数学教育の中K:，現代数学の7イディ 7を取b入れる方向で，今後とも研究をして

重量bたいと考えてhます。

(中学校)

( 56高J i数学教育現代化JK:つhて， 0ろhろのFLう題点が指摘され，反省されているわけ

だが，畠らためて， i現代化」が其K目指したものは何だったのかを考え直す必要があると思

う。世界の潮流K乗b遅れまいようKとの配慮も畠ったであろうが，多〈の数学者，数学教育

者の意見が取b入れられτ，はじめられた「現代化」の中K:，とれからの数学教育にとっても

重要左何かが畠るようにも思う。しかし，反面， i現代化Jの目指した数学的左見方，考え方

の指導は，集合や写像を指導するとと在りかというよ5左極めて素朴左疑問も感じている。確

かに見方，考え方が大切であるととK疑5余地はないが，余]11てもそれを意識しすぎてい左い

かと思う函もある。例えば，現在の高校K長ける図形教育としては，解析幾何，ベクトノレ，一

次変換と手法は多彩であるが，図形について伺が理解できたのかと考えると不安K左らざるを

え左い。志の手，との手とやる前K:，一つのとと忙じっく b取b組ませるという方向には向け

られまいものだるうか。

(高等学校)

( 57.高〕 やはH 現代化JK:つhτ評価し，よかった点，悪かった点を明確にして骨〈べ主

だと思います。〈長い期間の後K:，その評価がわかるもDもあbましょうが…'''0 ) 

(高等学校)

( 58高〕 最近， i幾何教育にもっと光を当てよう Jとか， i幾何教育を，もっと内容の豊か

まものにしよう」とかいう意味のhろいる左意見や提言を見聞きする。まととに喜ばしい傾向

だと思う。 7ルパート・ 7イ;/~ュタインも，次のよう K言っている。『もl..，ユークリッド

が君の若い熱情を燃えたたせ左hの走ら，君は科学的思考者として生まれてと左かったのだ。』

と。論理的思考力が急速K伸びる中学校から高等学校にかけての段階で，図形教育・幾何教育

K:，さらK一層多〈の111<が注がれる ζとを期待したい。さて， i鈴理的忙考えるカ」の育成と，

「直観的K見返す力 jの伸長とは，数学教育のねらう目標の中でも，とくに大切まもりである

と言ってよいであるう。と己るで，との直観と論理のこ者は，互いK援け合って，数学的主考

えを培0，伸ばしてい〈もので島る。鈴理だけ昔ちまた直観だけ坤ち「ひと b歩主」をしよう

としても，それは不可能である。論理的K議論を進めるには，直観のたすけがいる。す左わち，

論理は直観に支えられ，直観による見通し，帰納・類推まどからの示唆を得て，はじめて論理

の筋道を辿るととが可能K在る。一方，直観は論理『亡先導されるととによって，具体の中から

論理の骨組みを正し〈見抜き，解決の糸口をつかむはたらきをする。とのように「論理K先
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導された寵観によって，論理の骨粗みを正しく見抜hτ解決の糸口をつかむと同時1'1:，一方，

直観1'1:支えられて，論理的に推稔を進める」という直観と論理の相補性をhかして，とのこ者

を併わせ育て伸ばすための学習活動ーその格好む場，それが図形教育で喜久幾何教育左の

で畠る。というのは， r直観性と論理性とが程よく交錯している教材Jーそれが図形であt，

空間であt，教育幾何学まDだから。私並ろはじめに，最近の幾何教育の充実のための提言を

喜ばしい傾向だと言11>，さらKー庖の研究・開発を望んだ所以は，ととにある。

(まし)

( 59高〕 小学校の児童の好き左教科科目の中で，算数と答える率低比較的高い。学年が進む

Kつれて，中学校・高等学校D生徒に在ると，数学緩いが増加していると11>:;のは，ど5いう

ととだろ5か。数学そのものが分からまいのか，指導法が悪hのか。その原因が何たるかを短

絡的に結論するととは避けたい。しかし，指導する教師Kもその責任が畠るようK思われる。

本当1'1:数学を知って教えている白だるうかと11>:;素朴左疑問吉え感ずる場面1'1:， しばしば直面

させられるからで島る。算数教育，数学教育と，教育の蕗ばかbが強調され，数学の本質を生

徒t亡伝えてhまhよ5で畠る。一つo教材のもつ意義を知らず，その場限bだけで教えている

のではまいであるうか。学校では知識を教えるが，知識の獲得の仕方は教え左いとhったら言

h過ぎだろうか。憶えていまければ左ら左いととか定着していまhととにぶつかるととが余b

kも多いのK驚かされる。教科書は誰のためK畠るのだろうか。本来は学習者のためにあるべ

きだと思うのです均どうも教師のためにつ〈られているようである。教科書の説明は，生徒

Kとってわかtl'1:(いととるが多すぎる。深(lli!tさげて説明しまいのだろ 5語、大切左考え

方・公式・定理は， 0 返し現れるようKしてほしいもので畠る。

(その他)

( 6 O.高) r現代化J<D方法によって，従来の数学教育白大部分(とはhわまいまでも，か在

t<D部分}を置きかえてしま争うとしたととる1'1:，間違いがあった白では左いでし主 5か。

「現代化Jは， r集合，関数，確率左どの現代数学の概念・考え方を取b入れ，数学内容の明

確化，単純化，統合化をはかるものJを，できる範囲でねらうべきで， r現代化」ですべてを

解決しよう在どとは論外である。たとえば，数学の「見方・考え方」を「現代化JI'1:よって教

えようとい5のは，しょせん無理主ととでし主九「現代化Jはttしる，出来上がった数学を

単純化，統合化するものだから，とれから，発見的在考え方まど畠ま b出て己主hと思います。

「現代化J<Dテスト問題でよいものが作れ左かったとと坤ちとのととをよ〈表わしていると思

います。(知識を調べる問題ばかDで，数学的考えが育ったかどうかを見る問題が作れ在かっ

たというとと。) (高等学校〕
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( 61高〕 ① 1 9 7 0年から 19 8 0年の改訂で，内容を精選・集約したのはよいが，授業時

数を誤らしたのは，失敬であると思う。@激学教育現代化のためKは，長い間の実践研究が大

切である。それが，殆んどまhままに実施したととるK失敗の主左原因があると思う。③数学

教育Kたずさわる人の再教育が必要で島る。と<~.コ y ピュータや教育機器を用いての指導

をもっと徹底的Kやるべきであると思う。@数学が，他教科と遊能する傾向を防ぐべきで畠る。

数学よ bも，数理という観点から考え直すべき時代にまっているのでは在いかと恩九⑤数学

の歴史的左方面をもっと積極的K取b入れるべきでは左いかと恩九

(大学〉

[ 62高〕 現代数学の祝念・考え方を取b入れ活用されている自然科学・社会科学での応用例

を教材化して示すとと。創造的・発展的左思考力を育成するためり教材開発を進め，指導法を

向上させるとと。新しい分野を導入する際には，従来のものとの均衡を図るとともに十分洗練

されたものとするとと。数学教育を学校で実施するととの意義や効果を科学的・実践的K解明

するとと。

(その他)

( 63.高〕 数学科K限らず，すべての教科の教育課程は，時代と社会と生徒の要望に応えるも

ので左ければ左らまh。したがって数学教育の現代化は，各国の実情K応じて是非実施される

べきもので畠る。 1970年の教育課程審議会は，世界の大勢をみまhで一部の人々の考えが

中心と左丸しかもマスコミ対策であった。新聞が間違った論説を番いても，文部省は指摘杭

議し左かったL...審議会の答申が出た時は，マ-"'"主の報道ぶ9~文部省左 b審議会が抗議す

べきであった。しかも文部省は，現職教育K形だけしか関与しまかった。凡そ一国の教育内容

を変えようとする大事業の時，予算左L..~.現験教育を十分Kやらまいでは成果を十分Kあげ

る己とはでき在h乙とは，明らかで島る。今回の77カJレト方式の高校数学教育課程は，草子そ

らくは時代陀適しまくま9.複線形の西欧諸国K金くれをとるととは必歪であるう。教育は，

百年の計で畠る。一時期のマスロミの誤った議論は無視しても，大胆に方向をきめるべきであ

る。当局はその意味での決断力が欠けていた。

(大学)

( 64.高〕 ①数学科目カリキュラムの開発は，数学的構成を基礎K金主主がらも. t.どもの心

理的発達K合わせて構築されるべきもので畠る。数学の歴史的発展の願序とは無関係で畠る。

その際，数学の実用性拡，当然大量〈考慮されまければまら左いが， との実用性は狭<. i日

常生活~:!?ける」それに限定されるべきものでは左<.子ども遠の進路K対応して，大学での

専門的学習・研究K役立つととも見通して，組み立てられ在ければ左らまh。したがって，子
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どもたちの多様左学力・進路に対応できるための，実施面での弾力的在多様化が可能で畠ると

とが要請される。②19 7 0年代実施の「現代化J学習指導要領は，実践的研究が，甚し〈不

十分で島ったため11:，多〈の行きすぎや教材の開発不足在どが島丸教師の対応も不十分で島

った。しかし，目指した「現代化Jの方向は，決して間違ったものでは左い。そして， 1980 

年代実施の現行学習指導要領は，その行きすき'を修正しまがら， r現代化」の精神を引きつい

でいるもDと考える。しかしまがら，教材，教具，機器の開発・整備の告〈れ，評価法の研究

不足に足を引っ張られまがら，上記①の菌で多 (V不満が残されている。③数学的ま見方・考

え方を育成するととは， r現代化」構成の中で，いっそう重視され在ければまら左h。とれは，

数学の実用性の大主主一面で島る。@計算機の導入Kついては，その目標と時期・方法Kつい

て，早急に見直し，いっそ5研究を推進する必要が毒る。 ζ ども遠の学力・進路の多様化K対

応するためのコ y ピュータ導λも，す¥1てというわけにはhかまいであるう坤ろ着実K研究を

進めまければまらまい。

(主し〕

( 65高〕 数学教育の現代化は功をJ急いだ感が左いわけではまいが，それよbも，新しh教育

法について，一般人に対ナる宣伝が十分で左かった。〔あま b積樹告でまh教師K向けても同

様)さら11:，マZ コ主の不当な報道Kよる影響はかなb大きかったと思う。との点Kついて白

調査が少まいのは残念で畠る。「体力が低下してきたから体育の時間を増加させる。数学の学

力が低下してきたから数学の時間を減少させる。」との様ま相反する扱いの論法が当時マスコ

ミで行われたのである。

(高等学校〉

( 66高〕 ①小学校λ学から高等学校卒業までの数学教育の目標・内容をまず考えて，一貫性

を貫主，その後，小・中・高へと配分する方式で小・中・高のー買を徹底させるととが必婆で

畠る。②図形K関ナる内容" 4寺K幾何学的内容を重視するとと。現在の高校生が図形K弱いの

は数学教育の欠陥では左hだるうか。③数学K奥味を持ち乍ら，数学11:不信感・係悪感をいだ

〈ように在った人の意見を大いに関〈べ言。

(その他〉

( 67.高) r現代化」の旗を島げたものの，生徒Kとって不消化のものが生じた。その原因は，

指導する教師の再教育の不充分から〈るものと，もともと生徒向きで左h内容も喜った。例え

ば" r平面幾何の公理的構成」は不必要と考える。「集合」とか「写像」とかはまく在ったが，

はっきbと項目K左〈とも，現代の教材Kも少し根を争ろしている点は，メリタトの函で畠る。

(高等学校)
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( 68.高〕 現代化が定芳しまかった最大の原因の一つは，小学校教師の再教育が完了し左い5

ちに，配本・実施され，未消化K終ったととKあると愚考します。終戦後，ヨア・カリキュラ

ムが叫ばれたとき，地方で，奥亙カリキョーラムで，敗戦日本白たてま長しだと言われた話が残っ

ているのK似ています。

(高等学校)

( 69.高〕 ①教科書からλ試問題よ去れ。②数学科教姉ム勇気をもっτ，受験数学から訣別

せよ。③入試選放の多様化を望みたい。しかし，推薦状や調査柱。重視も，哀の授業の創造在

しには，真@改善は望み難い。@数学科の指導内容は，思h切って整理統合し， (基礎・基本

の洗い直し)徹底して少ま〈する。整理統合の理念として，教科教育学の立場から，数学教育

の再編成が望まれる。⑤偲に応ずる指導法の開発のため，教育機器の活用を図る。

(その他〉

( 70.高〕 大学入試Kふbまわされ在いようま方策が必要。指導要領をどう変えても，入試問

題#ち忠実K指導要領の枠内K納まったものK走ら左ければ，主主の数学教育は行h得左h。数

学教育=受験指導が現状。

(高等学校〉

( 71.高〕 数学の内容の明確化，単純化と関連し，正確に内容を表現する能力を養うととも大

切な現代化の仕事D ょうK考えている。数学の術語を正し〈用'-"，その内容を必要かっ十分K

単純化して，論理的K立派在日本語で表現する能力を養うととで島る。

(高等学校)

( 7 2.高〕 数学K限らず，教育は，教員が十分研修をつままければ，効果が上がらまい。現在，

教員の多〈は，保守的傾向が島丸新しい教育問して，積極甘でまい。教育の改草は，教員

の意識を改めるととと，意欲の向上とから始め主ければ左らまい。「数学教育現代化Jの時点

で， (一部熱心在教員は別として)大部分の教員は，与えられたものを深〈考えずK実施した。

しかも，精神でまし例題解決K意をつくした。 ζれ請も失敗の最大の原因で畠る。失敗とh

っても，精神は，十分生き残っているので，その商で，長h目で見れば，成功。次1'1:，マZ コ

ミ汎精神を理解せず， (数学教育関係者のPRも不足)現象菌だけ，面白金かしく書きたて

た。

(高等学校〉

( 73高〕 数学の理解の仕方は，子どもそれぞれK個人差が大きい。大別すると，①打てば響

〈ょう1'1:反応が早(，のみとみが早h もの。従って，先が遠くまで見通せる(予想が立ち，そ

れがしばしば正しいもの)。②のみとみが還していねい左指導を待って，はじめて理解でき
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るもの，が畠る。その荷方が混在する ~7;<'の指導であるととを考えに入れた〈ふ 5が必要で

畠る。

(左1.-)

( 74.高〕 父兄，マスコ主にふbまわ吉れまいようま数学教育を考えたい。父児は，自分の子

供中心f"L考えがちだし，マ1 コ主は，世論を気にしすぎるから困る。

(高等学校〕

( 75.高〕 現代化を急ぎすぎた9，深〈突込みすき'たbしたとと語ら今回の方向転換をもたら

したよ 5f"L思5。教師の勉強不足，準備不足，受けとめ方の多様吉等#えそれを加速したとと

はもちろんだが一九現代化の方向は堅持するとしても，その考えですべてを網羅しようとし

た9，徹底しようとしたbせず，もっと気楽f"L， トピフク的f"Lとb畠げた9，発展的左事項と

して数学的力の畠る生徒Dみの学習内容とするとと等も考えてよいりでは~0か。今後の数学

教育は，そむ目的Kついて徹底的に洗h直し，あるべき姿を考えてい〈必要が畠ろ5。数学の

議離宮，基本的知識・技能を十分養うとともに数学的考え(現代化を含めて)を養0，その

方法・思考で物事を処理してい〈力(応用力〉を身につけさせる数学教育で畠bたい。 ζれか

らの社会K生きる人間は，ますます数学的思考・技術を必要とされるだろう。一般教養として

全員が学ぶべき内容は何か，さらf"L，能力む畠る生徒K与える適当ま内容は何かについて，検

討してい〈必要が島る。数学教育でも多様化を進めざるをえまいだろう。

(高等学校)

( 76.高〕 ζれからが落ちついて日本の数学教育@現代化を考え在ければいけ左h時だと思い

ます。

(高等学校)

( 77.高) 1 9 7 0年の数学教育の現代化f"L;:，>ける最大の欠陥は，幾何教材田位置づけが不明

確であったという点忙あると考えτいる。従来の学校教育f"L骨ける幾何は，図形という魅力的

左素材を通してむ論証(ユークリクド幾何)走らびに，空間認識まど教育的在価値は，極めて

高かったのではまいだろうか。高等学校に関する限ム現代化による首J波数材の敏寄せは，幾

何教材K集中した印象が強い。一代数教材は，殆んど残っている。現在の指導要領f"L;:，>ける

「代数・幾凋」は，高校K長ける幾何教材の名f"L値し左hのではまhか。緩形代数で7V:Y~

するにせよ，ユータリフド幾何を現代風K再構成するにせよ，高校K骨ける「幾何」の確立と

そ急務ではなかろうか。

〈高等学校)
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( 78.高〕 高校数学の三角比と三角関数を分けたととや徴分の公式の分離，二項定理が" r確

率・統計JK行ったとと左ど，現在の高校数学は改悪されたとしか，去h様が左h様に思う。

中学数学で，類別や剰余系が省語通れたのは残念で畠る。指導法知何では，生徒K奥味をもたせ

るととができた。

(高等学校)

( 79.高〉 所謂，我が国に砕ける数学教育現代化は，終戦後の生活単元学習Kよる学力低下K

対する反動ム世界の大勢と Kよ]1，一挙に現代化に対する十分左準備も左くして行われたと

とるK，失敗の起因。一つがあるのでは左いかと思5。戦争による空白時代が在(，教師自身

も，数学の発展K伴う，十分左研究・学習をしつづけてhて争った走らば，滑らかま現代化の

進展が出来ていたのでは左hか。従って， 1 980年代の改訂の必要もまかったのではまhか

と反省させられる。しかし，現実は，実抱反省，改訂と進行しているので，との貴重主体験

を十二分K生かして，今後の21世紀の日本の新数学教育K誤bの左1A，正L..1A指針を求めて，

後悔の辛い数学教育を樹立するととで畠ると思う。要札教師自体の修養研銭で畠る。十分在

る学力と指導力，教育愛K燃える人材の開発である。ととから新教育の効力投は生まれると思う。

私の約 60年の実践体験からして，①小学校は，数学思想の反映を基盤として，日常生活K十

分役立つよう K，基礎的知識・技能に中心を金くべきで畠ると思う。②中学校も，小学校Kつ

づく義務教育の立場から，社会生活を営む点を中心として，基本的知識・技能を中心とすべき

である。しかし，すべてをやさし〈する，やわらかにする，あまえた考えは禁物である。適期

K鍛練すべき物は，その時をはずさずK，徹底的K鍛えるとととそ，要点ではまいかと考える。

③高校K長いτは，十分多様化を考え，将来の進路と併せて，現在のようま一様左教科書でま

しコース別の特色畠るカリキュラム・教科書で，生徒の自らの求めに対応するよう在学習指

導方向が重要では左hかと思5。現在のようま普通高校的主内容を無理やり K押しつけるので

は左〈て，思い切って割b切]1，数学を必要としまいもの，数学をやや必要とするもの，数学

を大いに必要とするものを考えて，積極開学習を指導するよ ;Kすべきでは在いかとj思5。

(その他〕

( 80.高) r数学教育の現代化Jとは，数学教育(小・中・高)に#いて，現代数学を教える

ととでまし現代的左視野で，数学を教えるととで畠ると思う。じっ<9足を地Kつけて，将

来的左展望をたてて，教育K取b組むべきで毒る。その手段としては，教材を可能左限b特選

し，ゆと bを持って，充実する授業を笑施すべきであると息九

(高等学校)
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( 81.高) 1 9 7 0年代Kついて，現職教育が事、ろそかで畠ったととと，現場の教師の勉強不

足から，数学教育(評価も含めて)が混乱した〈とまどった)ょうK思う。

(高等学校)

( 82.高〕 数学教育の現代化は， u停滞期"に岳ると思っている。数学教育の内容は，単在る

ζとばの遊び宇パズル忙終わらずK子どもにとって意味の島るもりで事るべきであ9.現実か

らの数学の概念・諾性質の抽出，さらに，それらを使つての現実の解明をめざしたい。そのた

めKは，子どもにとって身近まものをとD島げ，創造的作業Il:.t 9.価値の実現をはかつてh

きたい。数学教育の方法は，理解度・定着度向上のため，有意義左葛藤を含むものでまければ

まら左h。そのためKは，有効在教具(パソロ yを含む)を使った9.手作業をと金すととが

望ましい。単走るzバイラル方式K基づ〈もので左<.学習効果を加味し，子どもの認識の発

達K応じた体系を創るべきである。す左わち，小・中・高の段階にま砕いて，子ども左91l:意味

をもって完結したコ yパクト左体系を創b喜げるととを目標Il:~.それらの数学教育の研究と

実践が希求される。形式陶冶と実質陶冶の詞科それから，現代数学と古典数学の調和などを

考える数学教育が志向されよう。

〈大学〉

( 83高〕 新教育課程白内容を定める場合，従来の教育課程の内容のうち除くものを明示し左

いと指導内容が過重K左b混乱します。「現代化」の失敗は，現場K争いて新旧両面の内容を

扱わざるをえまくま丸一つの内容をていねいに教える余裕が畠bませんでした。大学λ試の

影響は高校で最も大主〈現れる久大学入試が，古い伝統的左問題から「現代化」の内容まで，

各大学の好みKまかせτ出題されては，高校での研究態度も崩れてしま hます。大学λ試でも，

新教育課程の内容の範囲を守9.高校で除hた旧課程からは出題しまいよう主配慮が左いと，

数学の内容は増加し，生徒はその公式左どを覚えるととK追われ，数学緩いがさらKふえるの

ではまいかと心配してhます。

(高等学校)

( 84.高〕 現代化教材を扱った教科書の多くが，従来からあった教材を新しい立場で見直して

編成するとい5のではなかった。ともすると，従来C教材K加えて新しい教材を各所に配列し

たにすき'左かったと思 ~o 見通しのよい教科書を工夫してみたい。同時I'C，現義教育の大切さ

を感じました。

〈高等学校)

( 85高〕 ①数学 Iと領域別科目と白内容の難易差が大きいため，生徒は，二年以降の数学の

学習に困難を感じてhる。従って扶の改訂時Kは，との点K考慮する必要が畠る。主b同時に，
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数学Iだけの学習で終わる生徒のため，数学111:確率を復活させるととも考慮する必要がある。

@激学指導法の現代化を推進する必要がある。@以下に述べるととは，数学の学力が中程度以

下の生徒に関してである。「教科書を薄くせよ。」とよく言われる椛私は，逆11:，教科書を

厚くしてほしいと思70とhうのは，数学C学力が中程度以下の生徒Kとっては，今む教科書

を自力で理解するのは困難である。だから，教師はプリントを作った丸説明を懇切丁寧に行

ったDして「教科書で」教えている語ら hかんせん，言葉はすぐK消えてしまう。したがって，

生徒が自力で学習するのが困重量Kまる。だから，少まくとも，数学Iだけでも，生徒が自力で

勉強し，理解で主る Iう説明した，厚い教科書を作ってほしいので畠る。

(高等学校)

( 86大〕 数学教育現代化は，耳可析に行われまければ左ら左hととだと思いまれただ，内容

と方法(指導の〉につhて研究をし，見通しが立った段階で実践し在hと，混乱を生ずると思

います。現代化とはちがうと存じますが，筋道立って考え，それを表現できるとと，特K記述

できるととが必要だと存じます。段近の学生は，論理的構成力に失けるよう K思います。初等

幾何学左ど，現代化で削除された内容で，復権させるべき内容，考え方，論証左どがあるよう

に恩われます。たとえば，図形の変換を抽象的K扱っても，それを築付ける内容，実体がない

と，何のための学習かわかbません。一般教養としての数学教育の在b方としτ，どん左内容

がよいのか，それには何のためK教えるのかという検討が必要だと思!います。

(大学)

( 87.大〕 ①数学教育現代化は，三つの側面を同等に重視すべきである。一数学の側面，子

どもの側面，社会の側面ーそれに比べて，学習する子どもの認識・判断・推理・操作等の発

達や社会の動態に対する対応まどが弱かったように思われます。②小学校では，数と計努は旧

態依然国定教科書時代と殆んど変わbまし。図形は空間認識とそ重視すべきであるのに，求積

技術が相変らず最終目標としか思われない。関数の考えは殆んど効果まし徒らに高度化1..-，

特11:，変数概念を中心とした「文字Jの概念は空転しています。全体的に，小・中学校の一貫

性から，検討の余地大でしょう。③中学校では，小学校からの発展とV>7色畠いよbも，旧宮市

中学校の「数学Jの能主直しという側商が強h。義務教育で畠る故，もっと信広h取扱いので

きる対策を検討すべきでし£う。数学的在方法・技術K流れ易(，数学的見方・考え方を伸ば

すという目標が不鮮明にまってhる。@高校では，進学率の異常在爆発的急増〈昭和30年頃

47$，昭和58年 96$)にも拘らず， 3回の学習指導要領改訂にも拘らず，実態K適し

たカリキュラム改造は見送られてきました。今日の高校数学教育は，実質的に破綻してhます。

数I必修在 e50%ぐらいは空文と在ってhましヱ 5。全面的K改造して，複線裂カリキュラ
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ムを検討実絡すべき時期K直面していると思います。社会的側面白一例です。

(大学〉

( 88大〕 数学教育は，畠〈までも生徒のためのものであるから，生徒の心理的発逮，反応を

よ〈考えてその方策をきめ左ければまらまい。現代数学は，その内部からの止むK止まれぬ要

請から生まれて来たものであるのK対L-，数学教育D現代化は，そ5したものでまし 「数学

油現代化したから数学教育もそう左らまければまら左II>Jというととを反省主〈前提としてい

たようK恩われる。しかし，ものととを構造的K見τいくととは，現代の思潮で畠る。そうし

たととを無理主〈導入してh くととは大切で畠ると思われる。その意味で，集合の考えを適切

にλれてい〈ととは望ましい。しかし，関数の概念左どを動的在高を軽視して単K写像として

とらえる面を強調するのは行過ぎである。現代数学でD関数では，集合の位相が基本と走って

いる。とうしたととは到底，高等学校までは指導でき左い。写像は，一次変換，図形の変換左

Eで取上げるのがよい。

(大学)

( 89.大) r数学教育現代化」の意義，内容がわかT，指導法がよ 5や〈軌道に乗T，とれか

ら効果を毒げよDとする頃，あたかも「現代化」は不可で毒るかのようま報道のもとK改訂に

なったよ 9K思う。残念で畠る。中・高から大学Kかけて，算数・数学の不得手企生徒は皆，

現代化の方向と正反対の認識を持ってhる。そん左生徒はかた〈まで，思考K弾力性が在(，

一般性とhうととを理解するのが困難左ょうで島る。今後は親し主れる形で現代化を再現した

い気持ちである。

(大学)

( 90大〕 私は，現代数学的立考え方や内容は，とれからの若い人達Kとって必須のものKま

っτ11>(と思っています。その意味で算数・数学教育の現代化は急務だと思うのです。しかし，

現代数学的左ものの考え方とは何か，それが何故必須のもりとまると考えられるのか，とhう

ととについて，一般の理解を得るととは大変K難しいととです。それは，現代数学rD， 文化と

してC価値の評価につまがるととで畠bますから，数学者でさえも畠ま b考え左hζとですし，

数学を知らまい人にとっては考えるととも出来まいととだからです。「数学教育学者」と「数

理哲学者」とは，その意味で，きわめて大きま啓蒙の仕事をかかえているのだと恩hます。数

学とは人間忙とって何か，を考えるととを仕事とするのは，まさにそれらの人達だけだからで

す。他方，数学の文化的価値につhて畠まb深〈考えたととのまh純粋数学者の軽率左発言は，

まととK有害であると考えます。

(大学)
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( 91.大〕 小・中学校でも， (特忙中学校在らま卦吉ら〉集合の考え(集合そのもので在<)

は，もっと積極的K出して扱った方がよhと思:;0集合の考えは，概念形成Kは寵めて大切在

ものですから。まえ，中学校で位相の考えも，そD扱い方を工夫して，生徒K学習意欲をもた

せるとhう立場から指導するとよいと思う。数学的考え方としての7イデ7やセンスを含んだ

教材の開発Kよ9，児童・生徒K学習意欲をもたせるよ 5まものを望みたい。高校でも，初等

幾何を扱うよう忙したい。 hまの高校の数学は，代数的傾向(と bわけ，線形数学)が強すぎ

る感じがします。在:1>-，国の教育方針として，現代化の精神は続いているのだと11>:;気持ちが

伝わるようにしてbきたい。いわゆる現代化時代に新しく登場した教材〈例えば，集合，確率

《確からしさ札関数，位相，在ど)を:急に変えてしまうのは望ましいζ とでは左hι号、う。

(大学)

( 92大〕 ①数学教育Kついては，教科書の編修が効果的であった。それも算数科Kついては，

旧昔話高等師範の付小の先生方K教えられるととろがいちばん多かった。②数学科教育が大学k

$'11>て，そD学問的地位を認められるまで，その道程はあま 911:長かった。@現代化Kつhて，

圏内白文献は概して粗製乱造で畠った。外国文献の入手は，地方では手ぬる<，仮K入手でき

ても現場教師』ては，読むとと自体が図書韓と恩われた。

(左し)

( 93.大) rわが国の現代化」を限害した大主主原因の一つ11:，わが国の算数・数学教育の

「伝統JがあったというととK気がついてhまい人が多hのでは左いかと思います。とれは，

とれからも大き在「障害JI1:まるととでしょう。「世界K骨ける現代化」は国Kょ9，プロジ

ェタト K主b千差万別で， 己れを一括して扱うととは不可能です。わが国の現代化は，との中

でもと bわけSMSGの影響を強〈受けました。 SMSGiV現代化はUICSM~， SSMCIS 

まどに〈らべて「中途半端Jなものでした。わが国のものは「伝統」の骨かげでそれよbもさ

らI1:r中途半端JまものK左ってしまいました。

(大学)

( 94.大〕 ①現代数学のほ考え方や技法は，今後の文化の進展や，技術の開発11:，主主々必要と在

ると思hます。そのためには，新しhカリキュヨム開発(数学内容〉や指導法の開発が，いっ

そ5要求されるとJ思います。その意味ではャ今後の数学教育11::1>-11>て， JZの意味での現代化が

hっそう取b入れられ左ければまらまいとJ思います。②教育は弘教師にその人を得左ければ効

果が島bません。数学教育の現代化を推進するためKは一教師養成を改善L..，良き教師を多数

養成する必要が畠る。③数学の学習Kは個人差が著しhので，個人差(能力至急性格差，環境

差等多函的K考える必要が畠る。)11:応ずる指導内容や指導法を研究，開発すべきで畠ると思
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5。そのーっとして，能力別学童~，進路別学級等を考慮すると共IC，一人の教師の受けもつ生

徒数をできるだけ少ま〈するととも必要で畠る。

〈大学〉

( 95大〕 数学教育の目標は，数学的知識や形式的技能を多量に蓄積させることではまい。数

学教育の現代化をねらって導入を図った現代的内容とhわれるものは，人間がものどとを認識

し通処理するK当たって，きわめて重喪主思考形式の中核を抽象化，構造化したものである。

それ杭工 b広11>，ー設的左有用性をもつのは，その構造《広〈ものどとの構造・関係在ど

の形式と相応するからで島る。しかし， 己のようま機能を理解し，それを修得するには，との

ようま現代的左内容を知設として受け取丸形式的ま方法で技能として受け取るようでは，学

習者は，その意味や意義を体得するととができず，徒らに学習内容の増加として圧迫を感ずる

だけに終わるととK在る。優れた題材の開発と，その展開の工夫とhう方向での数学教育の改

善が必要で畠る。

(大学)

( 96.大〕 数学の内容のみK注目し，数学教育という領域への配慮のまい教師(特K大学の教

師〕が教育研究誌まどに，現代化K籍口して無関係左翼監しい数学内容の紹介をしたbして，現

場の数学教師K一種の戸惑いを誘発した。教育とは，生徒，教材，目標，指導の四者の有機的

主関連K注目すべきである ζ とを強調したh。主観的左独断的教育論を排除すべきで畠る。

(大学)

( 97大〕 数学を生みだしたfAJφ究明と，その所蕊並びICA<D反政を研究してほし11>0

原始の段階，古代，近世，中世，上代，現代と社会の変動を踏まえて，その教育D反映が如何

K左されたかの研究，その反挟を社会相K照合するとと。例えば，ギワ V守の「数学」教育は，

奴隷層と貴族居とに分けて考えねば左らまhζとと，貴族庖は数学のどんま因子を要求し教科

化したか，その為の教材選択は如何K行われたか，ポリ.A1C:t;-ける説得衡としてであったとと

を鮮明忙し，貴族階級の選定した「貴族ラベル」が庶民を超批判的にひ主つけたととを見逃し

ては在るまh。中世IC:I歩ける指導階級僧院は，神学の形成K説得術としてD形式論理の習得，

そのイージー左テキスト選択としてEuclidのEle皿 entを採ったととが中世の数学教育を決

定づけたとと……。との説得術としてむ数学教育が形式陶冶論の衣を着て今固までも姿を残し

ている。研究所では， とうした自由在，若々しい限での数学教育史研究もやって頂きたいもの

です。ルヰッサ;/.A期のDynamical左数学への変貌と数学教育@対応ーとれへの J.Per-

ry <D批判をも 5-1i!:，洗い直吉ねば「現代化」へ飛躍するととは許されますまい。 Pe.rry 

の批判は何て'岳った昔、「現代化」の語法が数学内容で島ったと思われます詩ち同じ受けとめ
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をすれば「近代化」として位置づけてよhでL-l九現代化の検討の前I'<:PenyfD近代化を

洗い直し，足場を十分固めるととを先行させるととが，現代化を本物にする前提条件とまbま

しょう。小生，数十年の昔，再構成運動を提唱したときはPerryの洗h直しにhささか力を

注いでの上であbました。世代改ま t，若い皆吉んKよって，再構成で左<r新構成」速動の

起とるととを切K切K祈bてやみません。同志を募っτ研究の分担を計濁して〈ださい。現状

K接する度K心は落ちつきません。

(その他)

( 98.大〕 ①学習指導要領の廃止。都道府県にまかせるとと。②教科舎の国Kよる検定をやめ

るとと。都道府県Kまかせるとと。③実状は教科書を教えるととと在ってhるのが大部分で畠

る。少在〈とも，各都道府県で，地域I'<:NPしたカリキュラムを構成し，各学校はとれを参考と

して独自のカリキュラムを組むζと。@数学者は関心をもっているとしても誤った考え方が多

h。無意識のうちK数学者を養成しようとする。⑤マスコさは関心をもっているが，同様K誤

った報道が多い。

(在し)

( 99大〕 日本の現代化は，真剣に研究されず1'<:，単K模倣的で岳った。くその 1>小学校教

師から聞いた笑話。若h先生方が集合の話をしていると，年寄bの先生は逃げていしとれで

は日本C現代化は容易では畠bませんね， と。くその2>現代化実施fD'Jぜ学校算数の時間数，

小1・週3時間，小2・遇4時間，小3・週5時間，小4-6・週6時間。 NPち(3・4・5

• 6・6・6)小学 1・2年が3・4時間で，結局掛算九九が小2年で完成され左かった。(と

んまととで現代化主ど出来る筈は在11>)ー結局，教師の再教育，現代化の具体的方法等々の

研究不足のまま，世界がやってhるからという事で現代化へ進んだ。そうして現在，新L-II>姿

K進むKついて，前の研究不足はやはb尾を引いてよbよき数学教育へと進むととは容易で左

いと思います。

〈大学〉

( 100.大〕 ①今後の数学教育のあb方を考える場合1'<:，数学教育の歴史的基盤の上に立って考

えるととが肝要と考えるので，現代化がきけばれるに至った歴史的背景を十分研究する必要が

ある。②数学教育学の学位，また学位論文の発表が，もっともっと多〈出現し，大学教育学部

での「算数教材研究 J~r数学教育の研究 J fD講義が大学の講義らしh内容をもつように，切

に希望ナる。③数学教育学の研究として，数学者，心理学者，教育学者，教育工学在どの研究

者が一体とまって研究を進める組織がほしい。

(その他〉
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(101.大〕 ①2 1世紀の情報化時代をめざしての数学教育現代化は重要で畠る。それは，現代

数学の考え方の基盤である「集合の考え」を，中核とまる「写像・関数む概念」を指導内容と

しτ強化するととも ILf位相の考え」をも導ょするととが必要で畠ろう。それは内容。現代化

である。②21世話己の情報化時代K卦hて，最も必要左能力は，創造力であ.!J，数学教育現代

化は内容の現代化のみで左(，指導主主0現代化が重要で畠る。したがって，創造的学習指導。

研究と実践とそ急務である。③指導法として，教育工学的指導がとb入れられるで畠るう久

教育工学と岩崎カ育成と両立をめざしての研究と実践が必要である。@子どもD興味と関心を

喚起するため，主主数・数学指導内容C生活化を研究すべきである。それは指導内容の発生・社

会的意義・日常生活K骨ける活用等々で畠る。

(左し〉

(102;大〕 ①指導法に関する研究を伴わ在It>f現代化」は，身体あって精神まし，といった片

手落ちとまるととを強〈認識すべきです。②数学とい51教科K止まらず，広〈他教科，さら

K社会全般を見まわし，見通したうえでのカリキュラム作bの研究がされるべきです。③「問

題解決Jfコ y ビュータ」が，現在与数学教育界に骨けるこ大関心事とうけとめます。とれら

は世界に骨ける現代化運動K対する一つの反挟(次K謀せられた問題〉ともhえると考えてh

ます。それを上記②のよう左視野で考えず，せまh視野で考えると，またもとK戻ってしまう

と思います。 @f数学教育の社会化」という言葉を提唱したいものです。

(大学〉

( 103大〕 私は， 1 9 6 1年のOEECのSynopsesfor Modern S econdary School 

M.the皿 ati csとの接触， 1 9 6 4年の東京金主び京都で<DSMSGセミナーへの出席，

1 9 6 9 年むロ y ドyでの SMP教科書との出会It>~ど，数学教育現代化の世界の放に熱中的

Kもまれました治三わが国の 1970年の「現代化J学習指導要領には，感動を覚えるとと少

左(，学会や集会主どで意見を開(，意見を交わす位で，会〈受身的であbました。したがっ

て， 1 9 8 0年のその改訂に対して尚更です。

(大学〉

(104大) <I激え方と計算力の基本は，畠〈までしっかD掻ませ，使えるよ 5K修錬させると

と。②心身の発達段階IL応じて，社会の現実的状況ヤ資料と関連をもたせる ζと。

〈左し〉

( 105大〕 ①教師について現代化に対する対応。 IJ~学校では 8教科の 1 つとして算数を指導し

ているので，算数だけを十分研究でさまいのではまいでしょうか。とれK対し，中・高等学校

の教師は数学専門で研究も十分出来るのです科受験の問題があbます。己の点で現代化の研
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究が十分出来たか疑問です。要するに，教師の現代化IL対する対応，研究が十分で左かったよ

うK思hます。②もう一つ現代化は技術の進歩によ丸現代化と技術的左科学的進歩との関係

で色々と迷った人々が居られたのでは左いでしょうか。③現代化と学習塾にて指導される数学

ILヨいて子供は迷ったのでは左いだろうか。@数学を答を出すととと考えるととIL問題が畠る。

(その他)

( 106.大〕 現代化運動は，上から(大学)の数学を下へ下すととであった。従って，子どもり

考えによって数学を見ま晶、すというよ bも，大人の考えを子どもIL争しつけようとした。とれ

は，日本の明治以来の外来文化受け入れ方の学習とhう，永h伝統から〈るものて'あって，そ

のととが子どもに拒否されて失敗した。子どもの考えから新しい数学を構成するとhう考えに

立って，小→中→高→大へと進めるべきものである。現在の状況は，現代化の時代よbももっ

と悪〈まっているようである。指導法を改善して，主b能率的左指導ができるよ 51Lまらまけ

れば内容の現代化は無理で島る。指導法の現代化とそ最も急を要するものと思われる。

(左し)

( 107.大〕 ①現行指導要領は，マスロミまどに長それをまして，現代化から蹴Eしすぎた。現

代化の内容と指導法とそ改めるべきであった。とり方向IL，今後復権するとと。@渓力の畠る

教師が，その実力を自由K発揮できるよ 5IL，指導要領の拘束をゆるめるとと。指導要領は，

悪平等の底支えのためK存在するもDであっては左ら左い。③現行の検定教科書の味気まさ，

画一化， ζれらがどとから来るかを検討し，もっと多様ま教科書が出るよ 5にしたIr>o o:激学

教育は，子どもたちの現代の生き方をた〈まし〈するためKとそ行左われるものだというとと

を強調するようにするとと。あてがhの内容を教えとまれた]1，先の諮備のためKだけ教えと

まれたbしてはいけ左h。す，IL，今の生活に役立つとと/ ⑤バソコ ;/<0普及Kよ]1，教育

内容も，ガラリと変わるだろう。それを射程K入れるとと。

(大学)

( 108.他〕 島の頃の「現代化Jが表苗的にとらえられてしまったわけはそれま]11L畠ったとも

患っています。

(その他〉

( 109他〕 現在の児童・生徒を21世紀IC，誤]1;1:(世界を発展させる「考える人J，r国際

人 JIL育てるとと弛ろとれからの日本教育の責務でまhでしょ 5)か。そのためKは，小学校数

学(算数)教育から集合の考えをやわらかにλれてい〈 ζとが必要だと思います。集合の考え

方は数学でのみまらず，畠らゆる考える場面の思考に有効IL働〈と足、Ir>:l:す。

(小学校)
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( 110.他〕 ソ速が人工衛星スプ←トニクス@打上げK成功とい 5~ュ--"を受けて米国がその

遅れを挽回するベ〈努力する左かで，数学教育白抜本的左改善11:1D9出1..，いわゆる現代化が

強調され，そのーっとして「集合の考え」がとb入れられ，算数・数学教育11::1;''-''て現職教育

が熱心に行まわれたと思います。しかし，十分消化しきれ左hうち11:教育理論が先行し，科学

技術の進歩K遅れてはまらないと'-"5己とで高校へ理数科が併設されるまでとまった。従来。

教育内容が大巾K改められ，新しい教材が盛bとまれるとともに「数学教育四構造化」が強調

され，数学の成b立つ論理的左面で児童・生徒Kも理解させたhというねらいももられてhる

ものと思う。高校への進学率上昇で中学でのνディヰスが不十分自主主高校K入9，教育への

不適応を告とし，数学7Vルギーを増加させ，いわゆる骨ちとほれ問題も大き〈まった。今回

の指導要領改訂で素材の再編成がまされてはいるが，教える側として担鳴が不十分在主主指導

K畠た丸生徒への定着が悪〈在ってきていると思います。習熟度別学習指導，個別指導の徹

底等いるいろ努力はしている請ちょbきめの細かい指導法左b教材左91D開発が望まれると恩

hます。

〈高等学校)

(111.他〕 数学教育11::1;''-''て対象となる初等数学は，つねK数学の進歩11:照らして考え返しつつ

カリキュラムを組んでいか在〈ては走ら在い。その意味では現代化はつねに必要。実施面では，

少左〈とも 20年周期で現代化すべきで島る。

(大学〉

(112他〕 現代化の考えの見直しが必要です。その上で~ rJ:う題解決能力D育成電卓・マイコ

Yの位置づけからみての教育課程の改訂が急務です。

(大学〉
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2.3 質問項目に対する注釈の集計結果

回質問項目全体Kつhての注釈

( 501.小〕 小学校!1:Pける現代化について解答した。自分の実践K照らして考えるのか，一般

の教師の実践について考えるのか迷った。 cr教師は……」というとき，一般の教師とうけと

めて解答した。)

(502小〕 各学校の差は大きしとの調査は答えKくかった。

( 503高〕 設問が解答者。見解を聞hてhる部分と，解答者の観察した印象を聞いている部分

とが混在していて主主Kまったのか疑問に思いつつ一応Oをつけました。

( 504高3 質問の選択肢， 3!1:したものの多〈は，質問内容が不明の場合か，現代化カリキュ

ヨムと他の区別がつかまいものが多〈見られるので，判断が適切に出来ませんでした。

( 505高] 選択肢， 1) 2， 3， 4， 5の意味が，はっき bし在いととろがあbます。自分流

に解釈して選びました。

( 506.大〕 項目Kよっては，小学伎の場合と中・高の場合とで異在る。解答をかきKくい。演

目が多退官，また，その意図のと]I!1:(いものが畠った。

( 507.大) rわからまい」という選択肢が欲しい。小・中・高それぞれで事情が異まる。

[ 508大〕 今迄の質問Kは，意味のわか]I!1:(い処があbました。トンチンカ Y在容が畠るか

も知れません。

( 509大) r現代化J!1:ついての小生の考えは， 7;/クート K対する答えでほぼ尽きτいると

思います請王者千蛇足を加えます。 I部 1の(4)で「現代化とは，集合・関数・確率左どの」

とあbます久「集合・写像・構造」としたいと思います。確率を入れるととに賛成で，その

重要性は今後さらK高〈なってゆ〈ととでし主 5か? クメェー報告Kもある通]1， とれは古

い歴史をもっていて，現代K生まれた数学では畠bません。 5の(6)r図形D位相的主見方Jは

小学校に入れたほ5がよh。中学校だと，それま]I!1:理屈っぽ〈在]li:す。 2で'(4)を選んだの

は， 1の(必と関連しています。現代数学の枕念を入れたものの，明確化，単純化，統合化Kは

至ってhまいからです。特に集合をプール代激的に扱ったのが誤bだったと思います。

( 510.大〕 大変多数の項目で，とれだけ抽出せられた労を多とし，敬意を表します。だ杭多

返き'て，また，回答が書きづらい点もあ]1，ゲッソリした方も少左〈左hと思われます。もっ

としfまれませんでしたか。文意がら〈につかめるように表記の配慮の余地は左かったでしεう

か。大学の付属学校で研究しているが如き姿勢で質問せられているととるも事bました坤ちと
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れは建前で，本音はそうで畠bません。そん左ゆと ]J(1)左h実情です。その為に貴研究所は生

まれたと長考え〈ださい。とのようま調査Kついては，群盲象を撫ぜーその回答を集計する

のj愚I'C陥る危険少左しとしまい。統計結果が，か〈か((1)如しと発表されるとiltを陥る危険左

しとし左Vlo.• その計麗者の意K反する逆効果を生むととを，私は最も案ずるものです。もっと

もっと基礎K立ち戻つての研究挙備し，オ分ま見識を築いて質問作製，統計の層別を吟味して

ほしい。層化によって勝負はつ〈と存じます。「歴史的展開K導かれて」というよう在盲信在

どに対しても，よく検討していただきたhもりです。歴史は地理C上にそとに生きた人間の

築いた社会一それK支えられているもので，地理が異まれば様々，その様々を一貫した「人

向性 jl'C基づ〈史的展開とそ。その上I'C，人間は失敗を繰b返すもの，その失敗も歴史の要素

と在っている。その「失敗」の価値を， E?受けとめるか。そうした失敗を「みそぎ」落1.-，

整備して数学は体系を整えて〈る，そとを学びーだ久教育課程Kそうした余裕があDまし

工うか。指導者の'U.彊I'C，心情による，一言一句の中に救hを求める以外I'C道まいと考えま

す。「能力 j，r教養j，r論理J・・・ ζ うした基礎的用語が手翠に分かったとして用いられ

ている。原点K戻ってやb直してほしい。書けば際限まし。

( 511.大〕 ①はじめ，質問項目治主客観的認識をきいτいるのか主観的判断をきいているのか

不明でした曲ミ「喜左たの考えK一番近h……。」のハガキをもらいましたので，後者の意味

で答えました請もしかい項目によってはそ白区別がしに〈いものもかまb島丸畠v>;tv>ま

ものも島bます。②したがって， 1.大賛成 ・・・ 5.大反対，は次のよ 5左気持で答えていま

す。(女) 1そういえる， 2そう考える， 3わから左I.n.， 4.そう考え左¥.r.I. 5.そういえまh

一〈女)は，原案をとのよ?I'Cよみかえるという意味の印。@質問事演の多〈は，いろいろ

ま条件の下(たとえば，小・中・高のどの段階で，とか，社会的左，教育的左諸条件。下で，

とか〉で在hと答えに〈いものも島ったが，一応，答えて$'V>た。〈例〉第 I 部~， 4ー (24)

「電卓を導入するととはって計算練習を軽視しむ」ー私の場合. rとのよ伐盟生

事実が畠ったと考えますか。 Jとい5左弘「わからまい。」と答えます。その他C項目につ

hても(と〈院はっき bした務主主公表吉れた事実I'C対するものを除けばH わから在v>o j 

という解答K左ってしまhます。しかし， 7;/(rートの主旨からみて，主観的判断でよhと考

えて. (女〉の立場で4.と答えました。第I部. 4ー (31)内容と学校段階(小・中・高)I'C

よって解答が違うとJ患いますが(古) 2と答えました。とのようI'C，すっきb答えに〈いもの

も多いので，島;t]J厳密K考えると. rわから在v>oj ばかbにまってしまいますので，きわ

めて狭V>， 主観的左判断で答えたととK左bます。ただ，他の人の場合も項目Kよっては，そ
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うせざるを得まかったと恩います1.-，それでも，たとえ主観的まものでも，多〈の人の一つの

傾向がでれば，それは一つの客観的左もりとして価値が島ると思います。@:!克代化の定義につ

いては flr>つでも改良，す左わち現代化」だという定義をとらず， r改良選動Jといえば「ペ

ーリ運動近辺」をさすと同様IL，固有名詞的忙， f7メリヵ・・・ 50年代・・・ Jと1r>5定

義をと bたhと考えています。⑤小学校の現代化Kつhては，中・高とか左b遣った実態が島

る主うに思h吉す。多少それを調べたものですから，私の意見は小学校にひきずられているか

と思hます。@湧代化の評価，今後の教育Kついτ語るものをまだもっていません。貴研究室

の7;/クート結果は，それらを考えるのに貴重在判断材料を与えて〈れるものと期待してhま

す。戦後教育史の評価は， 己れからだとj患います。⑦本当は今回の質問は，もっと時間をかけ

て答えればよかったのですが，例えば，一回自分で答案をつ0 ，半月ほどへてもう一回，吉

らに半月ほどへτもう一回・・・とhうふうK答えを作9，どれだけ回答項目に一致がみられ

たかを見れば，自分の主観がはっきbするのですが，その余裕が左〈て私の主観それ自身の客

観性Kついて，は左はだ疑問です。③会項目ーにすべて答えるととは無茶まのかもしれませんが，

統計の資料として多少の意味があるかと怠って，一応全項目 ILO印の判断をつけてbきました。

( 512，他〕 己のよう左質問抵の問で，二重の発問をさけるとと。例えば4(28) r因襲左のに」

とれを肯定しまいと次の「強調した」がいみをもたず，それが原因で「指導法が浮き上った〉

賛成は，との3点がみま yesと考えたζ とを示すのか。〈裁判1L;t"ける質問の技術をよ〈参

考にせよ。〉

回数学教育現代化の現在の状況(第I部2) 

( 513高J r現在」の定義がよ〈わから左h。

(514.大〕 どとで，誰Kよ9，どのように， (続いているのか。)
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回現代化学習指導要領の改訂の原因(第E部 3) 

全般的 ( 515.大〕 W1970年のPlanが未熟，無思想で畠った。』を加える。

3.(1) (516小〕 小学校全般的にみて。(2)

( 517高〕 一部分は理解できた。 (3)

(2) (518小〕 原患をふまえた場合。(司

( 51且高〕 とれは計算犠の普及が直接原因と思hます坤'0 (2) 

(3) (520小〕 理解にすぐれている子どもの場合は，学力はついている。 ω
( 521小〕 学力をどう考えるかによってちがってきます。学力の概念規定がむつか

しいのです。 (4)

( 522大〕 学力の定義によ b大き〈回答は動〈でしょう。従って，その集計は何K

したらよhか気K左bます。 (9)

(4) (523.小〕 本来的には好主主子どもは多h傾向Kとらえている。 (3)

(5) (524.小〕 中・高の教師のままの声では，分数白計算四できまh実怒はきいている。

(2) 

( 525田中〕 「現代化」のためC部分も島る請も高校への進学率が上ったためでもあ

る。 (2)

(526高〕 できたのではまい。 94%の進学率から考えると苦からあったりである。

(9) 

( 527高〕 とれは高校進学率。増大が直接の原因とは思いますが。 (2)

(6) (528.'J、〕 小学校の場合，内容を筒けつ1'1:，統合的Kとらえさせるのがまか左か思

うようにいか左い。 (2)

( 529高〕 『授業の内容を理解でき左h子どもがふえた。~ (9) 

(7) (530.小〕 さまざま主要因で。 (2)

( 531高〕 塾K通5子どもがふえたととは事実だ請もそれが数学現代化のせいだと

は息わ左11>0 (3) 

(8) (532小〕 小学校の場合，担任の力量によるので，全般的1'1:在がめると父母への翠

解の働きかけが大とはいえまい。 (2)

( 533.高〕 苦から父母は中学校以上の数学は浬解で主在かった。それなのにとんま

質問は意味毒るか。 (9)

(9) (534高 J r現代数学の基礎は集全空重三主であるから，現代化数学教育は集合空主

えから始めるべきだと考えていた。 J(2) 
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TVの広中.111口，在だいまだ. 3氏のてい談はまずかった。 (2)

著名まとは，秋月，弥永先生らをさすのか，広中氏をさすのか，解答K

教育学者か教師か。 (3)

(12) (535.小〕

( 536高〕

因る。 (3)

(13) (537高〕

(14) (538高〕 『新掬，主互主が数学教育は良〈主いと書きたてるようt亡まった。』確

かK実態を知らずにマスコミが大反対した。 Yes，Noで答えさせるとよい。 (2)

回現代化学習指導要領の問題点(第I部4) 

全般的 ( 539-，J、〕 思いきった表現をひか主られている坤え充分K意図は読みとれる。

( 540.中〕 質問が指導要領の問題点K限ら在いように思う治主意見についての賛否

を示した。

(541.高〕 質問が不明確と思います。“誰が"という主語が不明のようです。

4. (1) (542大) r私は」でしょうか，それまら 5ICOです。「ー殻ICJでしたら. 1か

2でし主 50(9) 

( 543高〕 誰が考えたか? (4) 

(2) (544.大〕 はっきj)V~ 1t> とする理由は，用語の一例えば「考え方 J e tc. 

意味がはっき bしてい左いから。 (1)

( 545高〕 今でも。 (2)

(3) (546.中〕 考えていたとは思hません請も結果はそのように在ってしまったと思い

ます。似)

( 547.大〕 そうでま〈ても，結果的にそうまっていた。(的

(4) (548中〕 考えていたとは思hません由主結奈はその主 51C在ってしまったと思い

ます。 (4)

(5) (549.大〕 『数学教育は，数学の庶民白日常生活に骨ける実用性とhう側面を無視

していた。 J(1)0もっとカの投入をすべきであったのに，結果的Kは無視K近〈走

った。

(6) (550.大) r数学と教科数学の区別が明確で在かった。』 ω。「数学」を輪切j)1C

いそれを下から拾い上げて組織するの請数学教育だと考えているむが全員。

(7) (551.中) r現代数学の概念の解説は行われたが，それらが教育でもつ意味あいK

ついては，あまb指導され在かった。.1(1) 

( 552大) r現代数学の概念の解説は行われたが，それらが教育でもつ意味島It>IC
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ついては，畠ま b教育の場K具体化されまかった。~ (9)0 r意味島II>Jがつかめて

主かっ允，iJ'~t.色。

(8) [553.小〕 小学校の場念。 (4)

[554.中〕 現代化を進めていた人たちの中tては，そのよう左人もいたかも知れませ

ん。 (4)

[ 555高〕 前K同じ事が畠った。 (4)

(9) [556.中〕 現代化を推進した人たちをふくむ人達の ζとでしたら(2)，私の考えは(4)。

(10) [557大) r数学教育現代化というのは，現代数学展開D手法を取b入れて，内容

を扱うととだと考えていた。』 ω
(11) [558.小〕 小学校の場合，一般的Kそとまでにhえっていま11>0 (3) 

[ 559.大) r-"バイラル方式によって，カリキュラムを構成しようと思った。~ (1) 

いい立てられる様には行われていまい。

(12) [560.中) r数学の歴史的発展の願序K従って構成されるべき」という説Kは反対。

ω 
[ 561高) r繕成されるべき左のに」と11>5ととは決定していますか。似)

[562.*) r数学の歴史的発展の煩序K従って構成されるべき Jとは思わ在い。順

序を尊重1.-，十分そり意味を活かして，…・・。歴史が発展順序の修正を重ねている。

(9) 

(13) [563.小〕 のぞましhのは，小・中・高・大では左いだろうか。 (4)

[ 564大〕 と5キメツケるのは盤端だ。 (4)

(14) [565中) r現代化の内容を欲ばbすぎて」には賛成，深入bした場合は自己矛盾

を生じたと思います。 (2)

[ 566.高〕 もっと日本語でわかbやすいようにのべて下古い。『現代化の内容を，

乏1三三三土皇室として欲ばDすぎて主主主主。J.自己矛盾が起きていたとは，

どんま意味か。 (9)

[ 567.大〕 自己矛盾とは，論理的か心理的か，学習時間的か? (9) 

(15) [568高〕 ややその傾向が畠る。 (2)

[ 569.大) r世に行われた教科書に告いてはJと理解しますと。(1)

(17) [570高〕 ややその傾向は毒った。 (3)

[ 571高〕 ど511>5意味ですか。(的

(18) [572.高〕 いまでもそうで島る。 (2)
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( 573.大〕 現在も毒hまい，分かつてhまい。 (1)

.(19) (574.大〕 見方・考え方K関する内容とはどんまとと昔、 ω
(20) (575大〕 「つも.9JVC終った。(2)

(21) (576大] 数学教育の「論理病 j を治さねばいけ~V>O (幼

(22) (577中〕 教材自身は商白h。指導法を問直す。 (3)

( 578.大〕 r現代化教材は，骨もしろくまいのでは左<，子どもに知的満足感を主ー

〈与え左かった。~ (9) 

(23) (579.高〕 誰が行わまかったのか，文部省，教委，現場の先生? ω 
( 580大〕 塾が街強して〈れている。 (3)

‘(24) (581高〕 とれは間違い。電車を授業で使っているだろうか。 (5)

( 582高〕 導入してい在いのでは在h語、 (4)

( 583.大〕 「計算Jとは何であるか。電車C限界，使命を明らかKしてい左いから

で，軽視したととI'C在った。{司

(25) (584大〕 応用とはどういうととをするととまのか。{司

(26) (585高〕 誰の立主君からきいてhるのか。教師の立場としては。 (3) 

( 586高〕 いつでもそうである。 (3)

( 587大〕 教育学で白抽象的左原理ではだめ。 (1)

(27) (588中〕 考え方自育成左らば指導は形式的で在いはず。それKもかかわらず「考

え方Jとhう指導内容があるかのようK考えて形式的にまる指導が畠ったという意

味左ら大賛成。 ω
( 589.大) r考え方の育成を強調する主主あ形式的左指導I'C陥宅翠皇主主主主主当』

。)。考え方が何であるか分かってい在い。

(28) (590中) r計算指導のよう左技能の指導と比べて，数学的左見方・考え方の指導

は不十分走ol'C，それをよ〈理解吉せまいで，見方・考え方の指導を強謁したので，

指導法の弱点が浮き上った日。 J(3) 

( 591高〕 計算と見方・考え方を総合することが目的ではまかったり昔、。)

(592.* ) との通b定式それでは，見方・考え方の指導を強調しまくてよいのか。

ω 
(30) (593.*) どんま論理」形式論理のζと語、それでしても「形式的扱いjをするの

意走ら。{功。成長を念頭I'C$-v>たうえで，論理的左扱いをする左らばよh。

(31) (594.'J、〕 一部K。ω

-108ー

ち.



‘ 下

‘ 、• 

民

4 

( 595大) r現代監の内容を行き過ぎて深〈教えてしまった。.!(9) 

(32) (596大〕 現代化とは在れてもいえるとと。 (2)

(33) (597.大〕 確立されていまいのは当D前。それ自体がとらえられてい在h化け物。

(訪

(34) (598大〕 指導目標が鮮明で在hのに効果評価左ど。 (9)

(35) (599.高〕 それは逆の場合もhえる。但)

( 600大〕 学習者が時代を異にする。不可能に近い。 (9)

(36) (601.高〕 教材は時代とともに変更すべきである。何ともいえま11>0 (9) 

( 602高〕 では，指導要領改訂のときは，明白左欠陥が畠るといえるのか。 (3)

( 603.大〕 明白左欠陥がまhのが大切左 ζとではまh。ょbよいものへの志向とそ。

。)

(37) (604高〕 文部省，教委の怠まん。(埠

( 605.大〕 十分どζるで左h。その後も空白。 (9)

(38) (606大〕 無理まととを考えてはい左hか。との認識の底Kζそ現代化失敗の因が

潜む。 (9)

(却) (607.高〕 ややその傾向はあったかもしれまい坤'"(3) 

( 608.大〕 まいとはいえ左hが，ベテラン教師は心して来た。心翠学的研究は役立

た走い。 (9)

(40) (609.中〕 実験は，か左b行われていたとJ思hます。「其の意味Jという ζとを重

〈とると.(2)というととに在るでし£う。

( 610高〕 日数教では笑験テキストを作丸都立の学校でも実験した。 (3)

( 611.大〕 付属はやったのか。真。意味でC実験とは何か。 (9)

(41) (612大〕 関係むまいととるとは，空間的場所か，教材的内容か。{吋

(42) (613高〕 中学校の方がそ5だった。(的

( 614大〕 日本の宿命であって，必ずしも悪hととではまh。活用すべきだ。それ

Kは，文部省K人材をもたねばなら左11>0 ~吋

(44) (615.高〕 小・中の先生K多い。 (3)

( 616高〕 いつも同じ己と。 (2)

( 617大〕 現代化の精神とは何だるう。 (9)

(45) (618.大〕 それ以前むととが火けている。 (9)

(46) (619.小〕 無視している者も多数奇る。(2)
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(620高〕 ζの質問K意味が畠るか。拘束力があるのは知っていたはず。 (2)

( 621大〕 もたせるととの是否が大問題定。(坊

(47) (622高〕 いつも。 (2)

( 623.大〕 分かつていまい事を書〈のだから分か]1K<いのは当然だ。但)

(48) (624.小〕 たずさわらまかったので。 (3)

( 625大〕 著者。意図が問題，必ずしも検定を否とのみはいえま'-"0(9) ' 
I~ 

(49) (626小〕 全般的にとらえて。 (2)

( 627高〕 ややそれはあったかもしれ左い。 (3)
‘R 

( 628.高〕 『文部省宇教育委員会が作成した指導資料が有効とはいえ左かった。』

ω 
( 629大〕 有効K活用されうるようま資料があったのか。 (2)

(50) (630.中〕 教科書か指導か? (3) 

(51) (631.大〕 悪風であ]1，教師の反省点必要。 (9)

(52) (632.小〕 一生懸命と t<む場合。 (2)

( 633高〕 「実質的左授業時間 J<1:l質問の意味不明。 (9)

(634大〕 増えたととが非実質的。とれを実質化するのだ。 (9)

(53) (635.大〕 『現代化が実践K移される前K，効果的主現職教育が左かった。 J(幼

C 636.大〕 積極的左現職研究活動がまかった。(吋

(54) (637小〕 ある面ではその傾向は島る。 (3)

( 638.高〕 答えられ左h。あいまい。 (2)

( 639.大〕 歪曲される傾向があった。 (9)

(55) (640大〕 『教師Kとって，何のために教えるのかとい5ととの目標がつかめ左か

~ tc.o J指導要領訪S半熟だったから。 φ}

(56) (641.大〕 『教師自身が新内容の数学的理解Kきゅうきゅうとしていたため，教材

研究や教具の開発言で手がまわら左かった。 J(2) 

(57) (642;大〕 教科書を教えるので一応簡に合うよう在教科書を。(司

(58) (643高〕 現代化とは無縁。質FLも胸)

( 644大〕 数学の価値とはどん左ととか。「納得」ではま(f信仰Jできた。{的

(59) (645高〕 マスコミの宣伝のため。 NHKで鈴木健二7ナウ y サーが母親を集めて，

一人一人に「品在たは集合を知ってhるかJと主主， rわかbませんJとhうと，そ

んま難かしいととを今教えていると言った。今日でも，母親を集めてr2閣のをはい
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〈らですかJ(苦から畠る問題)，それのとき，左ぜ2胡×すとするむかをきいて

みま古11>，わかる母親はhまhはず。 (2)

( 646.大〕 自分たちのやって左いととをやるのだから。 (2)

(60) (647.高〕 現代化とは無関係。音でも，代数，幾何…等K必然性が畠ったのか。伶)

( 648.大〕 あらためるととは大困難。 (2)

ヤ (61) (649.高〕 部分的Kは無視した。 (3)

( 650大〕 大学の先生に教科書執筆して貰って，そう在るのが当然。 (9)

(62) (651高〕 高校だったら，昔は能力不足でζれ左かった者もきたので現代化とは無

関係。 (5)

(臼) (652.*) 数学教育の価値に対する構造的変化。 (2)

(65) (653.大〕 ただ， とのようまととを思う人はまととに少左し。 (9)

(66) (654小〕 小学伎の立場で島る。 (3)

(67) (655高〕 大学でも。{曾

( 656.大〕 馬鹿げた問題を出す。 (1)

(68) (657.小〕 『マスコミが数学教育現代化について，正確在 ζとを知ら左かったoJ(2) 

( 658高〕 しかも，昭和51年，答申が出定後も誤bを訂正しまかった。 ω
( 659大〕 伝えよ 5がまかったのだ。 (2)

国 198 0年代の学習指導要領の改訂の際忙削除された内容につhての考え(第I部5) 

全般的 ( 660.小〕 設問K問題が畠ると思います。昭和43年にも「集合Jそむものは小

4伊，

学校で取扱っτ h左hと考えます。「集合の考え」である。そ5いった意味では

「集合の考え」は現行でも扱って$'j)，将来も必要と考えます。 (9)

( 661.小〕 中・高Kついては自信まし。 (9)

( 662小〕 中・高の分野では，希望意見だけです。 (1)は，考え方として生きてhる

と思います。

( 663中〕 内容K行きすぎが左いよ 5i'C，指導法よbも，まず，指導目標を明確K

した上でのととです。 ζれまで通j)CD内容では因bます。条件には，時間数増もふ

、
ιh噌‘'

，
1
a
 .
 

• 

〈める。

( 664.中〕 小電中の集合は，現在もあるのではまhか。

( 665高〕 指導時間も入れる。

( 666.大〕 とのよう左とらえ方でやるまら失敗を重ねるのみ。「数学JCD輪切bを

脱して「教科数学JCD新構成を行5i:.とが前提。
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5. (1) [667.高〕 『集合C考え』 (1) 

(2) [668.大〕 集合の用語や記号を指導するのか，集合の考えを指導するのかで一概に

賛否はいえ左い。但)

(3) [669.大〕 論理的左考え方を指導するのか，形式論理を指導するのか。 (3)

(5) [670高〕 生徒による。(功

(9) [671.高〕 指導妥領で畠の時間では不可能。科)
玲

困現代化学習指導要領の開発・突施がもたらした良かった点(第I部 6) 

6.(2) [672小〕 例えば，関数。 (2) . 
(4) [673.，j、〕 実践研究は多くあるが，それらが蓄積されまかった。 (4)

(5) [674司大〕 日常語としての集合と，数学用語としての集合で意味がちがう。 (3)

(7) [675.，j、〕 小学校の場合，未だ不足。(時

[ 676中〕 (2)かも知れません久それが「現代化Jの功で畠るかどうかわかbませ

ん。 (3)

(8) [677.-j、〕 指導注の改善にまでにはいか左い(全般的f"C)。匂}

[ 678他〕 発見学習はしてい竜11>0(3) 

(9) [679.高〕 認知・技能のみ賛成，情緒的，態度の面では大反対。 (9)

[ 680.大] むつかしい研究だ。{的

(10) [681.大] 数学的活動の意味を鮮明f"Co (9) 

(13) [682-，j、] 全般的医。 (3)

(15) [683高〕 でき左h。ω)
(17) [684.高〕 ややその傾向に畠ると思~70 (2) 

[685.大〕 どのようK評価するのか。 (9)

(18) [686.大〕 関心の深さ如何によb功罪伴う。 (9)

(19) [687高〕 マ 1 コ主が現代化推進を阻止した犯人。(訪

』‘
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3. 回答者名

ど回答いただいた 148名の方々の金名前は，次の通 bである。

(敬称略，五十音順〕

珪森宣信，阿部活一，荒井孝，荒木雄喜，飯島 忠，生駒稔，石田弘美，

石塚健治，一ノ瀬公義，出石隆，伊藤一郎，伊藤武，伊藤武，稲員豊，

井上義夫，井部 蕊 λ子祐三，色川 孟，岩木敬二郎，岩瀬重雄，植竹恒男，

上中益郎，上原哲男，内海庄三，浦弘幸，大内忠，大木正大，大竹登，

大場滋 向島一郎，岡田緯雄，悶本光司，岡森博和，小川 智，小高俊夫，

小田島宏一，鬼沢忠夫，風間賢土，片桐重男，片山圭ニ，加藤包雄，加藤 勝，

加藤康願，金児功，川lロ 廷，川寄昭三，菊池兵一，北川恵司，木村勇三，

日下部山，久保田勇失，久保田滋，窪田勝，熊沢淡，倉田彪，倉本陸，

栗田稔，黒沢裁，黒柳正雄，小島久人，小西繁，小林森，小桧喬生，

小訟正教，小訟芳正，小宮尚英，坂国 昭，坂田安雄，坂元信吾，佐々木元太郎，

佐藤俊朗，雫石室一郎，柴垣和三雄，柴崎棋男，島田 茂，鈴木富二男，鈴木良平，

赤摂也，染谷弘，高木与次兵衛，高崎昇，高橋義雄，高原進，滝富夫，

竹村 弘，田島一郎，辰巳千昭，田中不二夫，田辺仁士，国盛秀登，照井良輔，

戸田 清，土橋在司，飛岡正治，永井啓子，中川三郎，長塁繁仁，中沢貞治，

中島健三，永田清次，中西俊雄，長野 東，中原丈夫，仲間宣之，中山 理，

二階直隆，西中盤，野村徳松，橋本茂昭，早川学而，半田進，樋口 昭，

日高敬造，平岡 忠，深海孝雄，藤本一，星JlI光男，星野慶治，堀山欽哉，

前田治郎，経井 紀，松岡元久，怒田道雄，松原元一，桧丸光男，松宮哲夫，

三橋重男，宮川 武，三宅 竪，宮埼和子，村上省三，元同和美，諸橋孝明，

柳淑 修，矢野健太郎，山下良一，山田直一，山中 優，山室市正，山本窓宥，

横田隆吉，検地滑，音田保，音村啓，涌田明夫，渡辺正八，その他 2名。

(計 148名〉
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